
    
      
        
      
    

  






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ここ数日間、イシュタリカ中が歓喜の声で賑にぎわっていた。

　理由は王太子アインによる偉業で、彼が魔王に次ぐ被害をもたらす災厄──海龍を討伐したからだ。

　アインより先に港町マグナに向かった討伐隊は、決死の戦いで一頭の海龍を討伐する。

　だが、海龍はもう一頭いた。消耗の激しい討伐隊は全滅を覚悟していた。

　しかしそこに現れたアインが、一対一の戦いでもう一頭の海龍を討伐することに成功。彼は現場で指揮を執っていたクリスの命も救い、堂々と王都へと帰還した。




　アインの帰還から数日後のことだ。

「でもね、アイン君に褒美が全くないっていうのも……少し可哀かわいそうだと思わないかしら？」

　そう言ったのは王妃ララルアで、彼女は三人の男を前に言い切った。

　一人は夫であり国王のシルヴァード。もう一人は前・元帥のロイド、三人目は宰相ウォーレンだ。

「ようは国王の立場があるから、貴方あなたから褒美は与えられないのでしょう？」

　アインが成し遂げたことは、まさに初代国王のように勇敢なこと。ただ、アインがそれを成し遂げるまでに王太子としての身分を顧みず、シルヴァードの命に逆らったことが問題なのだ。

　しかし、それでもララルアは、アインに褒美が無いことに納得しきれていない。

「う、うむ……だが王族であるお主から与えることも、こればかりは許せぬ」

「恐れながら陛下。このロイド、妃殿下が仰おつしやったこともわかります、英雄となったアイン様は、確かに独断専行の働きをしました。ですがあれほどの功績を打ち立てたのです」

　と、前・元帥のロイドがララルアにつづいて言うと。

「ええ。ロイド殿が言う通り、臣民が不満を抱くこともあり得ますな」

「それは余も理解している。だが──」

「ねぇ、貴方。──アイン君が王都まで凱がい旋せんしたのは、いったい何に乗ってだったかしら？」

「決まっておろう。プリンセス・オリビアだ」

「それはなぜ？　なぜプリンセス・オリビアなのかしら」

「なぜと言われても、それが最善だっただろう。余の船を使うわけにもいかず、そしてマグナにプリンセス・オリビアがあったからだ」

　だからなんだと、シルヴァードは目元を歪ゆがめてララルアに言う。

「察しが悪いのは直りませんね。どうして身内が絡むとこうなのかしら……」

　いつもは夫を立てる彼女も、ここには気の知れた者しかいないとあって軽い態度だ。

「ウォーレン、貴方はわかるわよね？」

「勿もち論ろんです。アイン様の専用船がないことが原因でしょうな」

「そうよ。だから今回の件は、ちょうどいいんじゃないかしら？」

　国から与えられるものが専用船だ。

　今回のようなことが無いとも限らない。彼女の提案はそう悪いものじゃない。

「多くの命を救った英雄ですもの。国から褒美が出るのは当たり前です。間違ってるかしら？」

「む、むぅ……そうだな……お主の言う通りだ。では早速、その件を──」

「貴方、私に任せてくださいませんか？」

「まずは何を考えておるのか教えてくれぬか。どうにも心臓に悪い」

「今回は良い物が二つも手に入ったわね」

「……ララルア様、まさか」

　ウォーレンが驚いた顔でララルアを見る。

「海龍を片方、丸ごと使いましょう。これから先、我らがイシュタリカの象徴ともなる傑作を造ります。貴方のホワイトキングを超える船を造りましょう」

「お主……まさかそう来るとは」

「二頭もいるんだから、一頭は討伐したアイン君のために使っても構わないでしょ？　あぁ、貴方の裁定に文句はないの。ただ、これはこれ、それはそれってことだから」

　代々のイシュタリカ王家の女性は強い。

　このララルアという王妃もその節が顕著だった。

「そうね……新たな戦艦の名前はこうしましょう」

　──海龍艦リヴァイアサン。それが彼女の口にした名だ。

「英雄が乗るにふさわしい船となりますな、陛下」

「うむ……悪くない。余もそう感じてきた」





◇　◇　◇






　同じ頃ころ、王都の港。

　いつもは多くの海産物などで占領される場所に、ここ数日は海龍の亡なき骸がらが二つ横たわっていた。

「グラーフ様、頭部の解体が終了したようで！」

「ご苦労。では次に──」

　グラーフ・オーガスト。すでにアウグストという姓は使わずイシュタリカで暮らしている。

　彼が港に居る理由、それには今の仕事が関係している。彼はハイムにて陸運の総すべてを担っていたといっても過言ではなく、貿易の覇者と呼ばれていた時代もある。

　それらの実力を買われ、王家出資でできたのがオーガスト商会だ。

　王都を中心に規模を広げる新進気鋭の商会で、今回も海龍の運搬などに関わっていた。

　今は、彼が爺じいやと呼ぶ古くからの使用人を連れ、港で仕事に励んでいる。

「随分とでかい空魔石だ！　こんなのを持つ魔物を討伐するたぁ、王太子殿下は大したもんだ！」

「未来は明るいってもんよ！　さぁ次だッ！」

　職人らの賑やかな声に耳を傾け、グラーフは仕事場を見回った。

　──すると。

「グラーフ様！　グラーフ様ーッ！」

「む……なにか問題があったか？」

　商会所属の職人がグラーフを呼んだ。

「ちょっと確認してほしいことがありまして……一度こちらに」

「あぁ、わかった。爺や、ここは任せる」

「承知いたしました」

　現場を爺やに任せ、グラーフは確認に向かう。

　やがて辿たどり着いた場所は海面すぐ傍そばの桟橋で、まだ解体途中の海龍の腹が広がっていた。

「急にお呼びして申し訳ない。会長」

「構わぬ。なにがあったのだ？」

　職人が「あれを……」と指さしたのは桟橋の上で、そこには二つの大きく青白い球があった。

「海龍の腹の辺りから採れました。……中は動いています」

　ふと、グラーフの顔色が青白い球とそっくりに変わる。

「まさか卵なのか？」

「おそらくは。我々ではこれ以上の判断はできないため、お呼びした次第です」

「……こんなもの、儂わしにも判断がつかぬ」

　勝手に破壊してよいものか。だが、もしも貴重品だったときに責任はとれない。

　グラーフは悩んだ末に爺やへと命じ、オーガスト商会の者を使いとして城に送った。




　──数十分後に到着したのは、グラーフが想像するより大人数だった。

「グラーフ殿。連絡を受けて参ったのだが……卵というのは誠なのか？」

「これはロイド殿。あぁ、正直儂には判断がつかぬところがありましてな。確認を頼みたい」

　到着し、馬から一番に降りてきたのはロイドで、つづけてアインとクリスが姿を見せた。

　すでにシルヴァード専属護衛となったロイドだが、ことがことなだけあり足を運んだ。彼の装備はまさに圧巻、傍にいるだけで圧倒されるオーラがあり、これこそが長年イシュタリカで元帥を務めてきた男だと、誰だれもが一目見てわかる威圧感を放っている。

「……これが海龍の卵とやらか」

　いくら卵と言えど相手は海龍だ。ロイドを筆頭に、騎士全員が剣を抜いて警戒を強める。

　前触れもなく卵に一筋のヒビが入った。

「ッ──ロイド様！　もしや孵かえるのでは……!?」

「ああ！　分かっている！　何があってもアイン様を近づけてはならんぞ！」

「勿論です！　というわけで、アイン様はお下がりくださいね」

「わかってるよ……今日は無理しないってば」

　アインはオリビアの部屋に居たのだが、話をクリスから聞き、無理を言ってついてきたのだ。

　そうしているうちに殻に入ったヒビが全体に広がり。

「ピィ……ピーッ！」

　卵が割れ、姿を現したのは二匹の小さな海龍だ。

　青白く輝くその身体からだは、まさに海龍そのもの。

　ヒレでペチペチと自分の身体を確認している姿は可愛かわいらしく、体長はおよそ１ｍほど。胴体は太めで、首と尾の部分が長い。

　アインの前世で言えば、ネッシーなんかを思わせる可愛らしさだ。

「えっ、クリスさん？　あの二匹も討伐しちゃうの？」

「当たり前です。……逆にどうして始末しないのですか」

　二人が話すうちにも、ロイドは剣を構えて海龍の双子に近寄っていく。

　双子は寄り添いながら甲高い声でロイドを威嚇し、身体を震わせ後ずさりした。

「もう親が居ないんだもんな……親は俺に魔石を吸われたし。うーん……色々と後味が悪い」

「あ、あの。アイン様？　何をお考えになってるんですか？」

「クリスさんにも後で説明するよ。──ロイドさん、ちょっと待って」

　その声を聞いたロイドは、振り返ることをせずに足を止めた。

「どうなさいましたか」

「その双子、危険だから殺すんだよね？」

「左様でございます。これから先、イシュタリカの障害とならないようにするためです」

「ねぇ。王都では一般的じゃないけどさ、別の都市ではあることだよ。飛ひ龍りゆう便とかね」

　イシュタリカにある数多くの都市、その中には魔物を利用しているところがある。

　幼い頃より飼いならされた魔物たちは、飼い主の言うことをよく聞き、従順に育つという。

「クリスさん、ついてきて」

　突如歩き出したアインを咄とつ嗟さに止められず、クリスは言われるままにアインの後を追う。

　近づいてくるアインを見て、二匹の海龍が「ピーピー」と声を上げ近寄ってきた。

「あー、やっぱりね」

　可愛らしい双子の振る舞いを眺めつつ、アインは気が付いたことを語る。

「この二匹にとっては俺が親みたいなものなんだよ。刷り込みとかじゃなくてさ」

　予想だが、双子はアインの身体に宿った海龍の気配をアインから感じ取っている。

　デュラハンが妻の魔石の存在に気が付いたのだから、海龍が同じでも違和感はない。

「ねぇロイドさん。この二匹、殺すのは簡単？」

「……一息で葬ってみせましょう」

「クリスさんも？　それこそ、ディルでも大丈夫？」

「問題ありませんな。この様子ならば、城にいる騎士たちでも問題なく討伐できましょう」

　ロイドに問題ないと言われ、考え始めるアイン。

「じゃあ、今日一日だけは管理できる？」

「その程度なら問題はありませんが……どうするおつもりで？」

　ロイドが折れた。それだけでアインは勝利したような優越感に浸り笑う。

「こういう時は相場が決まってるんだよ。拾った動物を飼っていいか？　ってお願いするのはね」

　アインはニヤリとほくそ笑んで、城に居るシルヴァードの顔を思い浮べた。

「飼っていいか？　ってのは、まず父親に聞くんだ。……俺の場合はお爺様だけど」

　ロイドは口を大きく開けて硬直し、アインの隣ではクリスが頭を抱えた。

　そんなロイドの隙をついた双子がアインに近寄り甘える姿というのは、周囲の騎士らも思わず仕方ないなと思うほど、愛あい嬌きように満みち溢あふれた光景だったという。

　シルヴァードが海龍を飼う許可を出すのにも、そう長い時間はかからなかった。
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　海龍討伐から一か月ほど経たったある日。

　もう更に一か月も経てば、アインはエウロへ名代として向かうことになる。

　海龍との闘いで負った怪け我がの経過は順調であり、ここ数日は、剣を握って訓練ができるまでに回復している。

　少し前まで動かなかった腕が本調子を取り戻すのは、そう遠くない日になるはずだ。




　今日もアインは、早朝から軽く身体からだを動かした。

　それから、地下にあるカティマの研究室へと足を運んでいた。

　研究室の扉を開く前、岩の壁と床に囲まれた地下空間を見て呟つぶやく。

「いつ来ても上と雰囲気が違うなー」

　扉を開くと、今度は多くの魔道具が所狭しと並べられた研究室に足を踏み入れる。

　研究室の規模は決して小さくない。

　カティマが第一王女の立場にありながらそんな研究室を保有しているのは、彼女が王女の身分とは別に、研究者として名高いことが理由だ。

「……来たニャ。暴走王太子」

　ケットシーのカティマが、左右のヒゲを軽く揺らす。

「あのさ、一言目は俺にちょっかい出さないといけない決まりとかあるの？」

「んなもん無いニャ。ほら、こっちに来て座るニャ」

　毎度のことながら彼女の歓迎に従い、アインがソファに腰を下ろす。

「ほりゃ。クリスが寝る時間を削って現代語訳した、例のエルフの本だニャ」

　と言って彼女がテーブルに置いた紙の束。紙質は真新しい。

　アインが手に取り順に紙をめくった。

「あれ？　この絵の黒い短剣って──」

「前にクリスが説明してたニャろ？　エルダーリッチは番つがいとなる相手のため、核を使って、短剣を作り出すってニャ。見覚えあるニャろ？」

「あるよ。だって俺の相棒だったんだからさ」

　海龍討伐でアインが失った一本の黒い短剣。

　資料に書かれている短剣は、まさにその短剣だった。

「短剣の名前は『死祖の鉄てつ屑くず』。エルダーリッチ独自の魔法で、自分の核を少しずつ削り取って作るのがその短剣だニャ」

「あの、説明聴くだけでも恐ろしい製法なんだけど」

「とは言え……多分、海龍にとどめをさせたのはそれのおかげだニャ。その短剣は本来、最後の最後に使うためのお守りみたいな物。本に書かれた情報によると、魔王の攻撃に匹敵するだけの力を秘めている、ってことらしいからニャ」

「……なるほどね。海龍を倒せたわけだよ」

「それでも、アインの活躍あってこそだニャ。いやー、本の訳を手伝ってくれたクリスにも感謝だニャ」

　アインは苦笑し「クリスさんお疲れさまでした」と心の中で礼を言う。

「あの短剣はきっと、城にデュラハンの魔石が運び込まれたとき、近くから運び込まれて宝物庫に眠っていたんだと思うニャ」

　言い切ると、カティマがアインが持つ紙の束をめくる。

「最後にこれ、見てみるニャ」

　めくられたページには新たに表題が設けられており、重要な情報が書かれていることをアインは察する。

　一度、テーブルに置かれた水を飲んでから目を向けた。

「えっと、『魔王の行動についての仮説と、一つの裏切りの疑惑について』？」

「うむ！　ぶっちゃけ、ここからが肝になる情報なのニャッ！」

　彼女が言い切るだけの情報に興味を抱き、アインは食い入るように手元の紙束を見つめた。

　著者のエルフは長い時を生き、数多くの伝説を調べてきた。

　その中でも特に彼が注視したのは、魔王の行動についての矛盾点。

　このページから先は、著者のエルフの考えについて記されている。





◇　◇　◇






〝魔王がイシュタリカを襲った──が、それほど強大な存在が唐突に現れたことが不思議でならない。

　魔王の力はまさに強大であり、ただの一度の魔法で数多くの命を奪い去った。

　戦いは数えきれない犠牲の上で、ようやく魔王、デュラハン、エルダーリッチの三名が討伐されて幕を下ろす。




　ところで私は、側近であった二人に疑問を感じている。

　デュラハンはなぜ、敵を待つだけで自らが動かなかったのか。そしてエルダーリッチは、どうして攻撃魔法を使うこと無く、人々の妨害に徹していたのか？

　断言しよう。デュラハンが先手を取り行動していたら、あるいはエルダーリッチが攻撃魔法を駆使し、人々を駆逐していたら──イシュタリカは敗北し滅んでいたはずだ。

　人々を舐なめ切っていたのか？　それはないだろう。

　この二人は開戦してから死を迎えるまで、人々に明確な殺意を向けたことが無い。




　そしてもう一つ、特筆すべき事柄がある。

　魔王の傍そばにいたもう一人の側近、人型の魔物、赤あか狐ぎつねの女だ。彼女は決して、魔王の本拠地から動くことはなかった。魔王や他の側近が戦っているにもかかわらず、彼女は何一つしなかった。

　そして彼女の死体は確認されておらず、彼女の率いていた種族も姿を消した。




　赤狐といわれる魔物は今でも謎ばかりの種族だ。

　人を化かす享楽主義なその性質はいまだ詳しく解明されておらず、姿を見せることもないため、目的や生態についても謎が残る──だが、私の器で調べられるのはここまでだ。

　そのため、私は最後にこの研究で得られた仮説をここに記す〟




『側近であった赤狐。魔王が暴走するきっかけは、彼女によるものの可能性が高い』





◇　◇　◇






「……読んだけど。なにこれ、つまりどういうこと？」

　アインが知る常識は、魔王の非道な行いでイシュタリカが傷ついたということ。多くの人々の命が奪われ、初代国王が魔王を討伐したということだ。

「魔王は何かのきっかけで暴走を始めたということニャ。そして、暴走のきっかけとなったのは、一匹の魔物だったと想定されているということだニャ」

「本当なら歴史的な発見なんじゃ……。つまり、魔王は本来、好戦的じゃなかったって？」

「ていうことだろうニャ。ほりゃ、この絵でもみるニャ」

　カティマに手渡された一枚の絵。

　銀髪で儚はかなげな表情を浮かべた、十五歳ほどの可愛かわいらしい少女の姿だ。

「──誰だれ？」

「魔王だニャ」

「ッ!?　噓うそでしょ!?」

「ほんとだニャ。魔王の姿絵については、他にも資料があるから間違いじゃないニャ」

　魔王は喩えるならば、花畑が似合いそうな少女だ。

　姿絵を見たことのなかったアインがあまりの事実に絶句する。

「彼女が謁えつ見けんの間にある魔石、それの持ち主だった女の子だニャ」

「でも……見た目からじゃ、悪いことをするような人には見えないよ」

「それは同意するニャ。でも結局見た目だけじゃわからないこともあるニャ。……それと、さっきの資料を信じるなら、側近に何かされたというのもあるニャ」

「魔王みたいな存在が、側近なんかに嵌はめられるかな？」

「さぁ、どうだろうニャ。何事も可能性として除外するのは愚策だニャ」

　アインが声に出さず首を縦に振った。

　本はまだ訳せていない部分もあるそうだが、ひとまず気になる情報を耳にすることができた。

　筆舌に尽くし難い感情に苛さいなまれ、アインはそれから間もなく研究室を後にする。
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　街路樹の葉が枯れ落ち、朝晩は白い息が出始めている。

　カティマの研究室を後にしたアインは服を着替え、夕方になる前、中庭にある水路へクローネを伴って足を運んでいた。

「……ほんとよく食うな、お前たち」

　彼の視線の先に居るのは海龍の双子。

　双子が縁に顔を乗せ、与えられた肉や魔石を頰ほお張ばる姿は決して狂暴ではなく、可愛かわいらしい。

　アインが命名し、姉のエル、弟のアルとなっている。

「「──はぐはぐはぐはぐっ！」」

　紆う余よ曲きよく折せつがあったものの、海龍の双子を飼うことが許された。

　海龍を城に連れ帰ったアインに皆が呆あつ気けにとられ、シルヴァードは気が動転して一言、「元居た場所に返してくるのだ」と答えた。

　ララルアやオリビアは、人懐っこい海龍の双子に気を許した。シルヴァードも毒気を抜かれ、最終的にはアインの話を聞く気になったのだ。




　今のところは城内の水路での飼育が可能なため、そこに放されている。

　身体からだが大きく成長するまでの限定となるだろう。

　城内の水路は、辿たどれば城の裏手にある砂浜にも繫つながっている。時折、裏手の砂浜でじゃれている姿が見られることもあった。

　しゃがんで双子を見守るアインへと、同じく膝ひざを折ったクローネが語り掛ける。

「ふふっ──海の王様なんて呼ばれてるのに、ほんとに可愛らしいわね」

　双子に対し、聖画に描かれた聖女のような笑みを向けた彼女の横顔。

　アインの視線が無意識に惹ひきつけられる。白い肌、宝石のような瞳ひとみを覆う長い睫まつ毛げが匂におい立つような可か憐れんさを湛たたえていた。

　彼女が餌を与える仕草一つとっても、アインの目を奪うのだ。

「……欲しいの？」

　ふと、クローネがアインに言った。

「え、あ……そりゃ……」

　私のことが欲しいのかと、そう尋ねられたような気がした。

　しかし、クローネの言葉の意味はそうではなく、

「もう、しょうがないのね。──さぁ、どうぞ」

　差し出されたのは双子の餌の魔石だ。

　呆気にとられたアインは、まばたきを繰り返しながらもそれを受け取り、手元とクローネの顔の間で目線を往復させた。

「ま、魔石？」

「ええ、魔石だけど……食べたかったんじゃないの？」

　きょとんとした顔で首を傾かしげる彼女と、「欲しいの？」という言葉をはき違えていたアイン。

　なんだこれは？　羞しゆう恥ち心しんから、アインは思わず顔を逸そらして大げさに言う。

「そうそう！　双子が食べてるのを見てたら、俺もお腹なかが空すいてきちゃって……ッ！」

　予定になかったが手のひらから魔石の魔力を吸収した。

　おやつ代わりにちょうど良く、味について「リプルだ」と口から漏れる。

「ふふ。エルとアルが食いしん坊なのは、お父さんのアインに似ちゃったのかしら」

「……どうだろうね」

「不ふ貞て腐くされないの。ね？」

　違う。不貞腐れているわけじゃないのだ。

　間違えたことが恥ずかしくて、今はクローネの顔をまっすぐ見られない。彼女が勘違いしてくれていることが、今だけはアインにとって一つの救いだ。

「キュアッ！」

「キュキュッ！」

「ごめんごめん。ほら、お代わりだよ」

　双子の可愛らしい鳴き声にアインが応じ、持って来た餌を水中に放り投げる。

「キュルルッ！」

「キュッ！」

　やがて満足がいったのか、双子は最後に元気よく鳴いて水中にもぐりこむ。

　水の波紋を眺めて十数秒──クローネが先に立ち上がる。

「アイン。よかったらこれからお茶でもどう？」

「お誘いありがと。クローネが淹いれてくれるの？」

「ええ。アインに不満がないのなら、ね？」

　くすくすと笑うクローネからは、軽口を楽しんでいる様子が伝わった。

「どうするの？　俺がものすごくお代わりをねだったら」

「アインが満足するまで淹れてあげるわ。ゆっくりお話ができるわね」

　そりゃいいね、とアインが立ち上がる。

　クローネと肩を並べて歩き出した。

「双子って泳ぐの上う手まいよね。俺も見習いたいよ」

「次の水中戦の練習かしら？」

「……勘弁してって。あの日のことは反省してるからさ」

「冗談よ。代わりに美お味いしいお茶を淹れてあげる」

　軽快に歩くクローネの笑みを眺め、アインも口元を綻ほころばせたのだった。
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　同時刻。

　イシュタリカから遠く離れた、ハイム王国の北に位置する貿易都市バードランド。

　そこはハイム王国やエウロ公国、そしてロックダム共和国に囲まれた中立都市で、ここでは三年ごとに武闘大会が開催されていた。

　大陸中から集まった猛も者さがその力を競い合う、数多くの力自慢たちが参加するこの大会。

　貿易都市としても稼ぎ時であり、数多くの出店や商人が鎬しのぎを削けずる一大イベントだ。




　今年の大会もついに決勝戦がはじまり、会場の興奮も最高潮に達する。

　決勝の組み合わせは、奇くしくも三大会連続で同じ二人となった。二人の、その鍛え上げられた体たい軀くから繰り出される数々の技は、大陸中から集まった多くの人々の目を奪う。

「チィッ！　……まだ崩れんか！」

　大剣が跳ね返され、息を切らしつつ相手を睨にらみ付けたローガス。彼はハイムの大将軍として腕前に自信があったが、勇猛な顔つきには焦りが浮かんでいた。

「……三年前より随分とお強くなられた。見違えるようです」

「嫌味にしか聞こえぬがな……ッ！　ぜぁぁあああッ！」

　相手となる初老の男性、彼はイシュタリカが取引をしているエウロの代表だ。

　彼の名はエドワード。エウロ公国が元首アムール公の幼おさな馴な染じみであり、そのアムール公の側近を務める老紳士だ。

　この二人は三大会連続で、決勝の舞台にて顔を合わせている。

　だが、エドワードは更に倍の六回連続で決勝進出を果たしている。これまでの五大会すべてで優勝しており、ローガスにも二度土を付けた猛者だ。

　このエドワードという男は、大国ハイムが名指しで警戒するほどの実力者だった。

「正面から素直に貰もらうには、あまりにも重すぎる一撃のようで……老ろう軀くには厳しい」

「っ……相変わらずその槍やり捌さばき、本当に人間業とは思えぬな！」

　ローガスが連撃を仕掛けるが、ただの一度として手ごたえが無い。

　時にはいなし切れない攻撃を受け後退するものの、エドワードという男の身のこなしは舞い落ちる木の葉のように軽く、そして時折放たれる攻撃は大砲のように重く、強い。

「いやはや参りましたなぁ。一度でも貰えばひとたまりもなさそうだ」

「ではどうだろうか。このまま一撃受けてみるのはッ！」

「まだまだ働かねばならないこの身だ、それは遠慮しておきますよ。……だからこそ、決着をつけてしまうのが好ましいですね」

　緩急をつけた動きで、エドワードがローガスの懐へと入り込む。

　エドワードは槍やりを主軸に身体からだを綺き麗れいに移動させ、ローガスの迎撃を躱かわし、誘導する。やがて槍の柄の部分でローガスの身体を崩し、瞬く間に首元へ槍を突きつけたのだ。

『勝者！　エウロ公国所属……エドワード！』

　ローガスは成人し大将軍となってから、決闘において負け知らずだった。

　しかしそれも、武闘大会でエドワードと顔を合わせるまでのことだ。

　このエドワードという男こそ、大陸において唯一ローガスに土をつけられる特別な人間なのだ。

「今回もいい戦いができた。さぁどうぞ」

　彼は倒れたローガスに手を差し伸べた。負けたローガスは悔しさをにじませたが、ゆっくりと手を重ねて身体を起こす。

「いつになれば貴方あなたを倒せるのかと、私は常にこのことを考えている」

「いずれ倒せるかと。貴方は強いお方でまだ若いですからな」

「ふっ……そう言っていただけると心強い」




　そんな二人のやり取りを、グリントは観客席から眺めていた。

　彼はローガスが倒される姿をはじめて見る。

　ローガスはハイムの騎士を数人相手にしても余裕の戦いをしてみせる。だと言うのに、エドワードに子供扱いされたことが、グリントに強い衝撃を与えた。

「母上！　いつか俺が父上の仇かたきを取ってみせますから！」

　グリントは隣に座るカミラに向けて言う。

　息子の言葉を嬉うれしく思い、彼女は咄とつ嗟さに頰ほおを緩ませた。

「グリントならできるわ。だってあなたは聖騎士になる子なんですもの」

　聖騎士として生まれたグリントは才能の塊だった。

　あまり努力をせずとも周囲を追い抜き、圧倒的な速度で成長をつづけている。

　もう一つの強みと言えば、シャノンだ。彼女はグリントの許婚いいなずけで、赤毛の可愛かわいらしい女の子だ。

　彼女の持つ『祝福』というスキルが、グリントを伝説の天騎士にまで高めてくれるかもしれないという、そんな期待は忘れたことが無い。

　……カミラは彼の将来が楽しみでならなかったのだ。







　──場所は変わり、貿易都市バードランドが誇る最高級の宿。

　そこには落ち着かない様子で報告を待つ一人の王族の姿があった。自国の代表が決勝を戦っているにもかかわらず、それを観戦することなく、宿の部屋で待っていたのには理由がある。

「まだ……まだ見つからぬのかッ！」

　男の名はティグル・フォン・ハイム──ハイム王国の第三王子だった。

　年の頃ころは今年で十四歳となり、アインと比べて四歳年上だ。

　彼はある女性のことを数年前から探している。彼の心を釘くぎ付づけにした一人の女性……その女性はここ、バードランドを最後に消息が消えていた。

「お、王子……もう少しお待ちを……。もうそろそろ到着なさるかと」

「何な故ぜだっ！　何故！　何ど処こに行ってしまったのだッ！　クローネッ！」

　クローネにはまだ幼い頃に求婚し、なんとかして妻にしたいと考えた唯一の女性だ。

　美しくも可憐な容姿。キラキラと輝くその髪。彼女は博識で、言葉を交わすだけで気分が良かった。

　ティグルにとって、何処をとっても欠点がない存在がクローネという少女だったのだ。

　隠居したグラーフも同じく姿を消したということ、それを理由に国費から捻ねん出しゆつした資金で、多くの冒険者を雇い情報の収集や、捜索に当たらせている。

　だがその結果もあまりよいものではなく、手がかりらしい手がかりは手に入っていなかった。

「ハーレイ！　どうしてお主はそうまで落ち着いていられるのだっ！」

　ティグルがその名を口にしたハーレイという男は、クローネの父に他ならない。

　当然、今のクローネがどうしているのかも事情は知っている。

「……恐れながら殿下。私も妻のエレナも、長きにわたり悲しみを堪こらえ続けてきております。姿が消えたという情報が届いたとき、自分の命を絶つことも考えたほどでございます。ですがティグル殿下が強く心配してくださっている姿を見ておりますと、親として、そして殿下の家臣として、気を強く持ち、全力で捜索に当たらなければならないと、そう感じているのでございます」

　長々と語られた言い訳は正当性があり、ティグルは思わず心を痛めた。

「……すまぬ。一番悲しみを感じていたのはお主たちであったな」

「そのようなお心遣いを頂ちよう戴だいし、恐縮してしまうばかりでございます」

　とはいえ、これらすべては演技に他ならない。

　クローネもそうだが、グラーフの居場所も彼は良く知っているからだ。

　──と言っても、届いた連絡は数年前の一つだけ。

　海を渡り無事にアインと出会えた、楽しく暮らせている。というものがエウロ経由で数年前に届いたっきりなのだが。

　ドンドンッ──慌ただしい音を立てて扉が開かれる。

「殿下！　報告が届きました！」

　報告を今か今かと待ち望んでいたティグルの下に、一人の騎士が到着する。

「おぉ！　早速報告せよ！」

「はっ。お二人が利用した宿が分かりました。また、最後に利用したと思われる馬車もです。ようやく手がかりと言える情報が集まってきたようですッ！」

「大儀であった！　そのまま継続せよ！　ようやくだ、ようやくだなッ！」

　ここまでたどり着くにも時間と金がかかっているのだ。

　グラーフが作り上げた噓うそは、王族と言えども簡単に見破れるものではなかったらしい。

「ハーレイ！　お主の父と娘……クローネの姿をまた見られるのは、そう遠い未来ではないかもしれぬぞ！」

　愚直なまでに二人の無事を信じているティグル。貴族の間ではもう殺されているか、奴ど隷れいとして売られているとの意見が蔓はび延こっている。

　無事を信じつづけたティグルには感心するが、想おもいは届きそうにないとハーレイは心に思う。

「殿下のご尽力に感謝いたしております。妻も常日ひ頃ごろ、感謝の思いを抱いております。見つかりましたら父だけでなく、クローネにもしっかりと礼を言わせましょう」

「……なれば、クローネを妻にしたいものだな」

「──クローネも、掛け替えのないものをくれる殿下には、心をお渡ししてしまうでしょうね」

　どこか少しかみ合っていない会話だ。クローネが見つかろうとも、ティグルが何か掛け替えのないものを、クローネへと与えるわけではない。

「ははは！　そうだな、そのためにもこの捜索を更に広げねばならん！」

　殿下という言葉は間違いではなかったものの、どこの殿下なのか？　言葉というものは、受け手によってもその意味を大きく変えるものだ。

　上機嫌に笑うティグルへと、騎士がそっと耳打ちする。

「なんとッ!?　あのエウロにクローネらが渡った痕こん跡せきが……？　これはいかん！　近いうちに私自ら向かわねばならんか……ッ！」

　ハーレイは止めるべきかと少しの間迷った。

　しかし、ここでティグルの行いに異を唱えれば何を言われるか分からない。結局、ハーレイは困ったように笑い、意気揚々と語るティグルを眺めるばかりだったのだ。








名代









「アイン。ついに明日出航であるな」

　オリビアの私室にて、ソファに腰かけてシルヴァードが言った。

　テラスの外を見れば満天の星が広がり、下を見れば、宝石箱をひっくり返したような王都の街並みが広がっている。

　夏、アインが海龍討伐を成し遂げてからはや二か月。

　シルヴァードが命じたアインの謹慎が解けるとともに、もう一つの予定が近づいていた。

「……今更ですけど、少し緊張してきました。名代の役目を無事に終えられるでしょうか」

「なに、ウォーレンたちもついていくのだから心配はいらんぞ」

「ウォーレンさんが来てくれるのは頼もしいです。俺もしっかり務めを果たさないと……」

　そう言ったアインが腰を下ろしたソファの後ろには、部屋の主あるじであるオリビアが居る。

　彼女は少し不安げなアインを優し気な笑みで見下ろしつつ、風ふ呂ろ上あがりのアインの髪の毛を櫛くしで梳とかしていたのだ。

「大丈夫ですよ。クリス──はポンコツだから少し不安だけど、あの子もやればできる子だから」

　彼女の笑みもまたクローネと同様、まさに聖女だ。

　アインと同じく風呂上がりの彼女は身体からだの凹凸が分かる薄い布の寝間着に身を包み、艶つやっぽさは相変わらず隠しきれていない。

　アインからすれば、少し気恥ずかしくもあった。

「詳しい商談はウォーレンがするから問題ない。だからアインはクリスから離れて一人で行動は絶対にしては……そうだ、海龍のときのように暴走してはならんぞ？」

「し、しませんってば……！」

「あらあら、アインったら」

「はっはっはっはッ！　しばらくはおとなしくしてくれると、余も有難いのだがな！」

　上品に笑うオリビアと、アインの必死さを豪快に笑うシルヴァード。

　思えばこうした家族だけの団だん欒らんの時間も、少しの間おあずけだ。

「数日以上も城を離れるのって、考えるとはじめてな気がします」

「であるな」

「アイン、大丈夫ですか？　嫌だったら無理して行かなくてもいいんですよ？」

「……オリビア。余を前に堂々とそのようなことを申すでない」

「ふふっ、冗談に決まってるじゃないですか」

　笑って答えたオリビアだが、アインは一つ確信していた。

（嫌だっていったら、お母様ならなんとかしてくれそう）

　それほど、彼女のアイン至上主義には歯止めが無い。サボるために彼女の気持ちを利用する気なんてさらさらないが、向けられる愛情は温かく心ここ地ちが良い。

「気を付けて行ってきてくださいね、アイン」

「はい。任せてください」

　この日の雑談はいつもより長くつづいた。

　三人が共有した少しの寂しさは、積み重ねられた家族愛が偽りではないことの証明だ。

　次の日の朝、アインはいつもより数時間早起きをして、王都の港から海に出る。イシュタリカ国王の専用船であり、他のどの戦艦よりも巨大なホワイトキングに乗って──。
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　ここエウロの海も、冬に近づいて寒い風が吹き抜けている。

　特に元首が住む城は海に面しているため、冷たい海風が肌に突き刺さる。

　停泊所近くに立つエウロ元首、アムール公はそんな寒さは意に介さず、隣に立つ側近のエドワードの声に耳を傾けた。

「いやはや……アムール公。あれほどのものとは想像できませんでしたね」

「あ、あれはまことに人が造り上げた物なのか……ッ!?」

　停泊所に泊められた三隻の戦艦。

　城とは反対側の岬には、すでに別のイシュタリカ船が停泊している。その船たちでも度肝を抜かれたというのに、その倍以上も大きな船が三隻、しかも中央にある戦艦は一際大きく美しい。

「特に大きなあの戦艦……なんと見事な建造物よ」

「あれは恐らく、名高きイシュタリカ王専用船……ホワイトキングですね」

　一般的な戦艦の倍近くある巨きよ軀くを晒さらす、汚れ一つない白銀色の戦艦。

　アムール公自身が住まう城と比較しても、負けないどころか追い越すだけの大きさだ。ほぼ全方位に搭載された兵器に圧倒され、一隻で国を落とせるだろうと考えさせられる代物だ。

「エ、エドよッ！　私の姿になにか問題はないか!?　失礼に値せぬか!?」

「ございませんよ。彼らは高い文化を誇る国の方たちです。誠心誠意、我らの考えを伝えれば憤慨されることもないかと」

　つい立場も忘れ、ハラハラしてしまうアムール公をエドワードが諫いさめる。

　アムール公は圧倒的なイシュタリカの強さに、これ以上正気を失わないよう努めるので精いっぱいだった。

　やがて唐突にブオーッと大きな汽笛の音が鳴り響く。

　それはホワイトキングの両側に停泊した巨大な戦艦からで、汽笛を合図に二隻の戦艦から身なりの良い騎士たちが姿を見せ、整然とした調子でタラップを歩き地面に降り立つ。

　ホワイトキング船内へつづくタラップを挟むように道をつくった。

「……統一国家イシュタリカ最高の騎士団、近この衛え騎士団でしょう。一糸乱れぬ統制、見事という他ありません」

「今この瞬間に侵略されては、一瞬で我が城が落ちそうだな……」

「何をおっしゃいますか、アムール公」

　御冗談を、そんな態度でエドワードが笑う。

「む、そ……そうだな。一瞬で落ちるなんぞ──」

「戦艦が近づいてきた時点で、戦いは終わったも同然かと」

　エドワードの言葉に肩を落としたアムール公だが、これは事実だ。

　数多くの砲台や魔道具を装備している、イシュタリカ最高峰の戦艦が三隻。それがここまで近づいているのだから、戦おうとしてもすでに決着はついている。

　二人がそう話しているうちに、ホワイトキングから四人が降り立つ。

　近衛騎士団の間を歩き、アムール公たちの下へ足を進めたのだ。

「アムール公。どうか毅き然ぜんとした態度で」

「う、うむ……ッ」

　彼は一歩ずつ向かってくる彼らを見て、心臓の音がどんどん大きくなるのを実感する。

　数十秒が数時間に感じるほど緊張したが、ついに声の届く距離にウォーレンが立つ。

「お初にお目にかかります。私はウォーレン。イシュタリカでは宰相を務めております」

「わ……私はアムール・フォン・エウロ。ここエウロの元首である」

「ウォーレン様。貴方あなた様のお名前は、ここエウロでも耳にいたします。私はエドワード、家名はございません。幼き頃ころよりアムール公に仕えてきた老兵でございます」

「おぉ！　貴方がエド殿であったか。お褒めに預かり光栄ですな。私も貴方のお名前はよく存じ上げております。先日は大陸の猛も者さが集うという大会で、優勝を飾ったとか」

　一瞬、ピクリとエドワードの眉まゆが動いた。

　遠い大陸のことだというのに、家臣の情報までしっかりと把握しているのかと驚かされた。

「我らの守り神が、私に力を与えてくださったおかげかと」

「なるほど、信仰の対象がいることは良いことですな」

　すると、ウォーレンが道を譲った。

「私が長々と会話をしていてはいけませんね。ご紹介いたしましょう……こちらにいらっしゃるお方が、シルヴァード陛下の名代として参りました、王太子アイン殿下でございます」

　アインが着ているのはいつもの王太子の服装だ。

　しかし、今日はそれだけではなく、王家の紋章が刺し繡しゆうされた外がい套とうを羽織っている。

「お初にお目にかかる。私はアイン・フォン・イシュタリカ。陛下の名代としてここエウロへと参った。此こ度たびは実りのある会談となることを祈っている」

　まだ幼いながらよどむことなく言い切った姿は凛り々りしい。

　これらはウォーレンの指導の賜たま物ものと言えよう。

　今日、ここにたどり着くまでに、ウォーレンはアインへ伝えたのだ。決して完全な上からの目線で対話をする必要はない。だが完全に平等という立場である必要もないと。

　少しのさじ加減ではあるが、少しだけ立場を上にみせるよう振舞って欲しいと。

　アインの先ほどの挨あい拶さつに、アムール公とエドワードは付け焼刃ではない教養の高さを垣かい間ま見みる。

「うむ、私もアイン殿下と出会えたことに感謝する。さぁ、このような場で長居は体に障るであろう、我らが城へと案内しよう」

　こうして、イシュタリカとエウロの直接の対談が幕を開けた。

　無事に挨拶が済んだことでアインは安あん堵どし、傍かたわらに立つクリスとウォーレンから、小さな声で先ほどの振る舞いを称たたえられる。




　前を歩くエウロの者らを追って歩くアイン一行。

　ふと、クリスが立ち止まって口を開いた。

「……あれ？」

　彼女がエウロの城下町の方角を見て立ち止まる。

　灰色の空を見上げる街並みは、イシュタリカの何ど処ことも似つかない。

　イシュタリカは、洗練された技術で造り上げられた美しい街並みを誇っている。

　ここエウロはどこか野性的で、岩石を削り出して造られた無骨な石材を重ねてできた家々が並び、どこの家庭にも何頭かの家畜の姿がある。城下町の外につづく通りの奥には石造りの壁が設けられ、外敵に対する防衛策となっていることが分かる。




　そこで、クリスが目を向けたのはそのさらに奥だ。

「あの、クリスさん？　何かあった？」

「い、いえすみません。その、勢いよく走ってくる馬の気配を感じたもので」

「馬が？」

　アインが小首を傾かしげると。

「恐らくですが、エウロ公国の訓練か何かではないかと。この国は馬術が盛んですから」

　つづいたウォーレンの言葉に、二人はそうかもしれないな、と頷うなずいた。

　何にせよ大した問題ではないだろう。

　皆は前を歩くアムール公たちを追って、アインたちはエウロ城内に足を踏み入れた。





◇　◇　◇






　アイン一行がアムール公の居城へと案内され、通された大会議室の椅子に腰を下ろす。

　現在はウォーレンによって手渡された親書を、アムール公が確認している最中だ。楕だ円えん形の巨大なテーブルは、エウロ側とイシュタリカ側が左右に分かれて座っている。

　まだ話がはじまる前、エドワードは一人で頷いていた。

「む、どうしたのだ。エド」

「ああ、いえ。アイン殿下のことを見ていて気になったのです」

「気になったとは？」

「不思議です。あの方は身体からだにその器が収まっていない。目の前に立つと、どうしても大きな魔物に見えて仕方ありません。どうしてかは私にも理解できませんが」

　絶対的な大国イシュタリカの王太子として、アインは見事に振舞ってみせた。

　アムール公はそんなアインを立派だと感じてはいたが、

「要領を得んな」

　言ってしまえば、エドワードの言葉への感想はこんなものだった。

「申し訳ないのですが、私も似たような感覚です」

　エドワードはアインの秘めた力に言及しつつ、アインの背後に立つクリスにも触れる。

「恐らく、一対一で最も強いのは元帥のクリスティーナ殿かと。ただ、魔物を相手に戦ったとすれば、アイン殿下の方が強いかもしれません」

「さっぱり分からん。なぜクリスティーナ殿ではないのだ」

　親書に目を通しながらも、アムール公はアインに興味を惹ひかれて止やまない。

「エドよ、アイン殿下はまだ少年なのだぞ？」

「ですがこの感覚は無視できません。さて……どんな力を秘めておられるのでしょうね」

　答えらしい答えが出ていないが、アムール公は気を取り直して言う。

「ウォーレン殿、お待たせした。頂ちよう戴だいした親書をよく読ませていただいた。イシュタリカ王シルヴァード殿の御心もしかと伝わっておる」

「それは重畳でございます」

「あらたな貿易に関するいくつかの協定、そして正式な友好条約。どれをとっても我々にしてみれば損はなく、有難い話だ」

　アムール公はそう言って、上機嫌に口角を上げる。

「ではこれより、内容の確認を兼ねた話を始めようではないか。お互いにとって、実りのある議とならんことを」

　そして会議がはじまる。

　エウロ公国側はアムール公が主導となり、イシュタリカ側は、ウォーレンが主導となりその会議に臨む。

　和やかな現状に、アインは心の中でほっと一息つく。







　会談はアインの予想通り順調に進んだ。

　アインはウォーレンの隣で耳を傾け、時折、ウォーレンの言葉に頷いて返すだけでいい。まだ難しい取引については、この場では学ぶだけに留とどめることにしたのだ。

　──会議室に入ってからおよそ二時間。

　一同、少しの疲れを表情に浮かべだした頃ころ、アムール公が提案する。

「いやはや、実りある会談とあって休憩を入れ忘れていた。いかがだろう？　一度、休憩がてら、城自慢の景け色しきでも見に行くというのは。城の裏手になかなか良い景色が広がっていてな」

「風も落ち着いてきたようですし、あまり寒くないかと思われます」

　エドワードがつづけて添えた。

　座り疲れて来たとあって、アインとウォーレンが目配せを交わして頷き合う。

「拝見したいと思う。ウォーレン、是非案内してもらおう」

「承知いたしました。ではアムール公、よろしくお願いいたします」

「それはよかった。では早速、参るとしよう。──エド、ご案内を」

「畏かしこまりました」

　アムール公、そしてエドワードが席を立ち会議室の外に向かう。

　同じく立ち上がったアインの左右にはクリスとディルが挟むように立ち、三人の前をウォーレンが先導するように歩く。

　会議室を出てからは、外で待っていた近この衛え騎士が背後を歩くのだが。

「ちょっとした行列だなあ……」

　と、アインは思わず苦笑を浮かべた。

「もう……敵国ではありませんけど、アイン様のお立場を考えれば当たり前ですからね？」

「分かってるってば……クリスさんがいれば頼もしいよ」

　特に緊張した様子もなく言葉を交わし、アインはおもむろにエウロ城内の内装に目を向けた。

　同じ城でもイシュタリカとの違いが大きく新鮮だったのだ。

「こっちは城内も全然違うんだね」

「ですね。イシュタリカでは石材や鉱石類を建材にし、魔物の素材も使ってますし」

　一方でエウロ城は、町の風景と同じくどこか無骨だった。

　美しく織られた布を下げたり、彫刻を施したりなどの飾りつけは行われているが、どちらかというと自然に近い印象を受ける城で雰囲気は少し硬い。

　イシュタリカのように、柔らかな絨じゆう毯たんが敷かれていることもない。

　そんなエウロ城内を歩くなか、前を進むアムール公がウォーレンに語り掛ける。

「ところでウォーレン殿。実は本日ご報告しようと思っていたことなのだが、ウォーレン殿たちの船が停泊した場所──あそこの海底で、巨大な海結晶の塊が見つかったのだ」

「ほう──それはいいことです。どの程度の大きさなのでしょうか」

「我らにとっての小型の漁船ほどもある、なんとも巨大な代物でな」

　ウォーレンは隠す様子もなく目を見開いて驚いた。それほど巨大な海結晶の塊なんて、イシュタリカでも見つかったことは無い。

　どれほどの数の魔道具に使えるか、考えるだけでも笑みがこぼれる程の代物だ。

「まさかそれほどの大きさの……いや失礼、前例のない大きさに思わず」

「無理もないだろう。会議が終わり次第、詳しい情報を共有できればと思う」

「有難いことです。それほど巨大では採掘も難儀しましょう、資料を確認後、我々でも案を練らせていただければと」

　休憩に出たはずだというのに、つい取引に関する話がはじまった。

　エドワードは「やれやれ」と口にしアムール公を諫める。

「アムール公。せっかくご休憩にいらしてるのですから、このような場でお伝えするのは……」

「っと、その通りであるな」

　アムール公がばつの悪そうな顔を浮かべて間もなく、一行は城の裏手へ出た。

　青々と芝生が生えた岬がアインを迎えた。

「この岬にある坂に階段を設けていてな。海岸に降りることができるのだ。お客人方、足元には十分お気をつけくだされ」

　アインはアムール公の言葉に頷いて歩き出す。

　城自慢の良い景色と言われるだけあって、色鮮やかな景色がアインの目を惹いた。

　芝生の緑、海の紺こん碧ぺき。

　丁寧に整備された石の階段の両脇には、真っ白な花々が植えられている。

　この道は自分たちを別の世界に誘おうとしている──とアインが考えさせられるほど、今までの景色と雰囲気が違う。

　少し残念なのは、空が快晴ではないことぐらいか。

「……気持ちいい海風だ」

　海風がアインの頰ほおを撫なでた。

「気に入っていただけて何よりだ。アイン殿下。さぁこちらへ……む？」

　アインの言葉に気を良くしたアムール公が、不意に階段の上で立ち止まった。

「のう、エドワード。どうして下に騎士がおるのだ？」

「何かあったのではないでしょうか？　こちらはアムール公の許可がなければ立ち入れませんし、勝手に足を踏み入れるとは思えませんが」

　失礼、と短く言ってエドワードが騎士の傍そばに足を運ぶ。

「貴方たちはここで何をしているのですか？」

「こっ──これはエドワード様！　それにアムール公！　イシュタリカからの方々もお揃そろいでしたか」

「ええ。皆様に城自慢の景色をご覧いただこうかと。それで、一体ここで何を？」

「……お、お客人がこの景色を見て待つと」

　客人と言われても合点がいかないエドワードが首を傾かしげた。

　すると、ウォーレンが言う。

「失礼。もしや我々イシュタリカの者がなにか粗相を……？」

「い、いえ滅相もございませんッ！　お客人というのは……その……ッ」

「ええい、はっきりせんなッ！　もうよい！」

　アムール公は今日が大事な会談の日とあって、その無礼な客人に憤慨している様子だ。

　騎士を無視し、アムール公が先だって進み岬に向かう。

「ふむ。エドワード殿、今日は我々以外にも客人がいたのですかな？」

「そのようなことはございません。私も、恐らくはアムール公も聞いておらず……」

　残された一行は、エドワードの返事に小首を傾げた。

　何はともあれアムール公を追おう。一行はアムール公に少し遅れ、通路を抜けて海岸にたどり着いた。

　そこに居たのはアムール公と、彼と対たい峙じする十数人の人の集まりだ。

　集まりの多くが騎士で、一人だけ身なりの良い少年が居る。

　アムール公はその少年を見て、つい大口を開けて驚きを露あらわにしてしまう。

「ッ──な、なぜここにそなたが……ッ!?」

　すると、身なりの良い少年がアムール公に気が付いた。

「やっと私の下に参ったか！　まったく、随分と遅かったではないか！」

　少年の横柄な言い草に、アムール公は絶句した。

　驚いたアムール公の視線の先には、ハイム王国第三王子ティグルの姿があったのだ。

　遅れてやってきたウォーレンも騒動の理由を視界に映し、合点がいった様子で苦笑する。

「これはこれは……私も予想しなかった展開のようだ」

　ウォーレンはそう言うと、ヒゲをさすりティグルを眺める。

　さすが王子と言うべきだろうか、ティグルが着ている服は中々に豪ごう奢しやだ。

　連れている騎士も、ただの見張り番と思えない質のいい甲かつ冑ちゆうに身を包んでいるのが分かる。

　彼らは近この衛え騎士で間違いないだろう。

「……む？　ところでアムール公、後ろの者らは誰だ？　私を待たせて別の客人の相手をしていたのか？」

「な、何を言うかッ！　お主らとはなんの約束もなかったであろうにッ！」

「確かにそうだが、私は父上に書状を認したためてもらっている。これは公式の訪問だ」

　屁へ理り屈くつを当然のように語る第三王子ティグル。

　大陸の覇者ハイム、その王族を力ずくで排除することはアムール公にはできなかった。

「何かあったのかな」

　少し遅れて、アインがクリスとディルを伴って到着する。

「えっと、そうみたいですね。離れないでくださいね？」

「ん、りょーかい」

　ここに至るまで軽く考えていたアインだったが。

「それにしてもどうしたんだろ────え？」

　しかし、アインはティグルの隣に立つ金髪の少年を見て、心臓が止まりそうなほど驚きよう愕がくする。

　アインより先に、金髪の少年が口を開いた。

「ッ……そんなっ……噓うそだ。どうして……どうしてお前がここにいるんだッ!?」

「急に大きな声を上げてどうしたのだ、グリント」

「殿下、あそこに立っている男は──」

　グリントはつい、アインに向けて指をさした。

　その刹せつ那な、誰だれよりも速く腰に携えた剣に腕を伸ばしたのがクリスだ。

「あの男は私の兄ッ！　もはやラウンドハートの者ではありませんが、前の名前はアイン・ラウンドハート、実の兄だった男でございますッ！」

　まだ幼い声ながら、強い口調でグリントが言った。

　イシュタリカの者たちは一斉に殺気立ち、特にクリスとディルは今にも襲い掛かりそう。

　緊迫しつつある状況の中、アインがグリントに顔を向けて口を開く。

「久しぶりって言えばいいのかな、グリント。あとクリスさん、ディル。剣に添えた手はそれ以上動かしたら駄目だよ。いい？」

　その制止にディルは「……はっ」としぶしぶ頷うなずいた。

　しかし、アインの命令とは言えクリスは素直に頷かなかった。

「で、ですがアイン様──ッ！　私はラウンドハートを……ッ！　この期に及んであのようなことを口にした者を許すなんてできませんッ！」

「分かってる。クリスさんがそう思ってくれてるのは良く分かってるよ」

「なら──ッ！」

「でも駄目だよ。俺は王太子として、初代陛下の言葉に背く行動を許したらいけないんだ」

　と言って、アインの手がクリスの手に重ねられた。

　先制攻撃の禁止、彼の言う通りだったが、クリスは素直に受け入れきれなかった。しかし、アインが静かに「大丈夫だから」と言葉を添えたことで、クリスはようやく小さく頷く。

「俺だってやられっぱなしでいるつもりはないから、今は我慢してほしい」

　いたずらっ子のように笑ったアインに、クリスはついに毒気を抜かれた。

　すると、グリントがアインに言う。

「お前──よくもそんな軽々しくッ！　久しぶりなんて口にッ！」

　まだ強気なグリントだったが。

「ふむ。頭を垂れることもせず指をさし、殿下をお前と言い捨てることは見過ごせませんな」

　心の奥底まで見透かされそうなウォーレンの双そう眸ぼうに、グリントがたじろいだ。

　そのままウォーレンが場を収めようとしたが、アインがウォーレンを手で制して言う。

「アムール公。このような状況では休憩どころではない。歩いて気分転換もでき、感謝しているが、別の客人もいるようだ」

「あ……兄上！　何を急に仕切って──」

　空気を読まないグリントにアインも少し苛いら立だった。

　呼び名、口調はウォーレンに圧おされて正しているが。

「グリント、お前も貴族の跡取りなら場に応じた態度を取れ。最初に久しぶりと口にしてしまった私が言うのもなんだが、お前のそれは度を越えている」

　久しぶりに会った兄が纏まとう気配は、以前と比べ覇気に満みち溢あふれている。

　一同、誰も予想しなかった展開に、一度落ち着くべきだと静まり返った。




　──何をするにも、相手を無視するわけにもいかない。

　クリスは「ハイムのことは無視しよう」とウォーレンに言ったが、ウォーレンはそうはいかないと首を横に振った。

「さて、自己紹介ぐらいはしておくべきでしょうかね」

「ウォーレンさん、ここにいても仕方ないし……城の中庭に戻らない？」

「ですな。──アムール公、一度、中庭に戻るのはどうでしょうか」

「う、うむ！　私も賛成だ！」

「というわけですので、皆様もどうぞご一緒に」

　ウォーレンがティグルたちに対し、人の良い笑みを浮かべて言ったのだが。

「おい！　ティグル殿下は第三王子だぞッ！　言い方に気を付けるべきだッ！」

　喚わめき散らすようにグリントが言い、ウォーレンを苦笑させた。まだ幼いのに中々の忠誠心ではあるが、アインもいい加減我慢の限界が近い。

「グリント、ならば私は王太子だ。第三王子と王太子、どちらの立場が上かなんて、幼子でも分かるだろう。それが理解できない愚か者ではないのなら──今は黙ってついて来いッ！」

　返事を待たずに歩き出したアインを、クリスたちがすぐに追う。

「な、なんと無礼な……ッ！　行くぞッ！　グリント！」

「はっ！」

　二人は顔を赤くし、興奮した様子を見せるが、既に中庭に向かっているアインを見て口を閉じる。

　イシュタリカの近衛騎士ですら、ティグルたちを一いち瞥べつすらせずにアインを追って行ったのだ。

「し、しかし風が急に……おわぁっ!?」

「殿下！　どうか足元にお気を付けください！」

「う、うむ！」

　だがその風は、アインが居る方へ吹くことはなかった。

「ねぇ、クリスさんが何かしたの？」

「はい。ですが、これぐらいで済ませたことに感謝してほしいものです」

　どうやらクリスが風魔法を使い、風を彼らに集めていたようだ。

　アインはくすっと、屈託のない笑みを浮かべる。

「クリスさんのそういうとこ、好きだよ」

「あ……えっと、ありがとう……ございます」

　照れるクリスは美しい容姿に比べ可愛かわいらしい。

　頰ほおを赤らめ、恥ずかしそうに視線を逸そらす仕草に和んだアインは、ついさっきまで抱いていた筆舌に尽くし難い感情を若干抑えられた。

　すると、先ほどのアインの言葉を称賛するため、ウォーレンが静かに近づく。

「先ほどの振る舞いはお見事でした。陛下や妃殿下、オリビア様にもご報告せねばなりませんな」

「身分を笠かさに着るみたいな言葉だし、実際、失礼だったかもしれないけどね」

「いえいえ。むしろもっと言ってもようございましたよ。なんなら『王位を継げぬ分際で』などと口走ってもよかったぐらいですな。問題ないかと」

「あれ、ウォーレンさんもちょっと機嫌悪い？」

「さてはて、どうでしょうか」

　濁すがいい気分ではないはずだ。

　しかし面倒なことになったなと、アインはエウロを包む灰色の空を見上げた。
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　一同が中庭に移動し、城内に向かうべきかアムール公が迷いはじめてすぐ。

　ティグルがここに足を運んだ理由を語りだす。

「アムール公。私がここまで来たのは他でもない」

　いったい何をしに来たのか。

　この場に居る皆がつづく言葉を待った。

「私の妻となるはずだった女性、クローネ・アウグストが姿を消して数年。彼女の痕こん跡せきはこのエウロで途絶えていると調べがついた」

　それを聞いたイシュタリカ一行は「あれ……？」と反応した。

　隣に立つウォーレンへ目線を向けたアイン。ウォーレンはそれはもう、楽しそうな笑みを浮かべてヒゲをさすった。

「エウロ公国は、数年前よりイシュタリカと正式に取引を行っているだろう！　つまり貴様らは我らがハイムの重鎮、グラーフ・アウグスト大公を、その孫娘であり、私の婚約者となるはずだったクローネを売り飛ばしたのだッ！」

　興奮を抑えきれずアムール公を指さしたティグル。

　対照的に、呆あつ気けにとられた顔を浮かべるしかなかったアムール公と、その隣では同じような表情をしたエドワードが立ち竦すくむ。

　どうしたもんか、アインが小声でウォーレンに言う。

「ねぇ、ウォーレンさん」

「くくくくくっ……っと、申し訳ありません。つい愉快になってしまいまして」

　気持ちは分かる。

　実のところ近この衛え騎士たちも、兜かぶとの下では頰を緩めた者ばかりなのだ。

「あの人テイグルは何言ってるんだって思えてきたけど。ウォーレンさんの意見を聞きたい」

「さしあたりエウロが悪役になっているこの状況は、友好国としては看過しがたい。私にお任せくださいますか？」

「……ほどほどにお願いね」

　加減してあげてくれと、アインは困ったような顔で言った。

「ああ、たしかに我々はイシュタリカと貿易をしている。しかし人身売買などするはずもない」

「アムール公が仰おつしやる通り、我々は人身売買などしておりませんよ」

　人身売買はしていない。だが案内はした。

　ちょっとした言葉遊びだ。

「……先ほどから貴様は何だ。貴様はイシュタリカの何だと言うのだ？」

「これは失礼いたしました、ティグル殿。私はイシュタリカにて宰相を務めております」

「貴様、言うに事欠いて私を殿だとッ!?」

　ウォーレンは訂正することなく、淡々と話をつづける。

「名をウォーレン・ラークと申します。以後、お見知りおきを」

　逆上しつつあるティグルだったが、ウォーレンが宰相と聞き閃ひらめく。

「ま、まぁいい！　しかし宰相ならばちょうどいい。イシュタリカに渡っているだろうクローネについて、すぐに調べてもらおうじゃないか」

「それは取引でしょうか？」

　今日一番の驚きが、例外なく皆に広がった。

　白いヒゲを撫なでさすり、明後日あさつての方向を見て口にしたウォーレンに注目が集まる。

「と……取引だと……？」

「えぇ、そう申し上げました」

「なにを馬鹿なことをッ！　なにが取引だ！　お主たちが悪あしきことをしている可能性があるのだから、それを正すのが正義であろうが！」

「確かに、悪しきことをしている可能性があるならば、それは正さねばなりませんな」

「ふ、ふんっ！　なかなか素直ではないか」

「では早速調査いたしましょう。ああ、そこの君」

　近くに立つ近衛騎士を一人呼んだ。

「今の話を調べなさい。人身売買があるのかどうか、半年ほど猶予を与えます」

「はっ！」

「なにを悠長なことを！　時間をかけては、クローネがどうなるかわからぬではないか！」

「なるほど、確かにその通りです。ではこの後、すぐに本国に連絡いたしましょう」

「最初からそうすればよいだろうが……ッ！　では、調べ終わったらこの私へと──」

「ご安心を。調べ終えましたら、我らが陛下に連絡いたしますので」

　ようやく素直に言うことを聞いたウォーレンの様子に、いくらか満足したティグル。

　だが、隣に立っていたグリントがあることに気が付いた。

「殿下。調べ上げた結果は、殿下に送ってもらえるのでしょうか？」

　ウォーレンはそう言っていなかった。

　あくまでも、シルヴァードに対し報告するとしか述べておらず、そこにティグルの名は一瞬たりとも出ていない。

「当たり前だろう？　そうだな、宰相よ？」

「む？　仰る意味が分からないのですが」

「何を言っているのだ。だからクローネに関して調べた後のことだろう」

　そして合点がいったようにウォーレンが顔を上げた。アインからしてみれば、その芝居じみた態度に笑みがこぼれそうになる。

「ご安心を。調べがついた情報は、しっかりと我らが陛下へとお伝えいたします」

「……そうではなく、私に連絡をだな」

「ですからそれは取引ですな。調べますがそれを伝えるかどうかは、別の話でございます」

「おい！　何を言っているのだ貴様は！」

「我らの国交は断絶している。決して交流があるわけでもない。いわば別世界の話といってもいい。はっきり言うと、我々が費用を払い、それをお伝えする必要性を感じられないのです。だからこそ取引でございましょう」

　啞あ然ぜんとしたのはティグルだけでなくアムール公もだ。

　表情を全く変えていないのは、ウォーレンの周囲にいるイシュタリカの一行のみ。

「ハイムの王族との約束は信用が持てません。先に対価を用意いただきたい。用意いただければ……そうですな、我々しか知りえないクローネ嬢の情報をお教えできるでしょう」

　この言葉を聞きティグルは目を見開き確信した。

　このウォーレンという老人は、クローネについて知っていると。

　ウォーレンにしては珍しく相手を煽あおる態度。だがティグルはすでに手の内だ。

「貴様、あまり我々を舐なめていると」

「舐めていると何かございますか？　つづきを聞きたいものだ」

　ティグルは何一つ強気な態度に出ることが出来なかった。

　ウォーレンとの論戦に臨むにはあまりにも力の差がありすぎる。

　イシュタリカが先制攻撃を仕掛けない、そして侵略行為をしないということを笠に、今まで強気で居られたのは否定できない。

　このウォーレンという男と話していると、どうしても優位に立つことができそうにない。

「それで、対価は何を望むのだ」

「そうですな。いくつかの首が欲しいといったら用意をしてくださいますか？」

　唐突に強くなったウォーレンの鋭い双眸──というよりも、熟成した、老成した覇気にも似たどこか恐ろしい気配がひしひしと伝わる。

　──誰だれの首が欲しいのかなんて、察するのは簡単だ。

「ローガスたちのものだろうが……できるわけがないだろう」

「残念です。では交渉は決裂ですな」

　両肩をすくめたウォーレンはわざとらしくも、それ以上の相談はしないという意図を示す。

「くっ……貴様……ッ」

　しかし、勇気を振り絞るようにぐっと手を握りしめる少年が居た。

　ティグルの護衛を務める少年、グリントだ。ウォーレンという、これまで相手にしたことのない強敵を前にして、彼は聖騎士の力を持つゆえの意地を見せつける。

「ラウンドハート家に居た頃ころの兄上のように、器の小ささをみせるのだな」

　と。

　ピクッ、これまで静かだったディルの眉まゆが上がる。

「それにさっきの発言は、人身売買を認めるようなものだ」

「いいえ、私はしておりませんと申し上げましたが」

「兄上、兄上も何か言ったらどうですか？　部下に任せるばかりの王太子なんて、将来、国王になる者として恥ずかしくないのですか？」

　今度は眉だけでなく、ディルの手が剣の柄つかに伸びた。

　アインはそれに気が付き、殺気立つばかりの現状に息を吐く。

「さっきも言ったと思うけど──」

　再度、グリントを窘たしなめようと口を開いたのだが。

「度重なる無礼、貴様が本当にアイン様の弟なのか疑わしいものだ」

　とうとうディルが怒りを露にしてしまったのだ。

「貴様は知らぬだろうがアイン様は英雄だ。龍を単身討伐し、多くの命を救った我らの英雄だ。貴様が下に見ていい相手ではない」

「兄上が龍を討伐した？　何を馬鹿なことを言ってるんだお前は」

「私が語っているのは真実だけだ。受け入れられぬなら器が知れるぞ」

　売り言葉に買い言葉、アインも止めに入ろうとしたのだが。

「……まぁ、上下関係を知らしめるいい機会ですな」

　ウォーレンは人知れず呟つぶやいた。

　二人を止めず、この状況を利用することに決めた。

「聖騎士を生まれ持った俺より兄上の方が強い？　そんなわけがないだろうが、なんだったらお前が俺と模擬戦でもしてみてもいいんだぞ」

「ま──待てグリント！　グリントはまだ小さいし──」

「兄上ッ！　たかがその程度のことで俺を侮辱するのですかッ!?」

「だから侮辱じゃなくて……」

　十歳に満たないグリントとディルの間には五歳以上の歳としの差がある。つまり背丈や体力にも大きな差があって当然なわけで、

（まるでいじめな気がするんだけど）

　と考えさせられるのだ。止めるべきじゃないかと迷ってしまう。

　そんなアインにウォーレンが告げる。

「彼はハイムの重要な存在のようですし、ディルと剣を交わして立場を明確にしてもよいかと」

　いわば交流戦のようなものだが……それならとアインがクリスを見る。

「あの、私を見ても私は戦いませんからね……？」

「一応聞きたいんだけど、理由は？」

　すると、彼女はそっとアインの耳元で言う。

「さすがに……いじめるような戦いは遠慮したいです。イシュタリカに仇あだ為なす者として切るなら関係ないのですが……」

　実戦ならば闘志を抱けるが、模擬戦となると事情が違う。

　アインは「だよね」と小声で答え、すぐ傍に立つディルに目を向けた。
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　グリントは幸いにも発育が良いようで、ディルとの体格差が大きすぎるということはない。

　思えばアインがラウンドハート家で暮らしていたときから、グリントは聖騎士という能力にひどく依存し、強い自信をもって育ってきた。

　アインが去ってからもローガスによる訓練はつづき、今では大人の騎士にも勝てるだけの力を得た将来有望な騎士とのこと。




　一同が場所をエウロ城の訓練場に移してしばらく経たつ。

　幾度となく交わされた剣けん戟げきの音、うっすらと舞う土煙の中で人が倒れたのを見て、ウォーレンが真剣な面持ちで言葉を漏らす。

「まさか、あれほどは」

　どこか落ち着きのない仕草でヒゲをさすり、いつもに比べ目を大きく開いていた。

「ええ、私も驚いております」

　つづけてクリスが感嘆の声を上げた。

　対照的に、彼女の隣に立つアインはじっと黙って戦況を見守っていたのだが、剣が弾はじかれる音が響いたのと同時に、「ふぅ」と息を吐いたのだ。

　いつの間にか額に浮かんでいた汗をハンカチで拭ぬぐい、興奮した様子で唇を動かす。

「クリスさん、ディルってやっぱり強いんだね」

「随分と腕を上げたようです。元々、ディルはイシュタリカでも指折りの人材でしたが、ここ最近の成長は目を見張るものがありますね」

　アインたちの視線の先には、身体からだを倒され、首に剣を突きつけられたグリントの姿がある。

　そして、グリントの目の前に立ち、剣を突きつけたディルの姿があった。

　ディルの流麗な剣技は更に練度を増していた。対するグリントの剣は悉ことごとくいなされ、体勢を崩されてしまったグリントは、情けなくも地面に腰をついてしまったのだ。

　その光景を見て、ティグルは強い口調で言う。

「グリント！　何をしている！」

「は……はっ！」

　ディルがウォーレンの顔を窺うかがうと、ウォーレンは困ったように頷うなずき返す。

「──なら、もう一度付き合いましょう」

　乗り気ではないが、ディルはグリントから距離を取って構えた。

　グリントは立ち上がってすぐ、深呼吸をしながら目を閉じる。すると間もなく、彼の全身を眩まばゆい光が一瞬だけ包み込み、次の刹せつ那なには身体の中に溶け込んでいく。

「本番だ」

　グリントがそう言うとハイムの者たちが沸わく。期待に応こたえるように、グリントはディルに向け身体を深く構える。そして、強く踏み込んで距離を詰めた。

　生まれ持った聖騎士の力を使い、目の前に立つディルを倒さんと剣を振りかぶると。

「……私はいつでも本番のつもりだが」

　ディルは皮肉交じりに一いつ蹴しゆうする。

　その答えも気に障ったのだろう。グリントは憤った様子を隠そうとせず表情を歪ゆがめ、顔を薄っすらと上気させつつも剣を振り下ろす。

　先ほどと違い剣そのものが光を帯び、振り下ろされる剣の残像が白く煌きらめいていた。

　揺れる空気を皆がひしひしと感じていたが、ディルは冷静に剣を横に構える。

　ディルの動きが確実に後手に回った──。

「俺の速さについていけなかったんだな？」

　ほくそ笑んだグリントだったが。

「いいや違う。踏み込みを見た時に気が付いていただけだ」

　ディルが構えた剣が、最小限の動きでグリントに肉薄する。

「聖騎士の力とやらは強そうだが、剣を扱う者として、私に圧倒的な利があるとな」

　仮に最初から聖騎士の力を使っていようと、培った技術の差は明らかだった。

　ディルの剣は後手に回りながら、グリントの剣が身体に届く前に重なり合った。

「なッ──お、お前ッ!?」

　気が付くとディルと身体がすれ違ってしまう。

「私は日々、イシュタリカ最強の騎士ロイドを相手に訓練している。いずれ私こそがアイン様の最高の騎士になるためにな。──だから、聖騎士の力に頼っている貴様とは違うんだッ！」

　すれ違った二人の動きが止まる。

　訪れた静寂、それを打ち破ったのは、グリントが着ていた鎧よろいが地面に落ちた音だった。

　カシャンという金属音の後に皆が鎧を見ると、留め具が真っ二つに切断されている。偶然ではなく、ディルの剣によって切られたことは言うまでもない。

　圧倒的な力の差に、グリントは自ら膝ひざをついた。




　──体力が尽きかけ、もはや立つことすらできないグリントから離れたディル。

　彼はそのまま、アインの下へと近づいた。
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「アイン様。今の勝利はアイン様に捧ささげます」

　ディルはそう言って苦笑する。

「今、彼はアイン様を侮辱したことを後悔していると良いのですが」

「自分の弟ながら、してないと思うよ」

「はは……それは残念です」

　すると、アインはお疲れ様とディルをねぎらう。

　つづけて見事な戦いだったと称たたえられ、ディルは照れくさそうに片頰を吊つり上あげた。

「しかしあの男、我らの近この衛え騎士には劣ると思いますが、それなりの実力者に違いありません。さすが、剣を扱う者にとって最高峰の力を持っているだけありますね」

「あれ？　最高峰って天騎士じゃないの？」

　ディルは首を横に振って言う。

「天騎士は自爆に近い部分がありますので……後日、父上に聞いてみるとよろしいかと思います」

「ん、分かった」

　今度理由について詳しく尋ねよう、そう心に決めた。

　くしゃっと柔らかな笑みを浮かべたウォーレンが、軽く拍手をして提案する。

「見事な戦いが見られて私も心が躍りました。……さて、我々はそろそろ船に戻りましょう」

　ゆったりとした口調で言ってから、ウォーレンはアムール公に顔を向けた。

「今日はこの辺で解散する方がよいと思いますが、いかがでしょう？」

「う、うむ。私もそう思う。しかしアイン殿下の護衛は、まだ若いのに見事な腕前であるな」

　ティグルやグリントを差し置いてのやり取りだが、差し置かれた本人たちはそれどころじゃない。

　絶対的な自信を持っていた、護衛のグリントが難なく倒されたことが衝撃的過ぎて、別のことに気を配る余裕がなかった。

　しかしそこに、ウォーレンは敢あえて置き土産みやげを残す。

「そういえばティグル殿。私はクローネ嬢について失念していたことがございます」

「ッ!?　やはり何か情報があるのだな!?」

　もはや殿といわれても、それ以上に大事な事がある今では気にする余裕はない。

「ではどういった情報だったのか教えてもらおう！」

「年のせいですかな、ついクローネ嬢のことを失念していた。よく知っている人物だったというのに申し訳ない」

「……よく、知っている？」

「詳細については、今日中に書類をお送りいたしましょう。構いませんか？」

「ああ！　もちろんだとも！」

「畏かしこまりました。では後ほど使いを送りましょう」

　満足そうに笑みを浮かべたティグルに軽く頭を下げ、ウォーレンは再度、ホワイトキングへの帰路につく。

「ウォーレンさん。あの第三王子には何を教えるの？」

「そうですな……今ではイシュタリカで重要な人材であると言うことに加え、アイン様とも懇意であると添えてもいいかと思っております」

「はぁ……それは別の意味で勘弁してほしいんだけど」

　クリスとディルが笑い、近衛騎士たちも同じく和やかな雰囲気を醸し出す。

　この日はエウロ城に宿泊することになるハイムの一行。

　夜、ウォーレンから使いがやってきてティグルが報告書を受け取ると、最初に目を疑い、もう一度目を通して報告書を力の限り丸めた。

　噓うそだ、あり得ない。と。

　最後には「ふざけるなぁぁああああああ──ッ！」と、大きな声で叫んだという。
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　アインがエウロにやってきて数日経たった日の朝。

　イシュタリカ王都、城の中庭で優雅に茶を楽しむ二人の女性が居た。一人はオリビア、そしてもう一人はクローネだ。

　そこへマーサが一通の手紙を持って現れる。

「失礼いたします。エウロに向かったアイン様からのお手紙と、ウォーレン様からの報告書が届いておりますが──ご覧になりますか？」

　ここ数日、アインはどうしているだろうと気になって仕方なかった二人。

　迷うことなくマーサからその二つを受け取った。

「では。何かございましたらお呼びください」

「ありがとう。マーサ」

　手紙はオリビア宛てとクローネ宛ての二通。

　二人は手紙を分け、ウォーレンから届いた報告書の入った封筒を開けた。目を通して間もなく、苦笑したオリビアがクローネへ尋ねる。

「クローネさん。この第三王子はどういった方なんでしょう？　私、ハイムに居た時に会ったことがないものですから」

「……培ってきた価値観を曲げず、執着したことは成し遂げるまで追いつづける、そんな方です」

「つまりその、しつこい男ってことかしら」

「え、ええ。一言で表現するならば……仰おつしやる通りかと」

　二の句を継げないオリビアは紅茶の入ったカップに手を伸ばす。

　一口飲んで気分を落ち着かせ、もう一口飲んでハイムに居た時のクローネに同情した。

「お妃様にするつもりだったとありますけど……」

「ハイムにおいて王家の言葉は何よりも優先される。その言葉通りならば、確定に近い候補だったのではないかと思います」

「あ──あらら」

「それにしてもオリビア様。ウォーレン様ったら随分ときつく相手をなさったみたいですね」

「ふふっ。ハイムとの国交はもうありませんもの。私も、私の愛するイシュタリカと関係のない国のことだから気にしてませんよ」

　今の言葉に、クローネは心の内で考える。

　オリビアは人を嫌うという状況になることが基本的にはないと思う。ただ無関心になるだけなのだろう。

　喩えるならば路傍に居るアリのように、純粋に興味を失うのだ。

　──たとえその場に、元家族のグリントがいようとも。

「それに失礼な話ですね。人様の家のお嫁さんになる女の子を横から盗もうとするなんて。いえ、先に言葉をかけてたのは第三王子だったかしら？　ううん、でも一度は断ったわけだから、無効ですよね」

「えぇっと……オリビア様？」

「大丈夫ですよ。クローネさんはアインのことを想おもっていてくれればそれでいいの」

　その言葉を聞き、思わずクローネは頰を真まっ赤かに上気させる。

「クローネさんったら、少し恥ずかしくなっちゃいましたか？」

　すると、クローネは何も言わずコクンと頷いた。

　恥ずかしさを表現するかのように、彼女の前髪が瞳ひとみを隠した。

「さぁ、お茶会のつづきをしましょうか」
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　ところ変わってエウロ。

　会談初日、予期せぬ出会いをしたティグルたちは、イシュタリカの近この衛え騎士による徹底した布陣により二日目以降近づけていなかった。




　ところで名代の間は休日が設けられていなかったが、それでも休憩するだけの時間はある。

　アインはクリスを連れ、エウロ城下町に足を運んでいた。

　そこはイシュタリカやハイムと違い、灰色が良く目につく町だ。

　建材に使われる削られた石材が主となり、屋根もまた隙すき間まなくレンガが葺ふかれ、頑丈な造りなのが一目見てわかる。

　強い海風が吹けば、木材は劣化するからだろう。

　異国情緒あふれる街並みを堪能したアインは、不意に立ち止まり腕を組んだ。

「結局のところ、海風が農耕の妨げになってるんだろうね」

「えーっと……アイン様？　急にどうされたんです？」

「城下町を見れば、この国に足りないものが分かるかなって思ったんだ」

「足りないものですか？」

「そ。エウロは海岸沿いを離れれば農地もあるけど、他の国々に比べれば規模は小さいんだ」

　うんうん、一人で頷うなずくアインをクリスはきょとんとした顔で眺める。

「だから農作物は輸入に依存してるってことだね」

「あの、アイン様ー……？」

「ごめんごめん。これぐらいの意趣返しはしても大丈夫かなって思って」

　すると、アインは唐突にしゃがみ込んだ。

　彼はそのまま手招きしてクリスもしゃがませ、砂浜のようにさらっとした地面に指を立てる。

「俺がラウンドハートの屋敷に居た時に勉強した話だけど」

　前置きをして指を滑らせる。

「ハイムは大国なだけあって農地も広大で、その農作物の多くは大陸中に輸出されてる。国の状況とかにもよるけど、最近は情勢も落ち着いてたしね。で、大体の輸出物が経由するのが商人の町バードランドなんだけど──」

　アインは地面に地図を描いた。

　指で書かれた地図は、大陸南方のハイムから伸びていき、大陸中央のバードランドで止まる。

「北東のロックダム共和国もだけど、このエウロ公国も輸入してる」

「ええ」

「ちなみに、ハイムで一番生産量が多い作物って麦なんだけど、今日の朝、ウォーレンさんに聞いたらエウロの輸入で一番多いのも麦らしいんだよ。で、ハイムはエウロの足元を見て高値で輸出してるってわけ」

　ニヤリとアインが笑う。

　何かを企たくらんでいる不敵な笑みだ。

「この前言ったでしょ。『今は我慢してほしい』って」

「それって、私がハイムの者たちに怒ったときのことですよね？」

「うん、それそれ」

「もしかして、麦をエウロに売るおつもりですか？」

　だが、アインは首を横に振る。

「実は今け朝さ、ウォーレンさんにも同じ予想をされたんだ。でもただ売るんじゃなくて、エウロで一年間に必要な分の三倍を売ろうかなって考えたんだ。幸いにも、イシュタリカの余剰分は年々増えつづける一方だしさ」

「……えっと」

　なぜ三倍なのか、クリスは目を白黒させている。

「で、エウロでも余った分は売ればいい。ハイムが売ってる麦よりも安くね。そうすれば、いずれロックダムもハイムから麦を買わなくなる。俺たちイシュタリカは、手数料を引いた売上金を貰もらえば互いに良い関係になると思うんだ」

　平然と言うがただの小競り合いなんかではない、凶悪な一手となるだろう。何せハイムの貿易相手を二つも奪うのだ。

　だが。

「──っていうのを考えてみたんだけど、さすがに可哀かわいそうな気がしてた。ウォーレンさんも顔を引ひき攣つらせてたし」

　アインが見せた情に、クリスは「私もそう思います」と同意する。

「実行すれば、ハイムの麦農家のほとんどが首を吊っていたと思います」

「だろうね。俺としてはハイム人だからって、無関係な人まで苦しめるつもりは無いよ。だからこの計画は止やめたんだけどね」

「それがいいと思います。……結局、どのような内容に落ち着いたのですか？」

「最終的には、必要数分だけ輸出することにしたよ」

「……私がそれを聞いた時、首を横に振りましたよね？」

「それはね。実はこんなことを考えてたんだーって、クリスさんに言ってみたかったからだよ」

　アインは悪いた戯ずらが成功した子供のように笑みをこぼした。

　一方のクリスは小さくため息を吐つく。

「悪戯心は置いておきまして、アイン様のお考えは、エウロとの国交を深める意味でもよい行いだと思います。エウロの人々も喜ぶでしょうから」

「だね。エウロでも麦が安くなってくれたら何よりかな」

　情に厚い性分はやはりアインと言ったところか。

　クリスは目じりを下げて微笑ほほえんだ。







　──名代最終日、アインが城下町に出てから数日後のことだ。

　エウロの港には作業員の声が響き渡っていた。

「よーしそのままッ！　慎重に引き上げろーッ！」

　イシュタリカの船につけられたクレーンが、海の中から何かを引き上げようとしていた。

　それは巨大な海結晶の塊だ。

　全体を鎖で縛り、慎重に海の底から浮上させたもので、初日、アムール公がウォーレンに伝えていたものがこの海結晶。

　白い泡を伴い海上に持ち上げられた海結晶に、ウォーレンですら「ほぉ……」と感嘆する。

　そんなウォーレンにアムール公が近寄った。

「ウォーレン殿。今こ宵よいイシュタリカへ帰られるそうだな」

「おぉ、これはアムール公。慌ただしくて申し訳ございません」

「そのようなことはない。実りある会合で喜ばしい限りであった」

　二人は満足げに言葉を交わし合う。

　それからウォーレンは、懐から一通の書状を取り出しす。

「こちらは陛下からの書状でございます。アイン様のご提案について、承認するとのお返事でございました。イシュタリカからエウロへ『麦』の輸出を認めるとのことです。価格は後ほどご相談となりますが、ハイムより安価に、いわゆる適正価格で卸させていただこうかと」

「……本当に良いのか？　我らエウロにとって有難い話ではあるが」

「構いません。余剰分の麦ですし、元をたどれば数年前、ハイムとも別の農作物を輸出する話がございました。無論、友好国としての価格で卸す予定でしたが……」

　しかし、既にイシュタリカとハイムに友好関係は無い。

「アイン様の最初の提案、このウォーレンもひどく驚かされたものです」

「ああ、静かに物事を見ていると思いきや、その内心ではなんと鋭い牙きばを剝むいていたものだと、私も随分と驚かされてしまった」

「いずれ、ハイムと我らで何かあった時にはいい手段かもしれません」

　好こう々こう爺や然と笑ったウォーレンではあるが、アムール公は首筋にヒヤッとした何かを感じた。

　この男、冗談めいた口調で言っているが確実にやるだろう、という恐れだ。

「だが、ハイムがイシュタリカに何か手を出さぬか心配であるな」

「ふむ……と言いますと？」

「奴やつらはイシュタリカに武力的な先制攻撃を仕掛けなければ、何も問題がないと考えている」

　するとウォーレンの目つきが変わった。

「──一つお教えいたしましょう」

　纏まとう気配もまた、名工の打った剣のように鋭く変へん貌ぼうする。

「先制攻撃の判断基準はそれぞれです。まさにラウンドハート家の振る舞いなどは、貴族の中には攻撃的行為だと認識する者も多々おりました。是非を問う際に、更に煩わしい振る舞いをすることがあれば、陛下のご意思も変わるやもしれませんな」

「……なるほど、確かにその通りだ」

　神妙な面持ちで頷き、アムール公はウォーレンの放つ気配に圧おされながら答えた。

　大国イシュタリカにおける文官の頂点、それがこの男かと、イシュタリカは兵力だけでなく、人の強さも凄すさまじい国だと、アムール公は再確認する。

「ところでアムール公。今日はエドワード殿がいらっしゃらないので？」

「うむ。奴は他の誰だれよりも敬けい虔けんな信徒でな。ある存在を信奉しており、毎朝祈りを捧ささげる時間が必要なのだ。私もその時間は邪魔しないようにしておる」

「それはよいことですな」

　少し重苦しい話もあったが、この後は二人で仕事の話を交えつつ、これからの友好関係について話が進む。

　本当に有意義な会談だったと、ウォーレンは心からの満足感に浸ったのだった。
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　日が暮れ、天球が徐々に漆黒に覆われだした頃ころ。予定通り出航の支度をしていたイシュタリカ艦隊へと、エドワードが慌てた様子で足を運んだ。

　タラップの下にやってきた彼を、一人の近この衛え騎士が相手をしていた。

「これらは土産みやげの品でございます。我らエウロの特産品などを木箱に詰めました」

「承知した。殿下や宰相閣下にもそうお伝えいたしましょう」

　近衛騎士の足元に置かれた大きめの木箱。

　確認しないわけにもいかず、近衛騎士はその場で「失礼」と言って蓋ふたを取る。

「これは、見事な品ばかりなようで」

　中に納められていたのは工芸品や宝飾品など。

「ところで、ハイムの者らはどうしておりますか？」

「我らの城内で静かにしておりますよ。いやはや、イシュタリカの近衛騎士を前にして怖おじ気けづいてしまったのか、あるいは例の聖騎士殿が敗北して大人しくなったのか……」

「なるほど。それは結構なことですな」

　近衛騎士が頷いたのを見て、エドワードもまた笑みを浮かべる──すると間もなく、近衛騎士が木箱の中にある物を手に取って言う。

「失礼、これは何かを模かたどったものでしょうか？　木彫りのようですが」

「そちらは私が信仰している存在でして、大陸のいたるところで守り神とされている、ある種族を模ったものでございます。どうか、アイン殿下にもご加護がありますように……と」

「ふむ……私は不案内だが、なんという種族なのですか？」

「お答えいたしましょう。紅くれない狐ぎつねと申しまして、詳細は──」

　そう答えたエドワードの表情は、なんとも屈託のない笑みだった。




　船内に持ち運ばれたエウロからの土産。

　その中でも、アインへとエドワードが口にした紅狐の置物は、近衛騎士が大切そうに、アインがいる部屋へと運んできた。

「へぇ、守り神ね」

　近衛騎士が去って間もなく、アインがテーブルの上に置かれたそれを見て呟つぶやく。

　部屋に居るのはアインとウォーレン、クリスの三人だったが、ウォーレンは目を細めて置物を眺め、険しく顔を歪ゆがめた。

　ほぼ同時に、アインがひどく不愉快そうに眉み間けんに皺しわを寄せ口を開く。

「ウォーレン」

　唐突に呼び捨てで語り掛けたアインに、部屋にいる二人がはっと驚いた。

「……え、えぇ。なんでしょうか？」

「先ほどの騎士がなんて言ったか覚えているか」

「勿もち論ろんでございます。紅狐は幸運を運び、災厄から人を守ると。そのためこの大陸では、赤毛を持つ者は祝福を持って生まれたとされる──エドワード殿がこう申していたとか」

　もう帰るはずだった。その証拠に、外から出航の汽笛の音が響き渡り、船は少しの揺れと共に出航した。

「アイン様……そしてクリス殿。ご意見を賜りたい」

「はっ。私としては、その置物は──」

「その置物は確実に赤あか狐ぎつねだ。間違いないだろう」

「ええ。このウォーレンも同じ考えに至っております」

　アインの食い気味且つ強い態度に二人は違和感を覚えた。

　しかし二人は指摘せず様子を見守る。

　だがどうして赤狐がエウロに居るのか、疑問を抱いたクリスが言葉を漏らす。

「……魔王は赤狐から何かしらの手段で暴走させられた。これを信じるとして、赤狐はどうして海を渡ったんでしょう」

「ふむ……享楽主義、確かそう書いてありましたな」

　すると、アインが声を低くして言う。

「何が言いたいんだ、ウォーレン」

「ええ。この大陸で赤狐たちは、またなにかを企たくらんでいるのかもしれない、と」

　ウォーレンは答えると閉口した。

　彼は腕を組みヒゲをさすり、更に深く考え込む。

　魔王の暴走はイシュタリカの歴史上、他に例のない大災害だ。

　本に書かれていた情報を鵜う吞のみにするわけではないが、知ってしまった今ではあまり無視したくない話だった。

「く……はははっ」

　唐突にアインが笑いだす。

「その通りだ。あれはずっと相手を弄もてあそんできたからな。ゆえに私は間違えていた。奴を信じ、受け入れたことがすべて間違いだったんだ」

「ア、アイン……様？」

　不意にクリスの全身に鳥肌が浮かぶ。

　隣で腰を下ろしているだけのアインから、目を離すと首でも落とされそうな迫力が感じられた。

　彼の脈絡のない言葉を聞きウォーレンが目を見開く。

「アイン様──貴方様は急に何を……ッ」

「そ、そうですッ！　急にどうされたのですか!?」

　何を信じたのか？　何を受け入れたのか。

　言葉の意味を語らぬまま、アインは頭を両手で押さえた。

「ただ寂しいのかと、そう思っていたッ！　だが違う！　あれは最初から、遊ぶ気だったのだ！　そう、あの時からずっとだッ！」

　アインはついに立ち上がり、赤狐の置物を手に持って窓際に向かう。

　何が起こっているのか分からずとも、クリスはアインを止めようと手を伸ばす。だが、足が動かない。クリスが自分の足元を見ると。

「なんで……どうして……ッ!?」

　決して拘束系の魔法をかけられたわけでもない。ほかの魔法をかけられた形跡もない。

　代わりに自分の足が小鹿のように震えているのを見て、アインに恐怖していることを自覚した。

「我らの絆きずなを破壊するため、あの女は最初からそうするため近づいてきたッ！」

　アインが右手を上段に構えた。

　まるで大剣を振るうかのようなその腕の動きに、クリスは何をしているのかと思ったが、間もなく異変は起こる。

「ッ──!?」

　彼女の瞳ひとみに映る漆黒の手甲。

　アインの右腕全体を覆う黒光りした甲かつ冑ちゆうと、同時に現れた漆黒の大剣に目を奪われた。どこから出したのか、それは言うまでもなく、アインが召喚したものに他ならない。

「アアァァァアアアアッ！」

　彼の怒号は殺意に満みち溢あふれ、部屋の空気そのものを揺らした。

　声に応じるように窓ガラスにヒビが入り、同時にアインが赤狐の置物を宙に放り投げ、やがて大剣が振り下ろされる。

　轟ごう音おん。

　地響きを思わせる音や鉄が裂ける音、家具が吹き飛ぶ衝撃音が響き渡った。

「はぁ……はぁ……ぁ……」

　剣が振り下ろされた後、クリスとウォーレンの視界に広がる惨状はまるで戦いの傷跡。堅けん牢ろうさでは唯一無二のホワイトキングの壁が吹き飛ばされ、外では甲板、そしていくつかの兵器も崩壊している。

　これら全すべてがアインの一振りによって引き起こされたものなのだ。

「アイン様ッ！　今のはいった──アイン様ッ!?　アイン様ァッ!?」

　何の前触れもなしにアインが前のめりに倒れてしまったのを見て、クリスが慌てて彼の傍に近寄った。先ほどまでの恐怖は鳴りを潜め、今はただ、倒れたアインを心配する一心だ。




　ホワイトキングはイシュタリカの王が受け継ぐ最高の戦艦。

　その防御力はまさに龍のように堅く、一筋縄ではいかない耐久力を持っていた──持っていたはずなのだ。なのにアインはたった一振りで多くを破壊してしまった。

　ウォーレンが生なま唾つばを飲み込んだ。

「今の大剣はあの方のッ──い、いえ……それよりも今は──ッ」

　この惨状をどうにかしなければならない。

　部屋の中へなだれ込んできた近この衛え騎士を傍はた目めに、ウォーレンが息を吐く。

「……どうやら話は、ここだけで終わらせて良いものではなさそうですね」

　その後、ホワイトキングがイシュタリカに到着しても、アインが目を覚ますことはなかった。急いで城に運び込まれ治療されたものの、起き上がることなく時間だけが過ぎ去っていった。








魔物化と旅支度









　気が付くと、アインは春風穏やかな草原にいた。

　柔らかい何かを枕にしているようで、首も決して辛つらくない。あえて問題をあげるならば、ここが何ど処こか分からないということぐらいだった。

　身体からだを起こそうとしても起こせず、身体の動きが制限された夢のようだ。

　加えて、目が開けられない。

　しかしなぜか周囲の状況が分かった。紺こん碧ぺきの空と、どこまでも広がる草原だ。

「────」

　風音に霞かすんで聞きづらいが、頭上から鼻歌が聞こえてきた。

　鈴を転がしたような通りのいい女性の声で、それを聞いてすぐ、アインは彼女に膝ひざ枕まくらをされていると察しが付く。

　彼女は眠っているアインの頰ほおを撫なでた。

「よしっと。もういいかしらね」

　何がもういいの？　そう口にしたかったが声に出せない。

　だが彼女は頷うなずき返す。

「貴方あなた自身のことですよ。もう大丈夫……ごめんなさい。迷惑をかけてしまって」

　俺自身のこと？　迷惑をかけた？　貴女あなたは一体何を言ってるんだ。

　アインが心の中でそう思うと、彼女はただ困った様子になりアインの頭を優しく撫でる。

「行ってらっしゃい。もう何も心配いらないわ。彼のこと、次から私がなんとかするから」

　彼女はアインに答えを与えなかった。

　しかし唐突に、アインの全身に自由が戻った。彼女のことを、そしてここはどこなのかを知るため、アインは目を開き彼女の方を向こうとしたが。

「ま……待ってッ！」

　世界そのものが白く霞みだした。

　逆光の先にいる彼女の顔は決して見えず、腕を伸ばすも彼女は離れていくばかり。





◇　◇　◇






「貴女は──ッ！」

　アインが目を開く。

「あれ……？」

　そこは草原でもなければ紺碧の空も広がっておらず、王都の城、その私室にあるベッドの上だ。

　頭の中を整理する。落ち着け、自分はどうしてここにいる？　さっきの場所はどこだ？　……まず自分は、エウロに名代に行っていたはずだ。それで帰りに──帰りに？

　最終日には、巨大な海結晶の引き揚げ作業を見学した。それからの記憶が残っていない。

「今は夜か」

　窓の外を見ると、漆黒の天球が王都を包み込んでいる。

「あれ、何コレ」

　おもむろに右腕に目を向けたアイン。

　右腕を覆う包帯は、カティマの研究室にあった、封印の効果がある代物だ。

　マジョリカのような、封印に関するスキルを持つ者が作った包帯。何な故ぜそんなものが自分の腕に巻かれているのか、全然理解できない。

「ふーむ。まぁいいか」

　腕に違和感はない。だからその包帯を一気に剝はがした。

「さてと……誰かに聞いてみないと」

　ベッド横の机に置かれたベルを手に取って左右に揺らす。

「この歳としで物忘れが激しいってのは勘弁してほしいところなんだけど。疲れが溜たまってたのかな」

　なにせ国外への名代だ。

　奇妙なことに久しぶりに弟と再会し、ハイムの面倒な王族とのやりとり。身体だけでなく、精神的にも大いに疲れていた自覚がある。

　悠長に考えていたら、外から騒がしい音が聞こえた。

　ドアは開放され、アインの部屋に入ってきたのはマーサとクリスの二人だ。

「ア……アイン、様ッ……!?」

　先に口を開いたのはクリス。

　彼女は両手を口に当て、目を見開き薄っすらと涙を浮かべる。

「あ、クリスさん。帰って来るまでの記憶がないんだけど、いつ城に戻ってきたんだっけ？」

「──アイン様ァッ！」

「ちょ、え……？　な、なに!?　クリスさん!?」

　彼女は大粒の涙を流しながらアインに抱き着いた。どうしたのかと、あまりのことにアインも身体を硬直させてしまう。

「アイン様……お身体は、お身体の具合はいかがでしょうか……？」

　マーサもまた、クリスと同じく驚いていた。

　驚きのあまり言葉が見つからず、どうしようかと迷ってしまった様子が感じられた。

「ちょっと疲れが溜まってるみたい。身体に上う手まく力が入れられないんだよね」

「……畏かしこまりました。クリス様、私は陛下たちをお呼びして参ります」

「は……はいっ……お願いします……ッ」

　いまだ嗚お咽えつ交じりのクリス、そして慌てて部屋を出て行ったマーサ。目を覚ましたばかりのアインはやはり状況の察しがつかず小首を傾かしげる。

　眠りから覚めて、これほど感動的な対応をされたことはない。

「ねぇ、クリスさん。どうしたの？　そんなに泣いて」

「だって！　だってアイン様がッ……アイン様がッ！」

「う、うーん……？」

　年上の女性、それもクリスのような美女を慰めるというのは少し気恥ずかしい。

　だが、こんなに泣かれていてはというのもあり、アインは胸元で泣きつづけているクリスの頭を、子供をあやすように撫でさする。

　そうこうしているうちに、マーサが大急ぎで戻ってきた。

　呼ばれてきたのはオリビアにシルヴァード、そしてララルアの三人だ。

　その中でも、オリビアはクリスを越える驚きと嗚咽を漏らす。

「ア……アイン……本当に、目を覚ましたんですね……ッ？」

（お母様まで？）

　何やら状況が普通じゃないらしい。

「お母様、帰国してからご挨あい拶さつした記憶がないんですが、名代を終えて帰国しました」

　アインの言葉を聞くや否や、オリビアはクリスと同じくアインに駆け寄った。彼女もまた涙を流し出す。

　扉の近くで涙を拭ぬぐうララルアの肩にそっと手をあててから、シルヴァードがベッドに近寄る。

「アイン」

「──お爺じい様。申し訳ないのですが状況を教えていただくことはできますか？」

「であるな。とはいえ、久しぶりにアインの声が聞けて嬉うれしく思う。もうすぐカティマが来るはずだ。それを待ってからでもよいだろう」

　久しぶり？

　やはり、アインが知らないところで何かがあったのだ。早く説明が欲しいとアインが待つこと数分、カティマが寝間着姿のまま部屋にやってきた。

　何やら深刻な雰囲気が漂うこの場に、猫の着ぐるみのような寝間着を着た彼女が足を運んだ。

「カティマさん、その寝間着はどうかと思うんだけど」

「起きて早々かニャ？　まったく、この問題児め。ほりゃオリビア、クリス。ちょっと退どくニャ」

　カティマはオリビアとクリスの二人を力ずくで除どけた。

「お、お姉様ッ！　そんなご無体な……ッ！」

「あ……あうぅ……」

　オリビアが恨めしそうな顔をカティマに向け、クリスは捨てられた猫のような顔をアインに向けた。対照的な二人の態度を知りながらカティマは応じない。

「歩けるかニャ？」

「そりゃもちろ──あれ？」

　ベッドから降りようとするも腕に力が入らない。身体からだが言うことを聞かず、ベッドから転げ落ちそうになってしまった。

　カティマがその様子を見て手を添える。

「仕方ないニャ。少しのリハビリは必要みたいだニャ」

「リ、リハビリ？」

「当たり前だニャ。そこで泣いてる二人が甲か斐い甲が斐いしく世話をしたのニャ。あ、ここにはいないクローネも毎朝来てたニャ」

　すると、彼女は大きく大きく息を吐く。

「半年ニャ。アインがエウロから帰って来てから、あの事件が起こってから半年近く、ずっとそのベッドの上で意識を失っていたニャ」

　寂しそうな表情で、「もうすぐアインも四年生だニャ」最後にそう付け加えたカティマ。

　茫ぼう然ぜん自じ失しつとしたアインは「噓うそだ」という言葉を飲み込んだ。

　皆の顔を見て、この空気に浸れば冗談なんて思えるはずもない。

「お父様。詳しい話は朝、例の本を交えてしたいと思うニャ。いいかニャ？」

「うむ。余もカティマの言葉に賛成だ。さぁ、オリビアにクリス。目を覚ましたばかりのアインに負担をかけてはならん。今ばかりは余に従い我慢してもらうぞ」

　すると、シルヴァードとララルアに手を引かれて皆がアインの部屋を後にした。

　最後にカティマが立ち去って行ってから、アインは少しだけエウロでのことを思い出す。

「……あのお土産みやげを見てから記憶がない」

　アインに違和感が生じたのもそこからだ。

　だが今は、その土産について考えたくない。たった一人でいるときに考えてしまうと、またどうにかなってしまいそうだ。

　気を紛らわせるために身体を見た。

　何か違和感があると思ったら、身体が成長していたのだ。アインは育ち盛り、そりゃ半年もすれば寝たきりだろうと、身体は少しずつ成長する。

　身体の成長に少しの喜びを嚙かみ締しめていると、窓の外は徐々に明るくなっていった。







　──朝になるとマーサがアインを迎えに来た。

　彼女は足が不自由な人が使う魔道具、分かりやすく言ってしまえば、魔石で稼働する車椅子のようなものを運んでくる。アインはそれに座り部屋を出た。

　マーサに連れられ向かった先は謁えつ見けんの間──ではなく、その扉の前だ。

　昨夜のように大所帯ではなく、待っていたのはクリスとシルヴァードだ。

「もうすぐウォーレンとロイドも到着する。ああ、カティマも来るが──今のお主アインがいれば、カティマが予想したナニカが見られるかもしれんな」

　シルヴァードはそう言うと口を閉じ、マーサがそっと席を外す。

　数分後、ウォーレンとロイドが到着するまで皆が沈黙する。遅れて足を運んだ二人はアインを励ますような陽気さを見せた。

「アイン様。お久しぶりでございます。お身体が成長なさいましたし、いかがでしょう？　ロイド殿に新たな服を作ってもらうのは」

「た、確かに私は裁縫のスキルを持っていますが……それは勘弁願いたい」

「いやはや、ロイド殿が照れくさそうなのでここまでにいたしましょう」

　そして間もなく、カティマが到着する。するとウォーレンはシルヴァードを見た。

「皆、余につづいて中に参るとしよう」

　その言葉を聞いてロイドが謁見の間へつづく扉を開けた。

　謁見の間の中には誰だれもおらず、玉座上に飾られた魔王の魔石が存在を主張する厳かな空間だ。

「アイン様。私がお連れいたしますね」

　アインはクリスに車椅子を押してもらい中に入る。

　しかし。

「あ、あれ……？」

　謁見の間に足を踏み入れて間もなく、車椅子を押していたクリスが戸惑いの声を漏らす。

「どうしたの？　クリスさん」

「い、いえ……急に重くなったような気がしただけですから」

　異変を感じたようだったが、気のせいと考えたクリス。続けてアインの車椅子を押しはじめる。

「そう？　ならいいけど」

　しかしそれは気のせいではなかった。

　シルヴァードたちは一足先に玉座近くに立つ、が、アインを乗せた車椅子は近づけない。まるで見えない壁に遮られたかのように、アインを乗せた車椅子だけが進めなくなっていた。

「──クリス。動けないんだニャ？」

「はい。まるで壁があるかのように進めなくなっております」

「最終確認がしたいニャ。強引に前に進んでみるのニャ」

　なんの最終確認なのかは知らされず、アインはただ車椅子を押されるばかり。

　クリスが車椅子を強く押して間もなく、謁見の間に少女の声が響き渡る。

『来ないで……来ないで……ッ！』

　少女の声からは、身体の芯しんから凍りつかされそうな冷たい迫力と威圧感が伝わった。

　シルヴァードとロイドが驚きの表情を浮かべ、ウォーレンは悲痛な面持ちになる。カティマは慌ててクリスに言う。

「アインを玉座から遠ざけるニャッ！　急ぐニャ！」

「は……はいっ！」

　アインが遠ざけられて間もなく、先ほどまでの空気は鳴りを潜めた。

「カティマよ。お主の半年の研究成果、どうやら残念なことに正解だったようだな」

　シルヴァードはそう言い魔王の魔石を見つめる。

　珍しく悲しそうな表情を浮かべるカティマ。

「何の因果なんだろうニャ。たった一人の人間に、こんなにも奇妙な縁で結ばれた存在が集まってくるニャんて」

　カティマは何も言わず一冊の本をアインへと手渡す。

　謎は深まるばかりだったが、アインはまずは手渡された本を見る。

　見た目でよくわかる、最近作られたらしい新品の本だ。著者を見ると、カティマとクリスの名が連名で書かれている。

　タイトルには、『悲劇の魔王』と記載がある。

「……聞きたいことがあると思うニャ。でも、まず軽く目を通すニャ」

「わかった。じゃあまずは読んでみるよ」

　謁見の間の空気に押されてか、アインは素直にその一冊に目を通すことを決めた。

　まだ真新しい革製の背表紙、手触りは堅く革独特のエイジングも一切見受けられない。

「カティマさんとクリスさんが作った本なんだよね？」

「そうニャ。この半年間、必死に調べまくって、やっとできた本ニャ。値段をつけるのも難しいニャ」

「ん、りょーかい」

　アインは膝ひざの上に本を置き表紙をめくった。





◇　◇　◇






〝この本では、イシュタリカ初代国王が討伐した『嫉しつ妬との夢魔アーシェ』について綴つづる。

　嫉妬の夢魔というのは、当時戦った者らによって付けられた異名だ。




　魔王とは、通常の魔物とは一線を画す特別な存在だ。

　特徴は、破壊力に富み、絶対的な魔力を誇る。数百年前のイシュタリカの大戦を思えば、単体でどれだけの脅威をもたらすかは言うまでもない。




　魔王アーシェは人見知りすることが多く、王としては未熟だったとの記録がある。そんな彼女には二人の家族が居た。デュラハンとエルダーリッチの二人だ。

　魔物の国はこの三人からはじまった。

　三人は出会ってから共に旅をはじめ、多くの魔物や現在の異人種に手を差し伸べたという。




　ところで、アーシェは最初から魔王だったわけではない。

　進化の兆候が表れたのは、三人が多くの存在を救い、大きな集落が出来上がりつつある頃ころの話だと言う。

　彼女は突然の高熱に襲われ、数日間は目を覚まさなかった。

　そして数日後の朝、彼女は何事もなかったかのように目を覚ます。周囲の者たちは、彼女が纏まとう絶対的な強きよう者しやの気配に驚いたとの記録がある。

　三人に手を差し伸べられた者たちの皆が喜んだ。

　小さかった集落は、徐々に大きく育ち町へと変へん貌ぼうしていき、アーシェを王に国が生まれた。

　当時、純粋な人と相いれなかった者たちにとって、その国は最高の居場所だったことだろう。




　──しかし数年ですぐに状況が変わる。

　あることを原因に、国は崩壊をはじめた。

　きっかけは赤狐という種族が国へと加入したこと。

　赤狐は人当たりが良く、すぐに国の中に溶け込み、他の種族とも親交を深めた。赤狐の長は有能だったのだろう、彼女が遺のこした貢献の跡がいくつも見受けられた。

　彼女が魔王アーシェの側近に上り詰めるのは当然のことだった──が、彼女がアーシェの傍そばに行くようになってからというもの、彼女が落ち着きを保てなくなる時が多くなる。




　その頃からだ。

　魔王アーシェはデュラハンとエルダーリッチの二人を遠ざける。二人は少し距離のある村に向かわされた。

　結果、魔王アーシェの横には赤狐の長だけが仕えることになる。

　すると、魔王アーシェの精神状態は悪化の一いつ途とを辿たどった。

　彼女は自分の欲望に忠実になり、自制心を持つことなく暴れだす。何かを羨うらやみ、嫉妬する発言が敵対する人々の耳にも入り、魔王アーシェは『嫉妬の夢魔』と呼ばれるようになった。

　いつしかデュラハンとエルダーリッチの二人は命令を無視し、魔王アーシェの下に戻った。しかし、三人が顔を合わせることは無かったという。

　この後のことは、他にも資料は残されている。

　魔王アーシェはイシュタリカ初代国王によって討伐されるのだ。




　だが、それからというもの、赤狐の痕こん跡せきはぱたっと途絶える。

　イシュタリカの歴史に名を残すこともなく、極まれに、生活していたであろう跡が見つかっただけだ。




　これらすべての情報から、赤狐が魔王に対し、何らかの影響を与えたことはほぼ確実だ。

　魔王アーシェは何な故ぜ人々を襲ったのか、この謎に対しての答えは、赤狐が握っていると言っても過言ではないのだ〟
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　さわりに目を通し、アインは一度本を閉じた。

「前から考えてた仮説が、立証されたってこと？」

「そうニャ。赤狐が魔王を呪のろって魔王は暴走。その結果が現代に伝わってることになるのニャ。アインが持っている本は未完成だったんニャけど、さっきの声で完成に至ったのニャ」

　魔王アーシェの魔石がアインを拒絶したという事実。

　アインの中にあるデュラハンとエルダーリッチの力に対し、魔王アーシェの魔石が反応したんだとカティマは言った。

　魔王の魔石に宿った意思は、暴走した時の自分を悔いているのだろう。

　だからアインの中に宿った二つの存在に対し、悲痛な声で拒絶したのだ。

「でも、なんで今いま頃ごろになって反応したの？　名代に行く前だって俺はここに足を運んでた」

「分かってるニャ。その理由を私は考えたけど、先に話すことがあるニャ」

　カティマが居住まいを正す。

「まずアインはエウロを出る直前、使えないはずのデュラハンの力を無理に使ったのニャ。その影響でイシュタリカ一堅けん牢ろうな船、ホワイトキングの壁を破壊し、甲板を抉えぐったニャ」

「……うん」

「ちなみに半年の休眠についても、その無理のせいで身体からだが強制的に休みを求めたのニャ」

　するとクリスが口を開く。

「アイン様……アイン様が倒れた後、体力や魔力を測定しました。身体の状況を見るためです。魔力は完全にゼロ、体力も尽きかけていたのです」

「今、クリスが言ったのは事実だニャ。でだニャ──」

　白衣の内側を漁あさり、カティマはアインのステータスカードを取り出す。

「勝手に見たのは悪いと思ってるのニャ。でも、無視できない状況になってたのニャ」

　カティマがアインにステータスカードを手渡し、確認しろと目配せする。

　その目に従い確認すると。
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　バグってる、そんな言葉が口から漏れそうになった。

　ジョブは文字化けし、魔力は棒線が引かれおかしなことになっている。

「……まるで魔物になっちゃったみたいだ」

「まるでも何もないのニャ……。はっきり言って、今のアインは魔王アーシェの暴走と関係が無いとも言えない状況だニャ」

　カティマの言葉を聞いたアインは、目を覚ます前のことを思い出す。

　あの、目を覚ます前に語り掛けた女性の正体についてだ。

（彼女はエルダーリッチで、夫デユラハンのしたことを謝ってたんだ。俺の身体を奪おうとしてるのなら、謝る必要も約束する必要もなかった）

　きっと、彼女たちも赤狐を敵視しているのだろうと思った。

　アインは「ふぅ──」と息を吐く。

「ウォーレンさん、エウロが俺を嵌はめた可能性はありますか？」

「結論から言えば土産みやげの件は偶然だったと思いますな。わざわざあの日に我らを嵌めて、エウロ自身の国益を損なうような真ま似ねはしないかと」

　仮にアインを狙ねらっていたのならすごい知略だ。

　しかしそれには、あまりにも疑い深い点が多すぎて現実的ではない。

「アイン様、我々は二つの問題に直面しております。順を追って整理してみましょう」

　ウォーレンが穏やかな声で言う。

「何よりも重要なのはアイン様のお身体の件でございます」

「あれ、赤狐じゃないんですね」

「そちらは二つ目です。ただ、赤狐の件は目的が分かりませんし、言ってしまうと、海の向こうで動いているからと言って、我らイシュタリカの脅威かは分かりません。我らイシュタリカに牙きばを剝むく支度をしているかもしれませんが、まだそう断ずる段階にはございません。今はアイン様のお身体の方が重要かと」

　彼の確信めいた言い方に、アインは異論を述べずに黙って頷く。

「ここで暫定的に、アイン様のお身体の問題を『魔物化』と称しましょう」

「それってジョブのこととか、俺の身体の自由が奪われていた事がってことですよね？」

「仰おつしやる通りです。はっきり言って前例がありません。私としては、エウロを発たつ際のようなことが二度と起こることが無いように、しっかりと調べるべき問題だと考えております」

「それは……はい、俺もそう思います」

「ご同意いただけて何よりです。また半年も目を覚まさない──いえ、次も同じとは限りません。それほど彼……デュラハンの力は強大でしたから」

　実益の面から見ても、王太子が何度も昏こん睡すい状態に陥るのは避けたいところだ。

「ですが、二つ目の赤狐に関しても無視するつもりはございません」

「そっちも調べるんですよね？」

「勿もち論ろんです。ハイムに放っている隠密に追加の指示を与えます。何か、気になる情報があれば逐一報告するようにと。同時に、イシュタリカでも何か情報が残っていないか探ってみる予定でございます」

　ひとまずはと言った感じだろうか？

　ヒゲをさすりつつ、ウォーレンが最後に言う。

「何よりも、アイン様のお身体を調べることが先決かと。当然、アイン様ご自身に動いていただくことも多くなるかと思います……恐らく王都を離れ、別の都市でお調べすることになりましょう。研究者を頼ることもあれば、もしかすると、冒険者が持つ知識に頼ることもあるかもしれません」

「大丈夫です。俺の身体のことですし、ちゃんと調べたいと思ってますから」

　素直に答えたアインはシルヴァードを見る。

「お爺じい様、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした」

「謝る必要はないぞ。ただ余たちは皆、アインのことが心配なだけであるからな」

「はい。なのでまずは俺の『魔物化』について、ちゃんと調べたいと思います。学園を休むことも増えるかもしれませんが」

「構わん。致し方ないことである。だがウォーレンよ、学園と言えば確かカイゼルが──」
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　アインが目を覚ましてからおよそ一か月が経たつ。

　春、進級前の忙しい時期だが、今年はこれまでと比べても更に忙しかった。

　まずは学園だ。先延ばしにしていた試験を行い、アインは無事に一組の維持に成功する。

　その後、久しぶりに友人らとも言葉を交わした。

　車椅子を使っていることを指摘されたが、半年の公務の間に怪け我がをしたと言い切った。

　リハビリを開始したが、周囲の者らが驚くほど回復が早く、アインはエルダーリッチが何かしてくれたのだろうと予想していた。

　──一人で歩けるまでに回復したアインは城を出て、ある建物に足を運んでいる。

「やぁ、クローネ」

「……やぁ。じゃないと思うのだけど」

　城下町に構えられた彼女の家、オーガスト商会の本拠地だ。

　唐突に約束も無しにやって来たアインが『やぁ』と言い出すのだから、クローネからすればたまったもんじゃない。




　アインが半年ぶりに目を覚ました日、その日のうちに彼女は城に来た。瞳ひとみに多くの涙を浮かべ抱き着いたのは、クリスやオリビアと同じ反応。

　今日はアインがリハビリを休むと言ったので、彼女もまた、自宅に居たのだが。

「もう……私だって、アインと逢あう前には髪の毛とかもっとしっかり──」

　彼女は少し不満げに言ったものの、隠しきれない嬉うれしさを顔に浮かべる。

　苦笑しつつアインは彼女の手を握った。

「ねぇ。デートしよっか」

「────ッ!?」







　外はもうすぐ春ということで、暖かな陽気と穏やかな空が広がっている。

　つまり、デートをするには絶好の日和ひよりとなった。人通りの少ない場所を歩き、二人が港の一角にたどり着いて少し経つ。

「きゃッ……もう、お水を飛ばしたらダメでしょ？」

「キュッ！」

「キュルルッ」

　クローネの言葉に応こたえるように、双子の海龍が頭を下げる。

「いやー……和むね」

　そう言ったアインは桟橋に置かれた木箱に腰を掛けていた。

「ちょっとアイン？　デートのはずなのに、どうして貴方は少し離れてるのかしら」

「クローネが双子と遊ぶのを見てると、すごい癒いやされるんだよね」

「そ、そう……。でもだめよ、ちゃんと私のことも相手してくれないと」

「わかってますよ、お嬢様。……っと」

　立ち上がったアインがクローネに近づき、二人は自然と笑みを交わす。




　ところで、さすが魔物というべきだろうか。双子の成長速度は尋常じゃない。しかし成長速度に関しては別の理由もある。

　とある人物が面白がって双子へと多くの魔石を与えていたのだ。

　一つ１０００Ｇなどの安いものから、高価なものでは５０、０００Ｇを超えるようなものまで買い与えているらしい。

　しかしここまで育つとは犯人も予想していなかったようで『予想以上だニャッ！　でも止やめられないのニャ！』と、のたまっていたことはアインの記憶に新しい。

「それにしてもさ、ほんっと大きくなったよね」

「キュルルァー？」

「キュー？」

「声は可愛かわいいのだけれど、もう身体の大きさは可愛いだけじゃないものね」

　エルとアル。二頭の海龍はすでに体長５ｍに到達している。

　今でもなかなかの戦闘能力を持っているそうで、近海に棲せい息そくしている小さな魔物たちを自分で狩り、時折、土産みやげとして素材を運んでくる。

　稀まれに海結晶を持ってくるので、無視できない土産だ。

「二頭とも今は水路を通って城に帰ってこられるけど、もうすぐ厳しくなるね」

「ええ。そうすると、お父さんのアインとしては悲しいのかしら？　城ならすぐに会えるけど、ここだと少し時間がかかるものね」

「ま、まぁ、大きく育つのが一番だからね？」

「これぐらい懐いてるんだもの。アインの危機には駆けつけてくれるんじゃないかしら？」

　くすくすと笑うクローネは町娘には真似できない気品を漂わせながらも、アインに向けられる笑みは年相応に可か憐れんだ。

「……それで、急にどうしたの」

「どうしたのって？」

　海龍の頭を撫なでていたクローネが、美しいライトブルーの髪を靡なびかせながら振りむいた。

「はぁ……もう。わからないと思ってるのかしら？　いい加減怒るわよ？」

　ムスッとした顔をしても可憐な容姿に変わりはない。

「もしも俺がさ、完全に魔物に変わっちゃったらどうする？」

「別にどうもしないわよ？」

「──はい？」

「だから、別にどうもしないわよ？　アインはアインじゃない」

「いやいやいや！　俺が魔物に……別の生き物になっちゃうかもしれないってことだからね!?」

「ええ、知ってるわよ」

　クローネは水みな面もを眺めながらくすっと笑う。

　揺れる髪からは、彼女独特の花のような甘い香りが漂う。細く形が良く白い指を口に押し当てる仕草は、どことなく艶つやめいていて美しい。

「そんなことで離れるわけないわ。でも、心配なら一つ約束しましょうか」

　言ってすぐ、クローネがアインとの距離を詰める。

「アインが魔物に生まれ変わってしまうことがあったら、また私にスタークリスタルを贈ってちょうだい。そうしてくれたら、何一つ問題が無いもの」

　彼女の右手に付けられたスタークリスタルがアインに向けられる。

「も、問題ないって……ありまくりだと思うけど」

「ううん、私にとっては一つも無いの」

　思えばスタークリスタルをクローネに贈った当時、その意味は理解していなかった。

　しかし今ならわかる。

　クローネは暗にその意味を求めているのだ。

「でも、それぐらいでいいなら勿論……」

「もう──ッ。それぐらいっていうけれど、私がここにいるのは、そのそれぐらいからなんだからね？」

　クローネが胸の下に手を組み、アインに不満の意思を露あらわにした。

「ご、ごめんっ！　でも驚いてさ……」

　咄とつ嗟さに言いつくろうアインの姿を見て、彼女はあっさりと破顔する。

「ふふ……冗談よ。でも約束だからね？」

「約束するよ。もしそうなったら、またスタークリスタルを贈らせてもらうから」

　それを聞くや否や、クローネは上機嫌にアインの手を取り、さっきまでアインが腰を下ろしていた木箱に隣り合って座った。

「身体からだのことを調べるのって、ずっと王都を離れるわけじゃないのよね？」

「うん。様子を見ながらって感じになると思う」

　アインのことが心配なのか、手に取ったアインの手を撫でさするクローネ。

「くすぐったいって」

「少しぐらい我慢して。──それで、アインが心配に思ってたこと、私に言いたかったことはそれで全部？」

「え？　あ、あぁ……そうだけど」

「ならいいの。それじゃあ、今日のこれからのことを考えましょ」

　呆あつ気けにとられたアインが疑問符を浮かべた。

「だって今日はデートなんだもの。私のお買い物、付き合ってくれないかしら」

「なるほど。喜んで、お嬢様」

　間もなくアインは彼女に手を引かれながら、双子と遊んでいた桟橋を立ち去った。双子の海龍は若干寂しそうな声をあげたものの、二人のことを見送ったのだ。
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　新入生がもうすぐやってくる季節とあって、学園都市はどこも忙せわしない。

　クローネとのデートから数日後、アインは春休みであるものの、そんなことは関係ないカイゼルの下へ足を運んでいた。

「あん？　言ってる意味がわからないんだが」

「え？　カイゼル教官って、元冒険者なのに？」

　徐々に青筋を浮かべるカイゼルが、とうとう声を荒らげて言う。

「だからよッ！　アインが、王太子がだ！　なんの目的があってギルドに出入りしたいってんだよッ！」

「冒険者の情報も必要になりそうで、それでギルドに顔出す機会多くなると思うので」

「で、その事情ってやつは言えねえのか？」

　神妙な雰囲気を漂わせながらアインは首を縦に振る。

　カイゼルが「なら──」と口を開いた刹せつ那な、アインは一気に笑みを浮かべた。

「実はお爺様から、カイゼル教官には教えてもいいって言われてるんで、その事情も説明できるんですけど──って痛いッ!?」

　久しぶりに見舞われたカイゼルの拳げん骨こつが頭に響く。

「じ、自分でいうのもあれですけど！　王太子を叩たたける人なんて普通いませんからね！」

「安心しろ。陛下から許可をいただいてるんだ」

「元凶は家族だったか……最初から負けていたとは」

　何に負けているんだよ。そう心の中で呟いたカイゼル。

　アインは端はし折よりながらだったものの、おおよその流れと事情を説明する。聞き終えたカイゼルは想像以上の話の大きさに思わず頭を抱えた。

「おいおいおい……魔王って単語まで出てくんのか？　アインの体調も大おお事ごとだけどよ」

「機密なのでそのつもりでお願いします。お爺じい様が言うには、機密保持の手当がしばらく出るそうなので、『美う味まいものでも食べろ』とのことです」

「……あんまり嬉しくねえけどな」

　大きく大きくため息を漏らし、カイゼルは机から紙とペンを取り出した。

「紹介状なら書いてやる。俺の紹介なら、まぁ悪い扱いはされねえだろうよ」

「ありがとうございます」

「冒険者なんて実力主義だしな。引退して長いが、俺の紹介があれば冒険者も素直に色々教えてくれるだろうさ。……どうせ王家としても国家としても、まだ大っぴらに動けないんだろ？」

「はい。お金がかかると、民に知らせる義務がありますから」

　まだ知らせられない。

　だからこそ、表立って行動ができないのだ。

「素顔だとやっぱりばれますかね？」

「海龍を倒した英雄様が、どうしてばれないと思う。ったく、なんにも話考えてなかったのか？　マジョリカにでも相談してみろ、あいつならいい魔道具でも持ってるだろうよ」

「というか、カイゼル教官ってマジョリカさんと知り合いだったんですね」

「知り合いも何も、あれと俺は元々パーティを組んでた」

　つい地面にこけてしまいそうになるほど、大胆に驚いたアイン。

「え、え!?　マジョリカさんとカイゼル教官が……!?」

「あぁ。あいつは誰だれよりも優秀な補助サポート役だったよ。俺が知る中で、あいつよりいい補助ができる奴やつは居ないぐらいにはな」

「……昔から、あんなファッションだったんですか？」

「聞くな」

　あ、はい。とアインは頷うなずくと、

「……明日にでも顔を出してみます」

　苦笑いを浮かべてそう言った。







　──大通りから一本裏に入った箇所に店を構えるマジョリカ魔石店。

　冒険者の間では隠れた名店として評判だ。隠れたと頭に付くからか、アインがクリスを伴って足を運んだ午前中は客が一人も居ない。

「ガラガラだ」

　アインが思わず呟つぶやいてすぐ。

「……殿下？　そう店の中をチラチラ見なくてもいいじゃない。私の店はね、むしろ夕方からが本番なの」

　と、マジョリカが苦笑い交じりに外に出て言った。

「えっと……なんで夕方？」

「冒険者たちが帰ってくるからよ。狩ってきた魔石を卸しに来るってわけ。あとは午前中にお金持ちか、その使用人が買いあさりに来るぐらいだもの」

　特に平日の場合、明るいうちの客は望めないとのことだ。

「まぁいいわ。いらっしゃい二人とも。とりあえず中にどうぞ」

　店内に足を踏み入れてすぐアインは魔石に意識を奪われる。

　今日もなかなか良い香りのする店内だ。

「アイン様、ダメですよ？　まず先にやることがありますよね？」

「あら、魔石じゃなくて私に用事かしら？」

　アインは素直に頷いた。

「ふぅん……殿下の様子がいつもと違うのはそのせいなのね。さてと、二人とも少し待ってなさいな。とりあえずお店は一度閉めちゃうから」

　マジョリカは手早く閉店作業をして、すぐにアインの傍そばに戻った。

「それにしても殿下、お久しぶりね。長い間休養してたのは、身体からだの変化のせいかしら？」

「ッ……マジョリカさん？」

　アインに向けられた双そう眸ぼうは名剣のように研ぎ澄まされ、一言の言い逃れすらさせまいとする威圧感があった。

「殿下。貴方は本当に殿下なのかしら？」

　その言葉は店内の空気を急激に冷やし、まるで別世界のように雰囲気を変えた。

「えっと、どういう意味でいってるのかな」

「言い方を変えましょうか。貴方は人？　それとも魔物？　どちらかしら」

「マジョリカさんッ！　それはあまりにも無礼ですッ！」

　激高したクリスがカウンターを強く叩いて立ち上がる。

　確かに、言葉だけ聞けば無礼でしかないのだが、アインが彼女を手で制する。

「色々あったけど人間です。って答えでどうかな？」

　あくまでも冷静に、何一つ動じた様子を見せずにアインは答えた。

「……そ。急にごめんなさいね、殿下。あとクリスも」

　率直な謝罪だがクリスは完全には許せていない様子で、手はぎゅっと握りしめられている。

「でもマジョリカさん、その質問はどうして？」

「私のような封印を生なり業わいとしてきた者から見ると、殿下がまるで魔物に見えてしまうのよ。例えば魔石を食べて進化した魔物みたいに」

「あ、それは間違ってないです。俺はその力を持ってるんで」

「ア、アイン様ッ!?　それはッ」

「大丈夫だよ。マジョリカさんなら言っても心配ないと思う」

　そもそも、デュラハンの力で暴走してしまった経緯も語る必要があった。

　アインはここでようやく、昨日きのう、カイゼルに伝えたのと同じことをマジョリカに伝えた。

「はぁ……クリス、殿下が言ったことは本当なの？」

　クリスが首を縦に振った。

　彼女はアインが持つ毒素分解ＥＸと、ドライアドの吸収のスキルによる相乗効果をマジョリカに語った。加えて、エウロでアインに何があったのかもだ。

「殿下ったら、まるで世界樹みたいね」

　疑問符を浮かべたアインに対しマジョリカがつづける。

「ドライアドの祖といわれる存在よ。それが世界樹。自らの近くに住む者を守り、悪あしき魔物がいれば、そのすべてを吸いつくすっていう、神様みたいな存在ね」

「祖って──世界樹から生まれたのがドライアドってこと？」

「言い伝えではね。ドライアドの血を引いた殿下だからこそ、縁を感じちゃうじゃない」

「なるほど。言われてみれば確かに」

「というわけで事情はわかりました。カイゼルに聞いて私を頼ったのもね」

　マジョリカはそう言って立ち上がると、アインとクリスに手早く紅茶を淹いれて渡す。自分の分も大きめのマグに注ついで間もなく、カウンターの対面に立って言う。

「殿下の体調の手がかりもだけど、赤狐のことも少しなら私も知ってるわよ」

「ほ……ほんとですか!?」

「ええ。昔、赤狐について書かれた本を読んだことあるの。記録では色々な種族の味方だったり敵だったりしたっていう、はっきりしない面倒な生き物たちよ」

　つづきを促すように何度も頷くアインに対し、マジョリカが「あと──」とつづけた。

「私が知ってるのはもう一つよ。赤狐は魔物を強化して操れるってことなの。当時は別に興味もなかったし、ちゃんと頭にいれてなかったのよねぇ……」

「その本ってどこで読んだんですか!?」

「ちょっとお待ちなさいな。えっと地図がここに──ああ、あったわ」

　カウンターに広げられる地図に描かれた大陸イシュタル。その中でも、いくつかの都市が赤い丸で囲まれている。

「ここよ。『魔法都市イスト』。魔道具研究の最先端、新たな技術が生まれる大都市ね。殿下の身体のことも考えると、ここが一番情報を得られるかもしれないわ」

　マジョリカが指さしたのは大陸東側に位置する王都から見て、しばらく北西に向かった場所にある。

　地図の南方には、港町マグナの文字があった。

「研究の聖地なんて呼ばれるだけあって、イストには『叡えい智ちノ塔』っていう巨大な建造物があるの。イストの中央に鎮座する巨大な研究施設なのよ。百年以上昔に、当時の研究者と商人たちが出資して建てられたの」

「へぇ……そんなものが」

「魔道具の研究には魔石から生み出されるエネルギーが必要不可欠だけど、叡智ノ塔はそれを他のどこよりも生み出せる施設なのよね。建物の規模はお城と同じぐらいはあるかしら」

　でっか。アインが大口を開けて驚く。

「イストのどこに居ても見つけられるから、景け色しきも楽しんでみるといいわ」

「でもイストか……地理で習ったからある程度は知ってるけど。クリスさん、イストまでは水列車でどのぐらいかかるの？」

「えっとですね、イストまでは直行便がありますので、半日ぐらいですよ」

　答えたクリスはすぐに眉まゆをひそめる。

「ただ、近頃のイストは、スラムの孤児が姿を消す事件が多発していると聞きます。普段の治安はいい都市なのですが、少しだけ不安ですね」

「えぇー……何その不穏な情報」

「資料だけ取り寄せたらどう？　イストに向かうにしても、クリスがいるなら平気だと思うけど」

　マジョリカの言う通りだ。

　むしろクリスが居る状況でアインが攫さらわれるのならば、王都に居てもそう違いはないが。

「いえ。俺自身の身体のことですし、俺が行かないと駄目ですから」

「あらら、いい心構えね。じゃあ私がイストの研究所への紹介状を書いてあげる」

　するとマジョリカがカウンターから羊皮紙を取り出しペンを滑らせる。

「え……研究所？　紹介状？」

「色々と知り合いがいるのよ。赤狐の情報についても、実はその知り合いの方が私よりも知ってるはずなの。彼なら魔物にも詳しいし、殿下の身体について相談に乗ってくれると思うわ」

　話がトントン拍子に進む。

　クリスもマジョリカの話は初耳らしく、アインと同じく静かに耳を傾けていた。

「でもね、殿下」

「はいはい？」

「赤狐とか魔物に関して調べるなら、もう一つの都市も捨てがたいわよ？」

　唐突にマジョリカが手を止め地図を指し示す。

「イシュタリカには大きな都市が四つあるわ。まず一つ目は私たちが居る王都」

　そう言ってペン先が向けられた大陸東側。

「あとは港町マグナと、今さっき話してた魔法都市イスト」

　ペン先が南に、そして大陸北西に向かう。

　つづいて「それから」とマジョリカの持つペンが動く。

「忘れてはいけないのが『冒険者の町バルト』よ」

　場所はイストよりも更に北西だ。

「冒険者の聖地って呼ばれてるのよ。周辺に魔物が多い地形ってこともそうだけど、初代陛下が討伐したっていう巨大な魔物の亡なき骸がらが飾られてるのよね」

「ッ──巨大な魔物!?」

「食いつきがいいわねぇ。海龍ほどじゃないけど巨大な魔物よ」

　アインのように初代国王に憧あこがれる者が足を運び、冒険者として生計を立てる者が多くいるとのことだ。また、バルトで得られた魔物の素材は大陸全土に出荷されるという。

「あと、バルトはすぐ近くに旧魔王領、魔王城があるから」

　武者震いだろうか？　アインの身体からだがビクッと揺れた。

　今回の赤狐の件に関して、魔王の話は避けては通れぬ問題に他ならない。アインがクリスの顔を見ると、彼女は小さく頷いて口を開く。

「魔王城には何度か調査隊が足を運んでいます。私も足を運んだことがありますが、アイン様が向かうのには反対です」

「え、どうして？」

「……得体の知れない魔物の気配があるからです」

　クリスから向けられた真剣な視線にアインが息を飲む。

「あくまでも気配だけでしたが、生きた心ここ地ちがしなかったことは鮮明に覚えてますので」

　だから危険だと。

　彼女は最後、もう一度強めの口調で「魔王城に行くのは反対です」と言い切った。

「だいたい、一番大事なのはアイン様のお身体のことですからね!?　赤狐の件は二の次ですッ！」

「二の次とまではいかないけど……うーん」

　正直言って、イストとバルトのどちらも興味がある。

　ただ今回の場合は、マジョリカの紹介や前情報が大きいし、クリスの言葉も間違いじゃない。

（でも、イストで赤狐のことが調べられるのなら、一緒に調べてみればいいよね）

　城に帰ったらシルヴァードに提案することに決めた。

「せっかくだけど今回はイストにしようかなと」

　バルトに赤狐の情報が残っているかは不明だ。あるとしても、危険な魔王城近くに足を運ぶ必要があるだろう。

「クリスさんも、イストならいいよね？」

「賛成です。……アイン様が自重を覚えてくださったようで嬉うれしいです」

　眩まばゆいばかりの笑みを浮かべ釘くぎをさすクリス。

　アインはこれまで派手な行動をした記憶が多々あるせいか、彼女から視線を逸そらし口笛を吹く。

「クリス、紹介状は貴女に渡すからなくさないようにね？」

「な、なくしませんってば！」

「強く答えられると心配ねぇ……ところで殿下、身分は隠していくのよね？」

「さすがに騒ぎになりますからね」

　と、アインは答えたところで思い出した。

「カイゼル教官から聞いたんですが、姿を隠す方法もマジョリカさんに相談できないかなーと」

「いいわよ。魔道具を作ってあげる。何人分用意すればいいかしら？」

　その言葉にアインではなくクリスが答える。

「アイン様と私、後は来るとしてもディルの合計三人です」

「あら？　元帥の貴女が簡単に王都を離れても大丈夫なの？」

「仰おつしやる通りです。なので私は、陛下から休暇をいただくことになっております」

「ふぅん……まぁ、クリスは休みなしで働いてたものね。少し長い休暇になると思うけど、その辺りは大丈夫なの？」

「陛下専属になったとは言え、ロイド様もおりますから」

「理にかなってるわね。なら三人分の魔道具で１５００万Ｇ出してもらうわ。素顔が見づらくなる、特別製のローブを作ってあげる」

　桁けたがおかしい。大口を開けて驚くアインの横でクリスは平然と言う。

「では、お支払いは後日でお願いします」

「了解しました。数日中に作ってあげるわね」

「ク、クリスさん!?　いいの!?」

「当たり前です。というか、このぐらいの金額で済むなら安いものですよ」

「え、えぇー……」

「殿下。魔道具って高いのよ。高いモノだと１億Ｇなんて簡単に超えちゃうもの」

　アインが知る民生用の魔道具といえば、平均月収でも容易に購入できる金額だ。しかし特注の品ともなれば、一気にその値段は跳ね上がり桁が変わるとマジョリカは言う。

「まぁ、クリスもいることだし代金はサービスしてるわよ？」

「それは有難いですけど……そういえばクリスさんとマジョリカさんって、なんの知り合いなんですか？」

　刹せつ那な、クリスは凍ったように身体を硬直させた。

　アインはマジョリカを見て答えを求める。

「クリスったら、まだ言ってなかったの？」

「あはははは……」

　まだ若干戸惑っているクリスだが、意を決してアインの方を向いて口を開いた。

「実は私の姉がマジョリカさんと、そしてカイゼル殿と、同じパーティで活動していたんです」

「全くもう。それぐらいなんですぐ教えなかったのよ」

「内容がちょっとアレなので言いづらくて……」

　一方でアインはクリス以上に戸惑った。

「クリスさん？　お姉さん居たっていうのは？」

「本当ですよ。問題だらけの姉でしたが」

「確かに問題だらけだったわね。強いくせによくわからない女だし、ロイド様が手も足も出ないぐらい強かったのも、ほんと意味わからなかったわね」

　マジョリカが語り、アインの隣でクリスが頭を抱えた。

（ロイドさんより強かったって──）

　想像するだけでとんでもない実力者だと解る。

「ねぇクリスさん、お姉さんって今──」

「も……申し訳ありません。少しずつお伝えしますので、今日はこのあたりでご勘弁を……」

　彼女はアインと目も合わさず申し訳なさそうに言う。

　対面にいたマジョリカは、そんなクリスを仕方なさそうに見て、アインに今回は見逃してあげてと目配せをした。

「クリスさーん？　別に気にしてないから顔を上げてよー」

　しかし一向に顔を上げない彼女が、まるで反省している犬のように見えてしまう。アインはおもむろに手を伸ばし、彼女の金糸をさっと撫なでてみた。

　一瞬、身体からだを震わせたクリスだったが。

「随分と飼いならされてるのね、その子」

　撫でやすいようにか、身体を少しずらしたクリスに二人は苦笑した。

「──はッ!?　すみません、つい癒いやされておりました……」

　最後に衝撃的な話はあったが、一応、当初の予定を果たすことはできた。

　マジョリカは「やっぱりポンコツなのね」と呟つぶやくと、すぐに魔道具のローブを作って城に送ると二人に伝える。

　幸先の良さに喜ぶと、二人はマジョリカの店を立ち去った。

　城に戻ったアインが「イストで赤狐のことも調べたい」とシルヴァードに告げると、シルヴァードはまたか、とアインの言葉に半ば呆あきれた。

　しかし、同時に調べられるのなら──と許可が下りたのだった。
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　夜の帳とばりが下りてしばらく経たつ。

　魔法都市イストに足を運ぶと決めてから数日後、アインは城の裏手の砂浜に居た。

　さざ波の音が耳を撫で、所々に置かれた魔道具が光る光景はさながら海に面したパーティ会場と言ったところ。

「ふふっ──本当にもう大丈夫なのね」

　弾む声でアインに笑みを向けたクローネ。

　彼女はアインの手を引き、後ろに下がるように歩いていた。

　二人の両手は重なり、クローネがくすくすと笑い声を漏らす。

「だから大丈夫だって！　こんな姿をみんなに見られたら恥ずかしいんだけど……ッ！」

「知ってるわ。だからここに来たんじゃない。それとも、私と手を繫つなぐことがそんなに嫌なの？」

「嫌とかじゃなくて！　だから恥ずかしいというか何というか」

「大切なことよ。アインは来週にはイストに行っちゃうんだもの。今のうちに身体が本調子にもどったのか、私がしっかり確認しておかないと、ね？」

　もっともらしい理由ではあるが、彼女の顔つきからは、アインのリハビリを楽しんでいるのも伝わる。

「……まぁ、嫌じゃないけどさ」
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　くすぐったい気持ちがありながら気分は悪くない。むしろ、こうしてクローネと接する時間が愛いとおしくすらある。

「アインがイストに行ってる間、私は何してようかしら」

「オーガスト商会の仕事の手伝いはないの？」

「あるにはあるわ。でも、お爺じい様も来週から王都を発って仕事に行っちゃうから──そういえば、お爺様の予定にもイストがあったと思う」

「へぇ、もし会えたら少し話でもしてこようかな……」

　自身の身分も気にせず言うが、相手がクローネの祖父であるならば気にする必要もない。

「グラーフさんからもお土産とかあるだろうけど、俺も何か買ってくるよ」

「ありがとう。アインから貰もらえるのが一番嬉しいわ」

　手を重ねていることもあり、これほど近くで直接的に言われると更に照れてしまう。アインはすっと視線を逸そらし、軽く咳せき払ばらいをして居住まいを正す。

「さてと」

　そろそろ城内に戻ろうか。

　若干肌寒くなってきたところで、アインが提案しようとしたときだ。

「きゃッ」

　偶然にも足場の悪い砂浜に二人の足がとられる。

　アインがクローネの上に覆いかぶさりそうになる。これでは彼女に怪け我がをさせてしまうかもしれないと、アインは咄とつ嗟さに彼女の手を引いて身体を入れ替えた。

　ざっ──砂浜に先に倒れたアインの上に、クローネがつづいて覆いかぶさった。

「だ、大丈夫？」

「ええ……アインのおかげで大丈夫」

　軽いやり取りの後、二人の間に沈黙が漂う。代わりに耳に届くのは、先ほどに比べ賑にぎやかに聞こえてくるさざ波の音だ。

「……ねぇ」

　クローネの片手がアインの頰ほおに当てられる。

「なに？」

　一方のアインは平静を装うものの、胸は早鐘を打っている。

　海風に揺れて、クローネの絹のような髪がアインの頰をそっと撫で、彼女の甘い香りがアインの鼻び腔こうをくすぐって止やまない。

　海龍騒動の際、女神の祝福と称して頰に口づけをされたことがある。

　あの日と違い今は身体が密着しているとあって、アインもクローネの早鐘に気が付いた。

「今度は無事に帰ってきてくれる？」

　そう言って、彼女は残っていた片手を加え、両手をアインの頰に添えた。

「うん、約束する」

「本当に？　エウロのときみたいにはならない？」

「ならないし、そうならないように努力もする。もしも身体に異変があったとしても、その時はこないだの約束を守るから」

　デートをした日のことに触れると、クローネは目を伏せて口角を綻ほころばせた。

「じゃあいいの。アインは約束を守ってくれるものね」

　すると、クローネには珍しく甘える仕草を見せる。

　上半身から力を抜くと、アインとさらに距離を詰めたのだ。

「──ふふっ。アインの胸、すごく賑やかみたい」

「否定はしないけど、でも」

　クローネもだよ。とは口にしなかった。

　彼女が楽しそうにしている姿を見て、アインの気恥ずかしさは鳴りを潜め、別の言葉を選び口にする。

「たまにはこういうのもいいかなって思ったんだ」

　開き直ってみせた。

　クローネは一瞬、きょとんとしたようだったがすぐに微笑ほほえむ。

「みんなには内緒にしてね」

「ええ。陛下に聞かれたって教えてあげないわ」

　と、二人は心から楽しそうに笑みを交わした。

　一頻しきり笑った後、クローネは思い出したように身体を起こした。

　彼女はアインの手を引いて、砂浜に肩を並べて座る。

「あのね、アインに渡そうと思ってた良い物があるの」

「俺に？　何かくれるの？」

「ええ、少しの間離れ離れになっちゃうもの。まだ実用化には至ってないのだけれど、往復もできる新型のメッセージバードよ」

　それは久しぶりに聞いた単語だった。

　だが、メッセージバードは距離にもよるが高価なはずで、そんな物を軽く貰ってもいいのかとアインは悩む。加えて、往復もできるようになったことに驚いた。

「お爺様がイストの研究所に出資して作ってるものなの」

「へぇ……グラーフさんそんなこともしてたんだ。他には何が新しくなったの？」

「メッセージバードって高価だったでしょ？　でもね、この新しいメッセージバードは費用を抑えて連絡できるように作られてて、いずれ民生品にって考えてるらしいわ」

「軽く言ってるけど、すごいことしてるんだね」

「ふふっ──でも、代わりに連絡が届くまで数時間以上かかっちゃうの」

　しかし、それでも十分な速度だ。

　クローネは懐から、片手に納まるほどの小さな水晶玉を取り出す。

　これの使い方は簡単だ。手に持って、魔力を流しながら言葉を口にすればいい。

「はい、どうぞ。もう一方は私が持ってるから」

「ありがと。そう言えば何回ぐらい往復できるの？」

「三回ぐらいかしら……お爺様はそのぐらいって言ってたわよ。相手から連絡が届いたら青白く光るらしいの。送る時と同じように魔力を流すと、相手の声が聞こえるって言ってたわ」

　悪くないとアインは思った。

　遠くイストへ調査に行くが、クローネと連絡が取れる。彼女から手紙のように言葉を貰えるのなら、それだけで頑張れそうな気がした。

「寂しかったらいつでも送ってくれていいから、ね？」

「……クローネこそ、寂しかったらいつでも送っていいよ？」

　意地の張り合いと言うには可愛かわいらしすぎたが、アインはクローネが唇を尖とがらせたのを見て、上機嫌に「ごめんごめん」と謝った。

「イストに着いたらすぐに連絡するよ。待っててほしい」

　それを聞いたクローネは、幸せそうに頰を綻ばせた。








魔法都市イストという場所









　ホワイトローズ発、魔法都市イスト直行便。アインが乗り込んでいるのは、その列車における貴族向けの料金が高い車両だ。

　マジョリカに依頼した魔道具も届き、クリスとディルと共にイストへ旅立つ日がやってきた。

　一つ問題があったとすれば──。

「あっーそこいいニャ。もう少し強くこするニャ」

　突然、参加を表明したカティマだ。

　しかし彼女のための魔道具は用意されておらず、彼女は自分からある提案をした。

「まさか水列車に乗るまで、荷物に紛れてくるなんてね」

「イストに到着する前に変装もするニャ。だから安心していい──あーそこだニャ」

　ここに至るまでの苦労をいたわるように、アインはカティマの首筋を撫なでさする。

　カティマが喜ぶ姿はまさに家猫だ。プライドは無いのか？　借りた車両のラウンジに置かれたソファにふんぞり返り、アインの手の動きに恍こう惚こつとする様子は冗談にもほどがある。

「それにしてもこの魔道具便利だよね」

　車両に乗り込んですぐに脱いだ、マジョリカ特製のローブだ。

「アイン様、アイン様。マジョリカさんほどの職人はそういませんよ？」

「あんな服装なのに？」

「……あんな服装なのに、です」

　二人は顔を見合わせて息を吐いた。

「それにしてもカティマさん、よくお爺じい様が許可してくれたね」

「私も受け取るはずだった褒美があるからニャー。例の魔王の本、色々調べて一冊にまとめたことの功績があるニャ。それを使って、今回はイストについていくことにしたのニャ」

　王女のカティマが頻繁に王都を離れられるはずもなく、今回のイストへの調査は、研究者の彼女にとって渡りに船だった。

「ふっふっふー。楽しみだニャー」

「まだまだ時間がかかるんだし、はしゃぎすぎないでよ」

「分かってるニャッ！　まったく！　私を子供か何かと勘違いしてないかニャ？」

「いや、もっと騒がし──なんでもない」

　すんでのところで言葉を飲み込むと、アインは苦笑して窓の外に目を向けた。途中、クリスと視線が交差して意図が通じ合う。

　ホワイトローズを発ったのは夕方で、この水列車が到着するのは次の日の朝の予定だ。

　車両は貴族向けとあって、車両内に設けられた部屋は人数分の寝室がある。皆は夕食をとってからしばらく後、各自寝室に行って身体からだを休めた。







　ふと、アインは目を覚ました。

　時と計けいを見れば深夜で、喉のどの渇きに寝づらさを感じて起き上がる。

「……ラウンジ行くか」

　何か飲もう。

　車両の中にはサービスで多くの飲み物がある。

　寝室の扉を開け、車両内の通路に出る。連絡通路から窓から外を見ると、暗い景け色しきながらも点在する灯あかりに気が付く。

　王都と違う雰囲気に浸って間もなく、アインはラウンジの扉を開けた。

「あれ？　アイン様、どうなさいましたか？」

　そこに居たのは先客のクリスだ。

　勤務中の彼女とは違い、固さの取れた柔らかい微笑みでアインを迎えた。

「俺は少し喉が渇いたんだけど、クリスさんは？」

「ええ、実は私もなんです」

　答えたクリスが腰を下ろしているのは、ラウンジ隅に設けられたバースペース。

　彼女はいつものように鎧よろいや騎士服姿ではなく、袖そでのないブラウスに、下にはタイトなパンツを穿はきこなしていた。彼女のスタイルの良さが際立っている。

「もしよろしければ、少しご一緒しませんか？」

　私服姿のクリスはやはりいつもと違う。

　手に持つグラスを見ても、その指の動きになにか色気を感じる。テーブルの下で組まれた長く細い脚もまた同じだ。

　騎士姿のクリスに魅力がないということは決してない。

　しかし、今の彼女こそ本来の姿なのかもしれないと、アインは小さく頷うなずいた。

「それじゃ、隣いいかな？」

「ええ、勿もち論ろんです。お飲み物を用意しますね」

　彼女はアインと入れ違いに立ちあがり、アインの飲み物を用意しにいく。

「アイン様は何をお飲みになりますか？」

「冷たい果実水がいいな。クリスが飲んでたのは……ああ、ホットワインか」

「それを飲むと眠りやすくなるんですよ。でも、アイン様には果実水をご用意しますね」

　少しお洒落しやれなバーで隣には金髪の美しいエルフが腰を下ろす。だが、男が頼むのは果実水。アインはあまり格好がつかないなと苦笑いを浮かべた。

「お待たせいたしました。さぁ、どうぞ」

　彼女が横から現れ、アインの前に飲み物を置いて隣に座る。その際、彼女の首元からふわっと香った甘い香りが少しだけ憎らしい。

　アインはおもむろに窓の外に目を向ける。

「橋の上か」

　ここは海なのか川なのか。そのどちらか区別がつかない巨大な水域の上だ。

　途方もなく長いこの橋はまだ終わりが見えない。

「この辺りは汽水域なんですよ。下に見える川は大陸でも有数の川幅ですし、進んでいる橋はイシュタリカでも最大の長さを誇っているんです」
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「だからか。道理で先が見えないわけだよ……」

　アインはそう言ってグラスに口を付ける。

　彼が渇いた喉を潤したのを見計らってクリスが言う。

「こうしてアイン様とゆっくり話す機会って、実ははじめてなんじゃないかなって思います」

　ホットワインが入ったグラスを手に取り、それを見ながらクリスは語り掛けた。

　アインが横目で彼女の顔を見れば、ホットワインのせいなのか、彼女はいつもより少し頰ほおが赤いように感じる。

「そういえばそうだね。二人で行動する機会は多かったけど、こういう機会ははじめてかも」

「何年も経たちましたね。あの日、港町ラウンドハートで出会ってから」

「懐かしいよ。最初は俺、クリスさんを見て警戒してたよね」

「ふふっ、そうでしたね。あの日の振る舞いは近この衛え騎士の間でもいまだ評判ですし」

「え、ちょ……なにそれ？」

「正直、近衛騎士もアイン様がどのような子なのか量り兼ねていたのですよ。オリビア様がたまに近況報告をイシュタリカへと送っていたとはいえ、やはり実際に会ってみなければわかりませんからね」

　そこにハイムへの悪印象があったことも否定できない。

　ローガスの血を継ぐアインに対し、いくらオリビアの子だろうと──という葛かつ藤とうもあった。

　当時、イシュタリカの者たちは苦労しただろう。アインはそれを察し、多くの迷惑を掛けたと思い出を反はん芻すうしていたのだが。

「……うぅん……」

　隣でクリスが眠たそうに瞼まぶたをこする。

（もしかして、俺が来たときにはもう寝るところだったのかな）

　ならば悪いことをした。

「クリスさん、眠いなら先に──」

「大丈夫ですッ！　別に眠くありませんから！」

「別に強がらなくても……」

　食い気味に答えたクリスの目を見ると、まだ眠たそうなのは変わっていなかった。

　アインはそれ以上触れずに言う。

「そう言えば、まるで旅みたいだよね」

「今回の調査がですか？」

「うん。姿を隠して城を離れるなんて、お忍びを超えてもう旅にしか思えないし」

「あはは……はい。言われてみれば確かに、旅みたいなものかもしれません」

「事情は軽くないけど、俺がこんなことをするなんて、思ってもみなかったんだよね」

　生まれてからはじめての遠出は、港町ラウンドハートからハイム王都への道のりだった。アインは、その時オリビアが「アインも旅ができる」と言っていたことを思い出す。

　アインの笑みを見るや否や、クリスが唇を尖とがらせる。

「大切な用事があるんですから、楽しみ過ぎたらダメですからね？」

「分かってる。俺の身体からだのこともだし、赤あか狐ぎつねのこともあるしね」

「そうですよ？　大切なことばっかりなんですから……」

　クリスの瞼がまたトロンとしてきた。

「む……また、私が眠そうだなんて思ってませんか？」

「良く分かったね」

「ですから、私は眠くないって何度も言ってるじゃないですかー……」

　そう言った彼女の語尾に力はない。

　頭もゆらゆらと船を漕こぎだしたのを見れば、そろそろ限界が近いことが分かる。

「分かったってば。──でも、またこんな旅がしたいよね」

　事情はどうあれ遠出は好きだ。

　アインはそうした意図の言葉を口にする。その後、クリスから返事が来たらもう寝ようと提案するつもりだったのだが。

「……すぅ……すぅ……」

　もうすでに遅い。

　アインが目の当たりにしたのは、子供顔負けの寝つきの良さだった。クリスは自らの腕を枕にして、横顔をアインに向けて規則正しく寝息を立てている。

　目を閉じたから長い睫まつ毛げが強調され、上下の唇はホットワインの赤みを帯びていた。

「さて……」

　この状況をどうするか。

　クリスを放置して立ち去ることは考えられない。なら、彼女が起きるまでここにいるか、彼女を寝室まで運ぶことが前提となる。

「運ぶか」

　眠気を帯びたままイストに到着するのは勘弁願いたい。

　身長の高いクリスの身体は、アインからすればまだ少し大きい。

「うわ、身体軽っ」

　クリスの膝ひざの裏と背中に手を当て持ち上げると、アインは何も苦労することなく歩き出す。連絡通路に出て、彼女の寝室の扉を足で開く。

　彼女が寝ていたであろうベッドの上に、そっと身体を置いた。

「よしっと」

　アインはクリスの身体に毛布を掛け、最後に「おやすみ」と小さく口にして彼女の寝室を後にした。
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　翌朝、イストに到着してすぐ、水列車を降りてクリスがアインに尋ねる。

「アイン様……あの、昨日きのうの夜って私、どうやってお別れしましたか？」

「普通におやすみって言って部屋に戻ってったよ？」

「──な、なら良かったです」

　当然噓うそなのだが、真実を語り彼女の羞しゆう恥ち心しんを刺激することもない。

　四人が駅のホームを抜けてすぐ、改札と思われる箇所に差し掛かったところでアインが驚く。

「切符を通す魔道具がない？」

　代わりに天井と床に設置された銀色で横長の板が、人が通る度、薄っすらと緑色に発光しているのがアインにも分かる。

「ほりゃ、あの天井と床の魔道具で判別されるニャ。切符は持ってるだけで大丈夫ニャ」

　いつもの白衣は脱ぎ、眼め鏡がねを掛け服装を変えたカティマが言った。

　ちなみにアインたち三人も、ローブの下は念のため、いつもと違った軽装に身を包んでいる。

「あんな魔道具まであるんだ」

「もうすぐホワイトローズにも実装されるはずだニャ。便利ニャろ？」

　切符を通す手間を省くため、研究者がどれほどの手間を費やしたのか見当もつかない。

「うん。魔法都市のすごさを実感した」

　人通りの多さはホワイトローズに劣るが、それでもイストは大都市の一つ。

　朝の混み合う時間帯であるせいか、王都と比べ、スーツや白衣などを身に着けている大人の姿が目を惹ひいた。

「えーっと、今日は何からするんだったっけ」

　するとディルが言う。

「先に宿をとるのはいかがでしょうか？　私は父上と何度かイストに来ておりますので、貴族も泊まるような宿を存じております」

「そりゃ助かるけど、普通の宿じゃだめなの？」

「だめです。安宿は駄目だと、陛下からも言付かっておりますので」

　身分を隠そうと王太子なのだ。仕方ないかとアインが返す。

　アインはディルの先導で人混み溢あふれる駅構内を抜け、イストが誇る大通りに足を踏み入れた。そこで待っていたのは、見たこともない別世界のような光景だ。

「わぁ──ッ」

　大通りの両脇に広がる街並みは、屋根に尖せん塔とうを設けたどこかゴシック調の建物がつづき、路肩に等間隔に黒褐色でアンティーク調の街灯が並ぶ。

　馬車は王都でもよく見かけたが、ここイストの馬車を引くのは馬ではなく魔物。バイソンのような魔物から、翼のない竜のような魔物まで多種多様だ。

　橙だいだい色いろの石畳は端正に敷き詰められ、所々、建物の屋根を走る太い鉄製のパイプが興味を惹く。

　空を見上げれば王都に比べ濃い灰色の空が広がっており──。

「アイン、見てみるニャ。あれがイストの象徴『叡えい智ちノ塔』だニャ」

　カティマが指をさした方角は都市の中央部、大通りを真っすぐ抜けた先だ。

「あ、あれが叡智ノ塔……ッ!?」

　規模の大きさに驚かされるばかりだ。

　王城に比べれば規模は小さいものの、塔の高さだけなら王城にも勝る。

「地上五十階建て。途方もない量の鉱石を加工してできた中央の塔、辺りを囲う太いパイプと、常にエネルギーを生み出している証あかしの青緑色の蒸気……いつ見ても研究者の芸術だニャ。一つ文句を付けるニャらば、旧式の炉に頼り切ってるってことぐらいだニャ」

「あれだけ大きな施設だし、作り変えるのは大変だろうね」

　よく見ると、叡智ノ塔から伸びたパイプは町中に張り巡らされているようだ。イストという都市全体が叡智ノ塔を中心に存在しているのだと、アインはしみじみと納得させられる。

「あの塔には何があるの？　研究所？」

「そうだニャ。ただ限られた一部の研究者しか研究室を持てニャくて、基本的には運営に対して国家としても口出しできない、イシュタリカの中でも特別な施設なのニャ」

「へぇー……カティマさんは行ったことあるの？」

「あるニャ。でも民営の体裁があるから、国家や王家で研究室は持ってないニャ」

　彼女が恍こう惚こつとした様子で叡智ノ塔を眺めているのを見れば、あれがどれだけ重要な施設なのかが分かる。

「それに、あそこに研究室を持てても維持費がニャー……。あと、審査も厳しいからニャ」

「維持費ってやっぱり高いの？」

「馬鹿みたいに高いニャ。仮に私が今の資産を持って市井に下りても払えないニャ」

　とんでもない金額のようで、アインの頰ほおが引きつった。

「でも、本当に魔道具だらけの町なんだね」

　駅一つとっても王都と違う。

　そう思うと、アインの脳裏を掠かすめる若干の嫌悪感があった。

「お母様がハイムに嫁いだのに、こんな湯水のように魔道具が使われてる都市もあったのか」

　研究のため多くの支出が必要ということも理解している。

　しかし、それでもだ。

　割り切れない感情に整理はつかず、仕方のないことだと理解するしかなかった。

「……アイン様、参りましょう。父上のお墨付きの宿へ案内いたしますから」

　そっと横に現れたディルがアインの背に手を当てて言う。

　温かな手、気遣いの心に満ちた言葉からは、兄のような包容力をアインは感じた。

「ありがと。こんなことで気落ちしてたら駄目だね。──あ、そうだ」

　王都を出る前、クローネから受け取ったメッセージバードを思い出した。

　まだ宿に着いていないが、イストに到着したのだからいいだろう。アインは懐からメッセージバードを取り出して、雑音が入らないよう口のすぐ傍そばに運ぶ。

「クローネ、やっとイストに着いたよ。こっちは王都に比べて寒いみたい。叡智ノ塔は想像以上に大きかったし、ちょっと楽しみになってきたところ」

　最後に、これから宿に向かうと言って終えた。

　メッセージバードはすぐに青白く光り、数回瞬いて元に戻った。

　アインはそれを確認すると、ディルの先導で宿へと向かって行く。
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　宿に荷物を置いてから、アインはマジョリカから受け取った紹介状を手にイストの街中を歩いた。

　書かれた住所にあったのは一つの学園。名を『イスト大魔学付属学園』と看板があった。

　住所はここで間違いないはず。

　戸惑うアインらに、カティマが「こっちニャ」と前を歩く。

「今のは研究所付属の学園で、本命の研究所は少し奥にあるのニャ」

　建物の敷地内に入らず通りを進んで間もなく。

　アインを迎えたのは、五階建ての大きめの洋館だ。門には守衛が常駐するための小さな小屋、そして鉄てつ柵さくの門にはいくつかの魔道具の錠が備え付けられ厳重な警備。

　アインたちが近づいてきたのを見て、守衛が姿を見せ顔をしかめた。

「歓迎されてないみたいだね」

「仕方ないニャー。三人は冒険者が着そうなローブ姿に、私はケットシーだしニャ」

「まぁ、そんなこと気にしてる場合じゃないんだけどさ」

　と、軽く言葉を交わして間もなく、

「冒険者とは珍しいな。紹介状はあるのか？」

　守衛がそう言ったところで、クリスが紹介状を取り出した。

「これを」

「……中身を検あらためさせてもらう。申し訳ないが、冒険者はよく偽物を持ってくるのだ。気を悪くしないでいただきたい」

「ええ、構いません」

　歓迎していない態度も十数秒のことだった。

　封筒を見るや、守衛はすぐに表情を一変させ目を見開くと、

「おい！　急いで主任教授をお呼びしろ！」

　大きな声をあげ、小屋にいた別の守衛に声を掛ける。

「オ、オズ教授をですか!?」

「ああ！　いいから早くお呼びしないかッ！」

　主任教授と言えば随分な人物じゃないかと、アインは思わず疑問符を浮かべた。

「失礼した、お客人方。もう少々お待ちいただきたく」

　分かりやすく態度が変わったことにアイン一行は驚くばかり。

　いったいマジョリカの紹介状にどれだけの効果があったのだろうか、いや、マジョリカにそもそもどれほどの影響力があったのか気になって仕方ない。

　それから少し待つと、研究所から守衛と一人の初老の男性が駆け足で向かってくる

「…はっ……はぁっ……！　も、申し訳ない！　お待たせしました！　ええと……あなた方が？」

　彼は中肉中背で若干の無精ヒゲ、そして煤すすけたような赤茶色のウェーブがかった髪の毛をしていた。

　汚れ一つない白衣を羽織る姿は堂に入って、丸い眼め鏡がねから知性が漂う。

「急に申し訳ないです。ちょっと調べたいことがあって訪ねさせてもらいました」

　主任教授と思われる男をアインは労ねぎらう。

「申し訳ないなどとんでもないッ！　ご足労いただき感謝に堪えませんッ！」

　すると、彼は少しの間呼吸を整える。

「私の名はオズ。このイスト大魔学の主任教授を務めております。──いやはや、まさか『マジョリカ名誉教授』のご紹介とは」

「め、名誉教授……？」

「ええ、マジョリカ殿は当研究所の名誉教授でございます」

　あの変態のような姿をした人が名誉教授？　何かの冗談かと思ったが、オズは決して冗談のような態度ではない。

　その後、アインはクリスとディルに顔を向け、同じく呆あつ気けにとられた感情を共有した。
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　アインたちが通されたのは壁一面が本棚で埋め尽くされ、中央に来客用のソファが置かれたオズの部屋だ。部屋の奥、雑多に資料が重ねられた彼の机がアインの目を惹く。

　つづいてアインが壁の本棚に目を向けると、魔石が納められたいくつかのガラスケースに気が付かされる。

「どうぞお掛けください」

　オズに促されアインとカティマがソファに腰を下ろす。

　クリスとディルは護衛として後ろに立った。

「改めまして、私はオズと申します。主な専攻分野は魔石エネルギー学というもので、魔石の持つエネルギーについて研究しております」

　この部屋に至るまでにアインはカティマから聞いている。

　今、目の前に座るオズと言う研究者は魔石に関しての第一人者だと。大国イシュタリカでも替えの利かない人材だという。

「──マジョリカさんの紹介状にあったとは思いますけど、アインです」

　そう言って、アインは着ていたローブのフードを下ろした。

「ようこそお越しくださいました、アイン王太子殿下。先ほどは『重要なお客様』とだけ申し上げたことをお詫わびいたします。私以外の者もおりましたので、マジョリカ名誉教授の紹介状の内容は伏せておりました」

「それが正解だったと思います。お気遣いくださって感謝します」

　それは何よりでございます、とオズが小さく笑った。

「じゃあこっちも自己紹介を……俺は必要なさそうだから、三人ともいい？」

　先にカティマにさせるべきだと思ったのだが、彼女はクリスに目配せをした。

　すると、クリスがアインに倣ってフードを下ろす。

「それでは私から。クリスティーナ・ヴェルンシュタインと申します。イシュタリカ騎士団にて元帥の席についております。以後お見知りおきを」

「私はディル・グレイシャー。アイン様の護衛見習いとしてお傍に置いていただいております」

　彼もまた、着ていたローブのフードを下ろして言った。

「私はカティマ・フォン・イシュタリカ。名高きオズ教授にお会いできたこと、大変光栄に思いますわ」

　──ッ!?

　例えるならば一国の姫のように、あるいは深窓の令嬢のように優雅に言葉を紡いだカティマ。彼女はすっと立ち上がり、着ていた服でカーテシーをして挨あい拶さつしてみせたのだ。

「カティマさんッ!?　なんで姫みたいなことをしてるの!?」

「アイン様！　アイン様！　実際、カティマ様は第一王女ですからね!?」

「いやだってクリスさん、あのカティマさんが──ッ」

　挨拶を邪魔されたのが気にくわないらしく、カティマの顔に青筋が浮かんだ気がする。だが勿もち論ろんアインはそれどころではない。

「おぉ！　王都の頭脳と呼ばれる第一王女殿下とお会いできるとは！」

「私は今回、甥おいのアインの手伝いとして無理をいって陛下から許可をいただきました。イストに来られる貴重な機会ですから、是非数多くのことを学んで帰れればと思います」

「こちらこそ是非！　おっと、失礼いたしました王太子殿下。研究を生なり業わいとする者として、つい」

「いえいえ、カティマさんとは後でゆっくり話してあげてください」

　カティマもきっと幸せだろう。

　世話を放棄するように、どこか投げやりにオズに答えた。

「さて……そろそろ本題に移らせていただきましょう。殿下、私の協力が必要とのことですが」

「はい。その内容についてですが──」

　大きく分けて二つのことをオズに伝えた。

　アインの体調に関してと、赤狐という種族に関してだ。

[image: ]

　話を聞いている時のオズは、何度も表情を変えて驚きを露あらわにした。特にアインの体質について、研究者として惹ひかれないはずがない。

「なんと興味深いことだらけだ。特にアイン殿下の体質は凄すさまじい」

　彼は少し俯うつむいて悩むと、顔を上げ眼鏡を直す。

「……名誉教授が私を紹介した理由がわかりました。赤狐、そして殿下の体質。私が他の誰だれよりも適任かと思われます」

　オズはなにせ魔石研究の第一人者だ。

「いや、それにしても気になることばかりです。あのデュラハンの魔石だけではなく、まさかエルダーリッチの魔石まで吸収しているなんて──少々お待ちください。良い物をご覧に入れましょう」

　彼はおもむろに立ち上がり、壁際のガラスケースに近寄った。

　アインがさっき視界に映した魔石が納められたものだ。

「オズ教授、何を？」

「ご安心ください、クリスティーナ様。ここにもマジョリカ名誉教授がお作りになった封印がございます。魔石の力が暴走することはございません」

　オズの答えにアインは苦笑いを浮かべた。

　海龍騒動の際は、エルダーリッチの力でその封印を破った過去があり、いくらマジョリカの封印があろうと油断はできない。

　クリスも同じ感想のようで軽く身構える。

　オズは間もなく、豪ごう奢しやに彫金が施された小さな箱を運んできた。

「ここには、殿下が情報を求めているモノが入っております」

「俺が求めてるモノ……？」

　アインが不思議に思っていると、オズはそのケースを開放した。

　中から姿を現したのは二つの魔石で、紫がかった炎のような模様が毒々しく感じられる。アインの鼻孔をくすぐるような香りは無い。

「こちらは大変貴重な品物です」

　クリスはその言葉で誰よりも早く察知した。

　唐突にアインの手を両手に取り、強く握りしめた。

「ごめんなさい、アイン様。少しこのままでお願いします」

　護衛が仕える相手の手を握りしめる。思わずオズも驚いたが、クリスから向けられた鋭い双そう眸ぼうにつづきを促された。

「これは赤狐の魔石でございます」

　アインは『なるほど』と、クリスが自分の手を取った理由を理解する。

　やけに熱を持ったクリスの手から、彼女の緊張が伝わってくる。自分の身体からだの中ではエルダーリッチがデュラハンを抑えているのだろうか？　夫ふう婦ふ喧げん嘩かは勘弁してほしいと苦笑した。

「これはまた、随分と貴重な品ですね」

　とアインが言うと、オズは頷うなずく。

「オズ教授、俺の身体についても協力いただきたいのですが、赤狐の研究の成果も教えていただけないでしょうか。勿論、しっかりと謝礼はいたしますので」

「とんでもございません、謝礼は結構ですよ」

「ですが──ッ」

「実のところ、私もアイン殿下から有意義な話を聞くことができました。なのでそのお礼とさせていただければと。ただ、赤狐に関しての資料は、まとめるまで数日の猶予をいただきたいのです」

「いえ、王太子が無償で依頼するのは憚はばかられます。クリスさん、そうだよね？」

「アイン様が仰おつしやる通りです。不正に権限を行使したと誤解されることは避けたいです」

「おや、左様でございましたか……ふむ……」

「お金に限定はしません。何か、俺たちにできることはありませんか？」

　オズが腕を組むこと数十秒、彼は思いつく。

「では一つ、少し悩みがあるのでお力をお借りできないでしょうか？　ご存知かと思いますが、ここイストでは近頃、幼い子供が攫さらわれる事件が多発しておりまして」

　マジョリカの店でクリスが言っていたことだ。

「対象はスラムの孤児に限定されているようですが、心が痛む事件に変わりありません。いかがでしょうか？　アイン殿下のお言葉で、犯人捜索に騎士の増員をお願いできればと」

　この男は聖人かなにかだろうか？

　オズという男はなんと利他的なことかと、アインは彼の言葉に感銘を受ける。

「分かりました。それなら騎士にも伝えますし、俺たちも協力して捜査してみます」

　と、その言葉でアイン以外の四人が驚かされる。

「え──あのあの、アイン様!?　い、いくら私が傍に居るからと言っても、危険なことをさせるわけには──ッ」

「クリスさん。それを言ったら海龍のときもだし、赤狐の捜査も危険はあるんだけど……」

「同じ話ではありませんからねッ！　アイン様が動く必要があるかが問題なんですってばッ！」

　言われてみればその通りだ。

　正義感や、自分自身が何かオズに恩返しをしたいという気持ちが先走った面もあるが、さすがにこれはやりすぎかと反省する。

「んー、でも何もしないってのもあれだし」

　するとアインは、ついさっきオズが口にした言葉を思い返す。

「じゃあさ、オズ教授が赤狐の資料をまとめるまでの数日間だけ、俺も協力することにしよう」

　妥協案だがクリスは迷う。

「アイン様ですし、下へ手たに抑えるより動いてもらった方が健全でしょうか……」

「うわぁ、日頃俺をどう思ってるのか良く分かるね」

「それはもう。学園一年目の際も、止めても止まってくださいませんでしたからね」

　何の反論もできずアインは閉口する。

「オズ教授。アイン様は今日から数日間だけご自身も協力されます。その後は騎士による調査を継続となりますが、よろしいでしょうか？」

「もちろんですッ！　しかし、アイン殿下自らというのは……」

「黙って宿で待つのもなんですし、気にしないでください」

　クリスにとって諦あきらめの境地というよりは、割り切って自分が守ればいいという結論だ。それに捜査をするにしても、人通りの少ない箇所を避ければいいと心の内で呟つぶやく。

「アイン殿下、くれぐれもお気を付けください。赤狐については数日中にご連絡いたしましょう」

　オズは言い終えてすぐ、机に向かい紙の束を手に取った。

「こちらは殿下の症状について、参考になる可能性のある資料です。差し上げますので、ごゆっくり目を通していただければと。他にもいくつか覚えがありますので、赤狐の資料を渡す際、ご一緒にお渡しいたします」

「ッ！　助かります！」

　アインは礼を述べてすぐ、部屋に備え付けられた時と計けいを見た。

　……もう夕方だ。

「今日はそろそろお暇いとまします。今日はお時間をくださってありがとうございました」

「こちらこそ有意義でございました。さて、外までお送りいたしましょう」

「大丈夫ですよ。そこまでお世話になるのは申し訳ないですし」

「では先ほどの守衛を案内に付けますので、皆様方、ローブを着用ください。それと──」

　再度、机に向かったオズは鍵かぎの付いた引き出しを開け、革製の封筒を取り出した。

「闇に葬るべき、ここイストの古い研究の資料です。もしかすると、殿下のお身体の問題に対し、何かいい手がかりがあるかもしれません」

「そんなものまで……あ、ありがとうございますッ！」

　アインが頭を下げそうになったのを見て、オズはそれを手で制した。

「お気になさらず。私も殿下とお会いできて貴重なお話を聞くことができましたから」

　そう言ってオズがベルを鳴らすと、すぐに先ほどの守衛が姿を見せた。

「お呼びですか」

「お客様がお帰りになるので外まで送ってください」

「畏かしこまりました。──っと、教授宛てに手紙が届いておりましたので、こちらを」

　守衛はオズに一通の手紙を渡し、アインの方を向いた。

「外までご案内いたします」

　守衛につづいてアイン一行がオズの部屋を後にする。

　最後まで見送っていたオズは、部屋の扉が閉められてから手紙を開ける。

「……やはり頃合いですねェ」

　彼はため息交じりに呟くと人差し指を伸ばし、気だるげに眼め鏡がねを整えた。
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　宿に戻る帰り道。

　アインがイストの街並みを眺めながら歩いていると、何台かの馬車の列に気が付く。

　随分と大所帯だと考えてすぐ、馬車が少し先の建物の前の路上で停車した。

「いや、会長自ら来ていただいて申し訳ない」

　建物から現れた商人らしき男、彼が馬車に近寄って話しかけると、先頭を走っていた馬車からアインが知る人物が姿を見せたのだ。

「構わぬのだ。儂わしはこうして、自身で確認することを信条としておる」

　グラーフ・オーガスト、クローネの祖父だ。

　二人が会話をしている横で、オーガスト商会の者らが建物に入り、両手に木箱を持って外に戻ると、それらを馬車に積んでいく。

「新進気鋭のオーガスト商会と取引ができて光栄だった。注文にあった魔石類はすべて木箱に納めてある。足りない時は連絡をいただければと」

「うむ、いい取引であった」

「それらは叡えい智ちノ塔へ搬入するので？」

「はっはっは！　仕事について口にするのは憚られるが、やはり、ここイストで大量の魔石を持っていればバレてしまうな」

「ははっ、出過ぎた発言でした。しばらくの間、イストの町を楽しんでいかれるといい」

　グラーフの取引を見たアインは話しかけることを遠慮した。

　まず、今は姿を隠して行動しているのだから、仕事中のグラーフに声を掛けるなんて言語道断だ。

　同じく眺めていたクリスがアインに語り掛ける。

「さすがオーガスト商会ですね。すでにイストまで販路を広げているなんて」

「すごいよね。まだ数年しか経ってないのに」

「グラーフ殿の手腕はウォーレン様も認めるものですし、私からすれば、ハイムの国力を削れたという嬉うれしさもありますよ」

　クリスはくすっ、と可愛かわいらしく頰ほおを綻ほころばせた。

　それからアイン一行は、グラーフの横を静かに通り抜けて宿へ向かった。








叡えい智ちノ塔









　宿の扉を開けてすぐのことだ。

　アインが宿泊する宿はディルやロイド、つまり公爵家の人間も使うとあって、足を踏み入れると豪ごう奢しゃな調度品が並ぶ。

　飾られた絵画は当然のように動き、ある絵画は草原を悠々と走る馬の姿でアインの目を惹ひいた。

　喩えるならば、アインの前世ではありふれたテレビのようで、厚塗りされた油絵が自由気ままに動き回る姿は一言で表すと魔法そのものだ。




　部屋に戻ろうとした矢先、カティマが「じゃ」と言いディルが着たローブの裾すそを摑つかむ。

「──恐れながらカティマ様。なぜ私を摑んでいるのでしょうか？」

「町に出るニャ。買い物だニャ」

「なるほど、供をしろということですね」

「理解が早くて助かるニャ。さぁさ！　善は急げっていうニャ！」

　鼻息荒く言ったカティマは大おお股またで歩き出す。

　ディルはアインを見て、アインが頷うなずいて返したところでカティマを追った。

「ねぇ、クリスさん」

「大丈夫ですよ。カティマ様ならアイン様のような無茶はなさらない……はずです」

　すべて言うまでもなくクリスは察していた。

「まぁそれならいいけど。──なんか騒がしいね」

　アインが気が付いたのはフロントで騒ぐ恰幅の良い中年の男だ。

「何な故ぜだッ！　どうしていつもの部屋が空いていないのだッ！」

　男の声はくぐもり低い。

　顔を見れば油で固めたあごひげが特徴的で、上気した真まっ赤かな頰と首筋が彼の怒りを顕著に表している。

　男に従っていた数人の騎士や使用人は困ったように腕を組んでいた。

「も、申し訳ありません……。本日より別のお客様方がご宿泊なさっておりまして」

「貴様はふざけているのかッ!?　この私のために部屋を空けておかぬからこうなるのだ！　ええい面倒だ。追加で払うからその客を追いだせばいいッ！」

　暴論を語る貴族にアインが苦笑し、同時に察する。

「もしかして、あの人が言ってる部屋って俺たちの部屋のことかな」

「え、ええ……私もそう思います」

「どうしよっか、譲ってあげてもいいと思うけど」

「アイン様が気にすることではないですよ。でも、少し目に余りますね」

　フロントの従業員は男の言葉を拒否して首を横に振る。

　すると、男は我慢ならずカウンターを強く叩たたいた。

「もういいッ！　二度とこんな宿は使ってやらんからなッ！」

「お、お待ちください子爵ッ！」

　その声を聞きクリスが思い出す。

「見たことがある気がしていたんですけど、彼の名前はセージ、子爵家の者ですね」

「へぇ……有名なの？」

「歴史ある名家です。先代は優秀な方で、陛下の覚えも良い方でした。ただ、彼の代になってから財政が傾きつつありますが」

　あの態度なら傾くだろうなと、アインは素直に頷うなずいた。

「お前たち、帰るぞッ！」

　セージ子爵がカティマ以上の大股で振り返る。

「後悔するぞッ！　ワイバーンやクラーケンを従える私という客を失ったことをなッ！」

　それを聞きアインは驚いた。

「クラーケンを従えるって──」

「小さなクラーケンだと思いますよ？　いくつか種類がいますし、そもそも大きなクラーケンなんて飼育できるはずがないので。せいぜいが全長三十メートル程度だと思います」

「あー、そういうことか。というか、クラーケンなんて売ってるの？」

「魔物を販売している商会があります。あるいは、貴族なら自分で、欲しい魔物を捕獲するよう冒険者に依頼を出すこともありますから……。とはいえ、人に危害を与えた際には、飼い主も罰せられます」

「そうなんだ、道理で魔物を飼えるわけだ」

「しかし彼の家はそんな魔物を購入できるだけの資産は──」

　クリスが何か考え出したようだが、アインは騒動が収まったのを確認して言う。

「とりあえず、部屋に戻ろうか」

「あっ、ですね。少し休憩しましょうか」

　二人は滑車や魔道具を組み合わせた昇降機に乗り、宿の最上階の部屋へ向かった。







　借りた部屋は広い。

　荷物をフロントに預けてすぐオズの下へ向かったため、室内を確認する余裕はなかったが、入ってみると、贅ぜいを凝らした調度品の中にイストらしさが溶け込んでいる。

　アインがクリスを伴い歩いてみると、新たな発見に目を輝かせた。

「え、なにあれ。水が出る魔道具だよね？」

　ラウンジの片隅に置かれた小さなテーブルの上には大きなクリスタルが浮いていた。

「隣にグラスが並べられてますし、クリスタルの手前に円が書かれているあたり、あそこにグラスを置けばいいんでしょうか」

　しかし蛇口はないし、水が入ったタンクも見当たらない。

「なんでだろ」

　アインはそう言ってソファに腰を下ろす。

　疲れていたからか、沈み込む柔らかさに対し素直に身をゆだねてしまう。

「ふふっ、長旅お疲れさまでした。何かお飲み物を入れましょうか？」

「ありがと。じゃあ早速、水をもらおうかな」

　そう言って彼が視線で伝えたのは、先ほどの正体不明の魔道具だ。

「あははっ、そう言うと思ってました」

　アインはクリスの動きを見守る。彼女も彼女で、少し楽しそうに頰ほおを綻ほころばせていた。

「これ、グラスを置いてクリスタルに触れればいいんでしょうか……」

　何の説明もないが、予想に従いクリスが円の上にグラスを置く。すっと静かに伸ばした手が、宙に浮いたクリスタルに触れた瞬間。

「ッ──な、何もないところから水が出てる!?」

「ほんとだ……すごいですねコレ」

　グラスの上に丸い水の塊が生じたすぐ後、勢いよくグラスに注がれたのだ。

　興味津々な様子で眺めていたクリスがグラスを手に取ると。

「キャッ!?」

　いつもに比べ若干甲高く、か弱い印象を受ける悲鳴をあげた。

「なに、もしかして冷たすぎた？」

「うぅ……なんで分かったんですか……少しびっくりしました」

「グラスが白く曇っているし、相当冷たかったんだろうなーって思って」

　アインはくすくすと上機嫌に笑う。

「偶たまにそんなクリスさんを見るのも悪くないよ」

「もーっ！　アイン様ったら……ッ！」

　頰を上気させたクリスに軽く「ごめんごめん」と言ってから、アインの提案で夕食をとることにきめた。気になる資料を受け取ったばかりだが、まずは食事だ。

　ルームサービスを頼み、二人はとりとめのない会話と食事を楽しんだ。
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　カティマが宿に戻ったのは日が変わる少し前だ。

　彼女はその後、自分の寝室に閉じこもる。ルームサービスの夕食をとりつつ、購入したばかりの本に数時間にわたって目を通した。

　ディルもすでに就寝し、午前四時にさしかかった頃ころ。

「意味が分からないのニャ」

　カティマが呆あきれた様子で言った。

「なにが？　俺が起きてる理由？　それとも──」

「オズ教授から貰もらった資料を読んで夜更かししてたのは分かるニャ。でも、アインの膝ひざの上で寝てるポンコツのことは意味が分からないニャ」

「んぅ……まだ眠ぃ……」

　場所は部屋に設けられたラウンジで、ソファに腰を下ろしたアインが言った通りだ。

「クリスさんだったら、一時間ぐらい前にこんな感じになっちゃったよ」

　膝の上で規則的に呼吸を繰り返し、金糸を垂らしたクリスの姿はどこか艶美だ。

「資料を出してから二時間も経たたないけど、クリスさんはクリスさんで疲れてたんだろうね」

「王太子の膝ひざ枕まくらで寝落ちする近この衛え騎士なんてはじめて見たのニャ。ニャ？　考えてみたら近衛騎士どころか元帥だニャ」

　カティマがため息交じりにアインの手前に腰を下ろす。

「ダメな姉ってそんな感じなんだろうニャー」

「なにそれ。自分のこと？」

　オリビアからしてみればカティマは姉、つまりはそういうことで。

「……やんのかニャ？」

「……やったるニャ」

「ほー、私を相手にその語尾かニャ？　まったく、親の顔が見てみたいニャ」

「昨日きのうまで毎日見てたじゃん」

　お互い夜更かしにより過剰に分泌された脳内麻薬によって、行動に歯止めをかけられない。

「覚悟するニャァアアアアアアッ！」

　ソファのスプリングを利用して飛び上がるカティマ。

　しかし。

「はい残念でした」

　アインが幻想の手を使用した。デュラハンもまさか、こんなことにそれを使われるとは思わなかったろう。当然だが、アインもこんなことに使うとは考えたことはない。

　まさに深夜だからこその荒あら業わざと言ったところで、宙に浮いたまま捕まったカティマが恨み節を漏らす。

「ひっ、卑ひ怯きようだニャッ!?」

「座ろうね。俺の勝ちだからこれ」

　そのまま幻想の手を使いカティマを正面の席に座らせる。

「というか、こんな時間に何やらせるのニャ」

　カティマは脱力し、まさに猫のようにソファに横たわった。

「で、貰った資料にはどんなことが書いてあったのニャ？」

「うーん、少し目を通してもらったほうが早いかも」

「んじゃ渡すニャ──って」

　アインから手渡された資料のタイトルを見て、カティマは尻しつ尾ぽをぴんっと立てて硬直する。

「昔は随分と過激な研究もしてたんだね」

「……まぁ、私も少しぐらい聞いたことはあったニャ」

「目の当たりにすると驚くけど。オズ教授が、闇やみに葬るべき研究だって言ってた理由が良く分かったよ」

「今ではやってない──って信じたいニャ」

　彼女は両手に持った紙の束をもう一度よく見つめ、声に出さずタイトルを読み上げる。

　そこには『異人種の魔物化実験。到達点、人工魔王を目指しての研究』と記載があった。意味することは人体実験に他ならない。

「ふむ……異人種は魔物の一種として扱うべきで、なぜなら、魔王に至る可能性があるからだ。ニャるほどニャ。核という存在を利用してたってことかニャ」

「実験内容はシンプルだよ。異人種に魔石のエネルギーを溶かし入れて核の肥大化を狙ねらう。すると核が人工的に強制成長を遂げていく。ってさ」

「痛みどころの話じゃないのニャ。身体からだの負担を考えると、かなりの被験者が死んだはずだニャ」

「被験者の99・９％が息絶えたって書いてあったよ」

「だろうニャ。でも、99・９％？　成功例が一つでもあったのニャ？」

　カティマが資料を読む目を止めてアインを見た。

「そこそこ強力な魔物に変へん貌ぼうしたって書いてあったよ。結果は殺処分みたいだけど」

「……なるほどニャ。暴走して手に負えなかったんだろうニャ」

「ちなみに資料を読んで気が付いたことがあるんだけど、聞いてくれる？」

「うむ。つづけるニャ」

　アインはそれを聞いてすぐに立ち上がった。ラウンジの片隅に置かれた魔道具に向かい、二人分の水をグラスに注ぐ。

　ダイヤモンドのようにカットされた石に触れると、宙から水が生じてグラスを水で満たした。

　そのまま、ソファに戻り水を飲んで口を開く。

「俺がやってることはさ、その研究とたぶん同じことなんだよね。魔石のエネルギーを吸ってる。ただ過程において痛みがあるのかないのか、それぐらいの違いしかない」

　だからステータスカードにはネームドという文字が現れて、今では文字がおかしくなっているのだ。人間としての成長ではなく、魔物としての成長を遂げた結果だと言い切ってしまう。

　カティマは「確かにそうだニャ」と頷いて返し、ラウンジに漂う空気が更に重苦しく変化した。

　しかし。

「ところで、魔物化したときのデメリットってなんだニャ？」

　雰囲気が一変するカティマの唐突な問い。

「そりゃ会話ができないとかじゃない？」

「それは勘違いだニャ」

　すると、カティマはいつもの調子を取り戻して笑みを浮かべる。

「資料の最初の方にも書いてあったニャ。今では異人種なんて呼ばれてるけど、歴史を遡さかのぼれば異人種は魔物と定義されていた時代があるニャ。これを忘れてはいけないニャ」

「あ、あぁ……言われてみれば確かに」

「というかアインが進化するとしたら、言葉も知らないやっすい雑ざ魚こじゃないのニャ。デュラハンとか思い出すのニャ。魔物ニャけど、あいつら普通の服着てたりしたら、魔物とか判断できないのニャ。エルダーリッチもそうだニャ」

「た、確かに」

「いざとなったら、アインが進化したときに、新しい異人種として登録すればいいだけだしニャ」

　なかなかの力技であるが、そう考えるとなんで深刻な問題のように感じていたのか、当の本人であるアインすら分からなくなってしまう。

「まーそうは言っても、全部が全部問題ニャい！　ってことでもないニャ。前にウォーレンも言ってたけど、これまで例がない症状ニャし、何が起こるか分からないニャ。油断は禁物だニャ」

「うん、分かってる。でも結構気が楽になったよ」

「考えすぎも良くないニャ。多少は安心していいんじゃないかニャ？」

「そう言ってくれると助かるよ。……安心したらトイレ行きたくなってきたし、ちょっと行ってくるね」

　アインは優しくクリスの頭を持ち上げ、クッションを枕にしてラウンジを後にする。

「さてニャ」

　ソファの上で居を正したカティマがクリスを見る。

「クリス、今の話は他言無用だニャ。たとえ相手がお父様たちでもニャ」

「……私が目を覚ましていたこと、お気づきになってたんですね」

　実のところ、クリスは目を覚ましていたのだ。

「アインの幻想の手のときに起きたんニャろ。私はそういうのに敏感なのニャ」

「その、起きるタイミングを失してしまって……それと陛下に尋ねられましたら、私としては黙っているわけにはいかないのですが……」

「なら、話は早いのニャ」

　カティマはグラスを手に立ち上がり、水をいれるため魔道具に近寄る。

　歩く後姿を静かに眺めていたクリスはふと、カティマが纏まとう気配が変わったことに気が付く。やがて振り返った彼女の顔は、長年城に居たクリスですら見たことのない、どこか神々しい表情だ。

　戸惑うクリスを気にすることなくカティマは宣言する。

「クリスティーナ・ヴェルンシュタイン。そなたに第一王女、カティマ・フォン・イシュタリカが王族令を発令します。イスト滞在中に得られる情報のうち、アインの魔物化に関する情報を口外することを禁じます。これは他の王族を含む、すべての存在に口外してはならないものとします」

　王族令を用いたカティマからは、いつもと違う覇気のような気配が漂ってくる。彼女もまた、イシュタリカ王家の者ということを忘れてはならない。

　反論する隙も無く、クリスは思わず頷いた。

「素直に了承してくれてよかったのニャ。真ま面じ目めな態度は疲れるのニャ。まったく」

「まさか王族令を使われるなんて……」

「生意気な甥おいっ子このためだニャ。アインも隠したいことぐらいあるだろうしニャ」

　かっかっかっ、上機嫌に笑うカティマはいつものカティマだ。

　一方で、毒気を抜かれた様子で苦笑したクリスはアインが帰る足音に気が付き、急いで乱れた髪の毛を手櫛ぐしで整えだす。

「最悪のときは、歴史を繰り返すかもしれないけどニャ」

　カティマの呟きはクリスの耳にも届かず、あっという間にアインが戻った。

「ただいまーって。クリスさん起きてたんだ」

「お、おおお……おはようございます……ッ。その、色々と申し訳ないことをしちゃって……」

「いやいやいや、謝りすぎだってば！」

「アイン。クリスは膝の上で寝落ちしたのが恥ずかしくて仕方ないのニャ」

「そうですけど！　わざわざ言わなくてもいいじゃないですか!?」

　最後はいつも通り、三人はこれまでと同じ態度で賑にぎやかに言葉を交わし合う。

　思えば明日から人攫さらいの調査をしようと考えていたが、夕方からに時間をずらそう。そうでなくては睡眠時間が足りない。

　間もなくラウンジの活気にディルが気が付く。

　彼に「もう休みましょう」と提案され、三人は個人の寝室へと向かう。




　寝室に入ってすぐ、アインは着ていた服のポケットを漁あさる。中にあったメッセージバードを出してみると、青白く光っているのに気が付いた。

「早速返事をしてくれたんだ」

　自然と口角が上がる。

　メッセージバードを手に持つと、送る時と同じように魔力を流した。

『無事に着いたみたいで安心したわ。陛下たちにも伝えて差し上げたら、私と同じぐらい安心してたみたい。その、私の返事が届く頃は夜かしら？　寝ていたらごめんなさい。あ、あと、私が看病してあげられないところで風邪なんて引いたらダメだからね？　……だから、今日はおやすみなさい。また今度、余裕がある時に連絡してね』

　クローネの声が終わってから、アインはしばらくの間放心していた。

　この感情をどう表現するべきか？　クローネらしくも、どこかいじらしく、自分を心配してくれる言葉に心が温まる。

　すぐに返事をしようとしたが必死にこらえた。メッセージバードの回数にも限度があるからだ。

　アインはその後ベッドに入り、クローネの言葉を思い出しながら意識を手放したのだった。
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　昼前、アインは目を覚ましてからクリスを連れて町に出た。

　ディルは居ない。彼はカティマの付き添いとして別行動をしているからだ。

「すごい賑わってるね」

　と言ったアインが歩く大通りは、多くの観光客たちで賑わっていた。店は王都に劣らず多く立ち並び、何を売っているのかとアインの気を惹ひくばかり。

「でも店内が見えないのはもったいないよね」

　アインはそう言ってとある店の前に立ち止まると、白い壁をコンコンと叩たたく。

　すると。

「ッ──え!?」

　店の壁がガラスのように透けたのだ。

「ふふっ、それも魔道具ですよ」

「こんなところまでイストらしさがあるなんて……」

　壁から手を離すと、数秒と経たたず白さを取り戻す。

　アインがもう一度触れると壁が透け、店内の様子がまた見えるようになる。アインは呆あつ気けにとられたまま数度に渡りそれを繰り返す。

「アイン様、遊びすぎですよー？」

「いやこんなすごい魔道具があるなんて思わなかった。感動してる」

「でも使いどころは中々難しいですよね。それ」

「どうせなら、カティマさんの部屋の壁をこれに代えて驚かせたいかも」

「……ダメですからね？」

　すると、クリスは「相変わらずなんですから」と頰ほおを綻ほころばせる。

「ところで、カティマ様は何をしてるんでしょうね」

「ディルは生いけ贄にえになったんだよ。分かった？」

　別行動と言えば聞こえはいいが、結局のところ、ディルはカティマの荷物持ちだ。

　恐らく彼は今、護衛をしつつカティマの面倒をみているはず。

「えっと……私も護衛の立場からすれば、カティマ様を別行動させるのはまだ心配なのですが」

「クリスさんの言うことも分かるけどさ」

　だが、カティマだから仕方ないのだ。

「あっちのほうに行ってみよっか。お店もたくさんあるし、人攫いについて何か情報があるかも」

　アインが見たのは大通りから少し外れた通りだ。少し人通りが少なくなるものの、これぐらいならと頷うなずいたクリスがアインの隣を歩く。

　イストの街並みを堪能しつつ、アインは人攫いの調査にあたった。




　──二人で調査なんて難しくて当然なのだ。

　痕こん跡せきらしい痕跡や、耳寄りな情報が集まらぬまま空が濃い瑠る璃り色いろに覆われていく。

　細い路地で立ち止まり、アインは開き直った声でクリスに言う。

「言い訳してもいい？」

「ええ、どうぞ」

「路地に入るとイストって道が分かりづらいよね。叡えい智ちノ塔も見えないし、方向感覚が良く分からないや」

「確かに独特の作りですが、それならなぜ細い道に……。いえ、止めなかった私が悪いですね……私ってなんか最近、アイン様に流されっぱなしでダメな護衛です……」

「い、いやいや……ごめんって……」

　二人を囲むのは道と言うよりも、家々の隙すき間まと言った方がいい広さ。

　クリスが屋根に一っ飛びすれば方向が分かるはずだが、何はともあれ、目立つ真ま似ねは避けたいところ。

「途中から探検気分があったのは否定できないような」

「もう……分かりました。宿に戻ったら私とディル、どちらが振り回されたのか答え合わせしますからね？」

　別に大丈夫、なんて言いつつ道を進みつづけたのだから、アインとしても強く言えなかった。

「大通りには騎士が居たのに、ここにはいないんだね」

「巡回経路に入っていないんだと思います。こんな場所に足を踏み入れる者も普通はいませんから」

「……」

　ぐうの音も出ない正論にアインがそっぽを向いた。

「あ、でも人が走ってくるし。帰り道を聞いてみよっか」

　ふと、目の前から近づいてくる人の姿に気が付いたのだ。

　しかし勢いよく走る姿は、近づくにつれアインとクリスに緊張感を抱かせる。

「クリスさん」

「ええ。何かに追われているようです」

　そう言って、クリスがレイピアを抜いた。




　近づいてきたのは少女だ。

　頰が煤すすけたように汚れており、服は服と言ってよいのか疑問に思うほどボロく薄い。靴も履いておらず、一般的な民とかけ離れた姿だった。

　瘦やせこけているが、年の頃は十五歳ほどだろうか。

「はぁ──はぁッ！」

　耳を澄ますとアインにも聞こえる荒い呼吸の声。

　よく見ると、少女を追う数人の男たちの姿に気が付かされる。

「雇われの冒険者か何かでしょうね」

「だろうね。で、あの子は追われてる」

「理由はどうあれ見過ごせませんね。アイン様、私の後ろにいてください」

「ん、りょーかい」

　刻一刻と狭まる両者の距離。

「ッ──助けてくださいッ！　お願い……お願いしますッ！」

　ついに少女がアインとクリスに気が付き叫ぶ。

　男たちもまた気が付いたようだ。

「おい、どうすんだ!?」

「知らねえよ。一緒に連れて行きゃいいだろうさ」

　声を聞き、アインは目を白黒させた。

「もしかすると、もしかしたんじゃないかなって思うんだけど、どう？」

「偶然ですからね？　あくまでも偶然のことで、意図があってこんな場所に迷い込んだわけじゃありませんからッ！」

「分かってるってば。運が良かったってことにしとくからさ」

　人攫いに関連している、アインはそう考えたのだ。

　クリスもまた同意したようで、彼女は心の内で男たちを生け捕りにすると強く考える。

「そうと決まれば、ここに長居は必要ありませんので」

　一陣の風が吹いた刹せつ那な、皆の視界からクリスが姿を消す。

「ほんと、目にもとまらぬってやつだ……」

　気が付くと少女の背後で男たちがうつぶせに倒れている。ある者は軽く血を流し、またある者は手にしていた剣を真っ二つに切り裂かれる。

　動転した少女の目の前に、唐突にクリスが姿を見せる。

「大丈夫ですか？　我々は──」

　身分を明かし保護しようと試みたのだが。

「あっ……」

　少女は安あん堵どしたのか、あるいはクリスの行いに当惑したのか。

　倒れるように気を失ってしまい、目の前に立つクリスが慌てて少女の肩を抱き、「え、え？」と戸惑いの声を上げてアインを見た。

「一つ確定的なことがあるんだ」

「な、なんですか!?」

「その子に道を聞けなくなったってこと」

　元をたどればアインの冒険心のせいだ。

　ただ、何か手掛かりのような騒動に出くわしたのも事実で、クリスは小さく息を吐いて少女を背負う。倒れた男たちは騎士に運ばせるとしよう。

　二人は目配せを交わし、この細い路地を後にした。
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　少し時間が掛かったものの、大通りに出てクリスが騎士に命じた。ステータスカードを提示された騎士は、慌てて命令に従い男たちの確保に向かったのだ。

　余っていた寝室に少女を寝かせて数時間、日が変わる前に彼女は目を覚ます。

「ここは……」

　ベッドの上で上半身を起こしてすぐだ。

「あ、目を覚ましたのニャ？」

「ッ──貴方あなたは!?」

「まぁ後で説明するニャ。お前たち！　目を覚ましたニャーッ！」

　カティマの叫ぶような声に誘われ、ラウンジからアインとクリスの二人が足を運ぶ。クリスは食事の乗ったトレーを手にしている。

　入れ代わりに、カティマは眠たそうに瞼まぶたを擦こすって退室した。

「お腹なか減ってるでしょ。まずはご飯でも食べてゆっくりしてほしいんだ」

　トレーの上に載せられた料理から湯気が舞い上がる。食欲を誘う香り。少女は煤けた頰ほおに一筋の涙を流し、汚れた服でそれを拭ぬぐった。

「いいんですか？　私がそのようなものを食べても」

「大丈夫。君のために用意したんだ」

「ッ……いただき、ます」

「ゆっくりでいいよ。別に急せかしてないからさ」

　クリスからトレーを受け取ると、少女は不健康に細い指先でフォークを摑つかむ。

　不慣れそうに手を動かしながらも、乗せられた料理をゆっくりと咀そ嚼しやくしていった。

　温かな食事も久しぶりだったのだろう。少女は涙を流しながら食事を頰ほお張ばる。

（スラムの孤児か）

　少女の服装や湯を浴びているとは思えない姿はまさに孤児だ。彼女を連れてきてから、カティマが少女を見てそう断定した。




　それから数分後には少女の食事が終わった。

　血色も良くなったように見え、少女がはっとした様子で頭を下げる。

「私のような存在に、これほどの食事を与えてくださって感謝に堪えません」

「気にしないでいいよ。でも、一つ尋ねてもいいかな」

「……私を追っていた者たちについて、でしょうか？」

「そう、なんで君が追われてたのか聞きたいんだ」

「……分からないんです。私が家──家と言っても粗末で小さな小屋ですが、そこに戻ったとき、私の帰りを待つ妹の代わりに、あの男たちが居たんです」

　座っていたアインがクリスと目配せを交わすと、クリスが穏やかな声色で少女に尋ねる。

「失礼ですが、その妹さんは今どちらにいらっしゃるんでしょうか？」

「わ、分からないんです……ッ！　どこかに連れていかれたみたいで、私も、連れていかれそうになって……ッ」

「──ありがとう。事情は分かったよ」

　少女は捕まるまいと必死に逃げたのだ。

　アインは苛いら立だち、ぐっと握りしめた右手に爪がめり込む。

「お願いしますッ！　施しを受け、更に施しを求める不ぶ躾しつけな女の願いですが──ッ」

「俺たちもあの男たちを追っていたんだ。大丈夫、妹さんも助けるから」

　涙と鼻水で顔を濡ぬらした少女がアインの言葉に安堵する。

　互いにまだ素性も知らず、名前も教えていない。しかし今は、互いにそれを悠長に話す余裕が無いのだ。

「もう少しお休みください。また明日、お話を聞かせていただければと思います」

　クリスがそう言って温かな紅茶を差し出すと、少女は恐る恐る受け取った。

　くっ、と一口飲んですぐ、二口目を口に含み嚥えん下かする。

「……ありがとうございます」

　その言葉を聞きアインは立ち上がる。

「飲み物と軽い食事をここに置いて行くよ。お風ふ呂ろも自由に使っていいからこの部屋で休んでて。明日の朝、また来るからゆっくりしててほしい」

　少女に笑みを向け、アインはクリスと共に部屋を出る。

（そういえば）

　アインはある疑問を抱いた。

　というのは、少女がスラムの孤児だというのに知性的なことについてだ。しかし大した問題でもないかと考えると、そのままの足でラウンジに向かう。




　ラウンジに戻ってすぐのことだ。

　コンコン──扉がノックされ、アインの返事を聞いて開かれる。

「ただいま帰りました」

　ディルが疲れた様子で帰った。

「おかえり。尋問の結果、どうだった？」

「少しだけ報告できる情報がございますので、こちらを」

　懐から一つの封筒を取り出すと、ディルがそれをアインに手渡す。アインはすぐに封を開け中の紙を取り出した。

「そりゃ、簡単に分かるわけないか」

　首謀者の名が分かることを期待していたのだが、そう上う手まくいくはずもない。

　代わりに気になる情報があった。

　男たちが攫さらった子供たちはスラム街の外れで受け渡されていた。特に女が金になり、近頃は少女を狙ねらって攫うことが多かったと情報を得た。そして極めつきは。

「受け渡した人を乗せた馬車が、叡智ノ塔に向かうのを偶然見かけた──ね」

　通常、攫った少女を受け渡す際には何人もの中継を挟んでいたのだが、その目撃者は偶然、少女を積み込む馬車を見ていたとのことらしく。

「いやー……なんか色々とキナ臭くなってきたね」

　ここで叡智ノ塔が出るなんて思いもしなかったからだ。

　イストの中心で存在を主張する例の建物と人攫い、この二つがどう重なって、この町で何が起こっているのか。

　ここ最近のめまぐるしさに、アインはついに頭を抱えた。
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　翌朝、アインはクリスを連れてテラス席のあるカフェに居た。

　目を覚ましてすぐに騎士の詰所に足を運び、新たな尋問の成果がないか尋ねた帰りだ。

「口を割っていないというよりは、何も知らないみたいですね」

　と、クリスが注文したサンドイッチを食べ終わってから言った。一方のアインもまた食事を終え、冷たい果実水を一気に飲み干す。

　この辺りの通りは観光地の面もあってか賑にぎわっている。

　大人おとなしい二人と対照的に、笑い声が入り乱れ活気があった。

「アイン様、アイン様」

「んー。なに？」

「色々とお考えのようですけど、ここから先はもう、他の者に任せるべきではないかと……」

「……だよねー」

　わざわざ王太子がこれ以上首をつっこむこともない。

　すでに、叡えい智ちノ塔という影響力の強い施設が関わっているのだから、ここから先はウォーレンに頼ることが最善だと、アインも分かっているのだが。

「立場も、本来の赤あか狐ぎつねっていう目的も忘れてない。ただ少しスッキリしないだけなんだよね」

「アイン様は勇敢ですから。お傍そばにいる私が良く知ってますよ」

「そう言われると照れるんだけど……まぁいっか」

　一人、少女を保護できただけでも御の字だ。

　ここから先はアインでなければならないという理由もない。

　海龍騒動と違い、大勢の騎士を動員しての調査がはじまれば解決に至るはず。

「そうです！　せっかくですから何か気分転換でもしていきましょう！」

「えっと、気分転換？」

「はい！　考えてみれば、イストで観光のようなことはしてませんし、ね？」

「オズ教授から連絡も来てないし、少しぐらいはいいかもしれないけど」

「返事を待つ間ぐらい、アイン様の休暇として扱っても誰だれも文句は言いませんよ。例えばそうですね……魔物闘技場なんていかがでしょう」

　ピクッ、とアインの眉まゆが上がる。

「なにその素敵な場所。イストにあるの？」

「ふふっ、はい！　イストの名物と言ってもいい場所なんです！」

　クリスが立ちあがり、アインに手を差し伸べる。

「どこにあるの!?」

　アインは興奮した表情で手を取ると、彼女に手を引かれるまま立ち上がった。

　以前と比べ背丈の差が小さくなったからか、意外と目と目の高さが近く、クリスが一瞬、照れくさそうに目を逸そらす。

「こ、こほん！　この通りを進んだところにありますので、早速行ってみましょうか？」

「もちろん！」

　歩き出した二人の、特にアインの足取りは軽い。

　ここ数日の気が滅入ることをさておき、久しぶりに心から楽しめそうな場所だと、魔物闘技場へと足を進める。




　十数分も歩いた頃ころ、高まる活気と独特の光景にアインは目を輝かせた。

「ッ──!?」

　通りを抜けまず足を踏み入れたのは広場だ。

　石畳が敷き詰められたそこに居たのは、見たこともない魔物の姿ばかり。そのすべてが大きな鎖に繫つながれ、見張りが当たり前のように付き添っていた。

「うわぁ、すごい……ッ」

「たくさんいますね。バイソン、スライム。あ！　あっちを見てください！　ワイバーンですよ！」

「ど、どこどこ!?」

　龍もどきと言えば聞こえが悪いかもしれないが、翼の生えた巨大な爬は虫ちゆう類るい、それはもはや龍といっても過言ではない。

　海龍という巨大な龍を目の当たりにした過去があるものの、興奮は冷めやらない。

「あっちです！　あっち！」

　クリスがアインの顔の傍で指を伸ばす。

　その先に、彼女が見つけたワイバーンの姿があった。

「ほんとだ……あれがワイバーン」

「緑色の体たい軀くですから、その色の通りグリーンワイバーンですね。飼うなら一頭当たり、月に百万Ｇは餌代で飛んでいっちゃいます」

「あぁ！　前にマジョリカさんの店で買った、美お味いしくない魔石の！」

「お、覚え方がひどいですね……」

　しかしそれが何よりも印象深かった。

　アインとクリスの視線の先に居たグリーンワイバーンは、ヘビのような薄い鱗うろこで全身が覆われており、コウモリのような翼に血管が浮いている。

　節ばった手足の先には、鋭い爪が三本、存在を主張していた。

「思ってたよりも小さいんだね。一般的な馬車ぐらい？」

「ですね。個体によっては大きなワイバーンもおりますけど、色も違いますので」

　例えばそうですね、彼女はそう言い唇に指を押し当てる。

　形がよく、艶つやめいた唇が指にあわせて形を変える様。クリスという女性の美が相まってどこか悩ましい仕草だった。

「あ！　いましたよ！」

　クリスがもう一度指をさした方角に、先ほどのグリーンワイバーンより巨大なそれがいた。

「妙に大きいというか、さっきの個体と別格過ぎない？」

　巨きよ軀くを惜しげもなく晒さらすワイバーンの体色は赤い。

　隆起した筋肉が手足を覆い、鱗はグリーンワイバーンと比べ分厚く逞たくましい。

　翼を広げた姿は圧巻で、ありふれた民家二階建てに相当していそうだ。

　ギョロッと鋭い眼光を見て、周囲の魔物がおびえたように声を漏らしている。我が物顔で辺りの魔物に強気に出ている姿はどこか、興奮した粗暴者に見えてならない。

「近づいてみましょうか。手を出さなければ問題ないはずですから」

　クリスに連れられアインが歩く。

　多くの観衆の注目を集める、紅あかい巨軀のワイバーンに近づいた。

「グルゥ──？」

　距離にして十メートル程度の近く。

　アインが「おぉー」と感嘆した声を漏らすと、ワイバーンと目が合った。するとワイバーンは硬直してしまい、ざっと音を立ててアインから後ずさる。

「俺、逃げられてない？」

「ええ……逃げられてるみたいです」

　覚えがない。ただ近づいただけなのに。

「あ、もしかして」

　クリスが閃ひらめいたようで手を叩たたく。

「ネームドっていうぐらいですし、アイン様の身体からだに宿った海龍の力を恐れてるのでは？」

「なるほどね。言われてみればそんな気がしてきた」

「あははっ……ワイバーンが可哀かわいそうですし、少し離れて見ていましょうか」

　素直に応じたアインが数歩下がる。

　すると、辺りの観衆の声が聞こえてきた。

「いや、それにしても立派なワイバーンですな」

「さすがはセージ子爵だ。どのような育成をされているのか気になって仕方ない」

「うむ。あの筋肉質な身体は私もはじめて拝見する」

　他の観衆も認めるほどのワイバーンなのだろう。

　しかしそんなことよりも、アインは会話に出た名前に頰ほおを引きつらせるばかり。

「クリスさん、聞いた？」

「はい……残念なことに聞いてしまいましたね」

　先日、宿で騒いだばかりのセージ子爵の名を聞いてしまったせいで、一気に気分が消沈した。立派なワイバーンなことは理解できるが、主人がセージ子爵と聞くと気が滅入る。




　するとタイミングの悪いことに、セージ子爵が現れワイバーンの下に足を運ぶ。

「皆、この私のワイバーンが羨うらやましくて仕方ないようだ」

「子爵が保有するワイバーンのなかでも、最高峰の一頭でございますので」

　アインが先日見かけた時と同じく、数人の騎士を連れての登場だ。

「今日の大会も私の優勝だろうな。また懐が潤って──む？　珍しく緊張でもしているのか？　まったく、みっともない姿を晒さらすんじゃないッ！」

　セージ子爵が鞭むちを取り出し、ワイバーンの足元に向けて振り下ろす。

「ガァアアッ!?」

「気合を入れなおせッ！　お前にいくら金がかかってると思ってるんだッ！」

　それから何度か鞭を振り下ろすが、一向にワイバーンの瞳ひとみに覇気が戻らない。

　観衆は抵抗しないワイバーンに高い調教技術を感じ取り、一方のアインは、自分のせいだという罪悪感に苛さいなまれた。

「はぁ……はぁ……なんだ、もしや誰かに薬でも盛られたのか？」

「子爵、その可能性が高いのでは？」

「怯おびえ方が普通ではありません。周りに怪しい者でも──」

　周辺にいるのは、魔物の調教師やその飼い主、あるいは闘技場にやってきた観客ばかり。

　言わずもがなローブを羽織ったアインとクリスは目立つ。

「嫌な予感がしてきた」

「奇遇ですね。実は私もなんです」

「今から逃げるように立ち去るってのも、逆に面倒くさそうだよね」

「……ですね」

　予感が的中し、セージ子爵がアインに近寄る。

「貴様ら、先ほどから私のワイバーンを眺めていたようだが」

「ええ、でも、見ていただけですよ」

「どうだか分からんな。顔も隠して、何か後ろめたいことでもあるのではないか？　おい、誰かこやつのフードをとってやれ」

「では私が」

　一人、セージ子爵が連れた騎士がアインの前に立つ。手を伸ばし、アインが着たローブのフードをとろうと手を伸ばしたのだが。

「それは許されません」

　クリスが騎士の妨害をしてアインを守る。

　しかし身体を乗り出したせいか、彼女のローブが一瞬だけ脱げてしまう。

　晒されるのは日の光を反射し神々しく輝く金髪と、溢あふれんばかりの人間離れした美び貌ぼうだ。

「くっ」

　慌ててフードを被かぶりなおすも、一瞬だけ見えた美貌はセージ子爵の下卑た欲望を搔かき立てるのには十分すぎた。

「私の宿で詳しく話を聞こうじゃないか」

　伸ばされるセージ子爵の手。

　贅ぜいにより肥えた太い腕がクリスの腕を摑つかもうとした刹せつ那な。

「やめろ」

　クリスがアインをかばったように、今度はアインがクリスをかばったのだ。

「随分な口の利きようだが、貴様、私を誰だれだと──」

「彼女は私の大切な人だ。手を出すことは許さない」

　食い気味に言われ、尊大な言葉遣いながらセージ子爵は息を飲んだ。

　得体も知れぬただの冒険者、その程度の認識だったというのに、まるで怪物でも目の当たりにしているかのような威圧感。

　相対するのは少年程度の体軀ながら、魔物の巣に放り込まれたと錯覚する恐怖を抱いた。

「もう一度言う、私たちは見ていただけだ」

　だから静かに手を引け、暗にそう言われセージ子爵が無意識に頷うなずく。

「……本当に無作法で礼儀を知らぬ小僧のようだ。しかし今日は、その蛮勇に免じてやろう」

「子爵ッ!?　今日の大会はどうなさるのですか!?」

「知らんッ！　ワイバーンが使い物にならんのだからどうしようもないだろうッ！　闘技場の管理人へ伝えろッ！　私のワイバーンも檻おりに入れておけとなッ！」

　セージ子爵は振り返ると大おお股またでアインの下を離れていく。

　騎士もまた、彼を追って慌ててこの場を立ち去った。

　観衆が今の騒動に呆あつ気けにとられるなかを、アインはため息をつき、クリスの手を強引にとって歩き出す。

「アイン様ッ!?」

「今日はもう帰ろ。変な奴やつに会っちゃったし」

「わ、分かりましたけど……手！　アイン様！　私の手を握ってますよ!?」

「いいから、早くここを離れよう」

「よよよよよ、よくないですってばッ!?」

　足早に前を歩くアイン、彼に強引に手を引かれることに嬉うれしさを感じてしまい、クリスは本気の抵抗をすることを忘れていた。

　前を歩くアインは、先ほどのセージ子爵の振る舞いに苛いら立だちを隠しきれていない。

「民を導くはずの貴族なのに、どうしてあんな成金みたいな」

　ふと、成金という言葉に引っ掛かりを感じた。

「セージ子爵が成金？　いや、それはちょっとおかしいはずじゃ」

「あのー、アイン様ー……？」

「あ、ああごめん。ちょっと気になっちゃって」

　徐々に歩く速度が落ち着きを取り戻すと同時に、二人の重なっていた手がそっと離れた。

　クリスが名残惜しそうにアインの手を眺めていると、アインは気が付かずに疑問を口にする。

「一つ聞きたいんだけど。クリスさんこないだ、セージ子爵の家は財政が傾きつつあるって言ってたよね？　それってつまり、財政状況が悪いってことだと思うんだけど。そんな状況で、ワイバーンとかクラーケンを飼うことってできるの？」

　急な質問にきょとんとしたクリスだが、次の瞬間には首を振っていつもの調子を取り戻す。

「実は先日、私も変だなって思ったんです」

「うん。やっぱりおかしいってことか」

　それがどうしたんですか？　小首を傾かしげるクリスに答えず、アインは虚空を見つめ考え込む。雑踏の音が消えるほど集中すると、いくつかの言葉が脳裏に浮かぶ。

「ちなみになんだけど、魔物闘技場の大会で勝つとお金がもらえるの？」

「賞金ですね。たしか数百万Ｇほどだったと思います」

　しかしその賞金だけで魔物を何頭も、それも巨大な魔物を飼育できるのだろうか。

（小さいとはいえ、クラーケンもいるんだし）

　財政が傾いている貴族に支払えるだろうか？　腐っても貴族、資金はどこかしらから捻ねん出しゆつできるのかもしれないし、自分が気にし過ぎなのかとアインは眉まゆをひそめた。

「なんか引っ掛かるんだよねー……」

　アインが呟つぶやいて間もなく、石畳にポツリと雨粒が影を作る。

「雨が降ってきちゃいましたね。私、折り畳みの傘を持ってますよ」

「あっ、ありがと」

　クリスが傘を持ち二人で傘の中に入る。

　傘に落ちる雨の音の中、雨雲に覆われた灰色の空をアインが見上げる。

「なにあれ、オーロラ？」

　気が付くと灰色の空を彩るオーロラがイスト上空を覆っていた。はじめてみる光景に、アインは思わずオーロラへ手を伸ばした。

「叡えい智ちノ塔に設置された巨大な魔道具です」

　そう言って、クリスは中心にそびえ立つ叡智ノ塔に視線を向けた。

「仕組みとかは分かりませんけど、曇り空のときは、自動で人工的にオーロラを生み出す──って前に聞いたことがありますよ」

「へぇー……なんか無駄にすごい」

　幻想的に揺らめく緑色のオーロラは、叡智ノ塔を中心に町中に広がる。時に色を蒼あおく、紫色に変えて旅するように町の外に流れていくのだ。

　アインは立ち止まり、叡智ノ塔の上空をぼーっと眺める。

「叡智ノ塔か」

　塔の中に攫さらわれた人々がいるのだろうか？　王族令を用いて立ち入り調査をしたいぐらいだ。

「……んッ!?」

　そんな風に考えていると、頭の中でパズルのピースが埋まったような閃きを得た。

「人攫いは儲もうけるのにもってこい……」

「えぇっと、アイン様？　急にどうされたんですか？」

「あの、クリスさん。セージ子爵が叡智ノ塔に研究室を持ってるのか、大至急調べてもらうことってできる？」

　彼女はアインの勢いに面食らったものの、すぐに思い出して答える。

「調べなくても分かりますよ？　セージ子爵の先代はご立派な方でしたので審査も通り、資金力も認められておりましたので、先代に引き続き研究室を保有しているかと思います……が……」

　そしてクリスも気が付いたのだ。

「アイン様、それってもしかして」

「気が付いたと思うけど、セージは重要参考人ってことだね」

　羽振りの良さ、そして叡智ノ塔へ向かったという人攫いの馬車。

　犯人確定とまでは言えないが、もはやセージ子爵が重要参考人なことは言うまでもない。

　唐突に降り出した雨と叡智ノ塔のオーロラに、アインは心の内で感謝した。
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◇　◇　◇






　──叡智ノ塔。

　セキュリティの高さはカティマも認めるだけのことがある。長い間、魔法都市イストの中核を担ってきた施設とあって、正規の手段を踏まねば入り込む隙すき間まは無い。

　まるで要よう塞さいだ。

　アインは再度カティマから叡智ノ塔について聞かされ、どうしたもんかと頭を悩ませた。

　徹底された情報管理と厳重な警備体制により、今日この日までの新たな技術開発を支えてきたと言っても過言でないのだ。




　アインはバルコニーに出ると、茜あかね色いろの空を眺めながらカティマに尋ねる。

「王族令を使って強引に立ち入るってのはどうかな」

「中には入れるニャ。でも、証拠隠滅をされたらどうするのニャ？」

「あっ、そっか……」

「例えば跡形もなく焼却されたら、何も証拠が残らないのニャ。すると、アインが使った王族令が不適切だったと判断されてしまうこともあり得るニャ」

　それは避けなければならない。

　しかし、ならばどうやって叡智ノ塔の内部を検あらためるのかという問題だ。

「査察隊を組織して中に入るのも論外だニャ。研究室に立ち入るまでに証拠隠滅ニャ」

　叡智ノ塔は地上五十階建てだ。

　中は広く、昇降機を用いて移動しても時間が掛かる。

「どうせ王族令を使うなら、セージ子爵を呼び出したらどうかニャ？」

「一度捕縛して、どこにも連絡させないようにするってこと？」

「ニャ」

「……でもさ、攫った人を受け取るのに中継を何度も挟んでるんだし、警戒心は強そうじゃない？　なんか対策してそうなんだよね」

「言われてみるとそうだニャ。まったく、これじゃ忍び込むしかないニャー」

「でも忍び込めるのかって話だよね」

「前途多難だニャ」

　バルコニーから見える叡智ノ塔、決して遠くないというのに、その中は別世界のような隔絶された場所。

　どうするか迷ったアインに対して、




「まぁ、忍び込む方法がないわけじゃないニャ」




　ニヤリと笑ったカティマが言う。

「アイン、私が前に言ったことを覚えてるかニャ？　叡智ノ塔は、旧式の炉に頼りきりになってるって話だニャ」

「覚えてる、覚えてるけど──それと忍び込めることが関係してるの？」

「してるのニャ。さて、中に戻っていいものを見せてやるニャ」

　バルコニーからラウンジに戻るカティマを追い、アインは少しの期待感を煽あおられた。

　戻ってすぐ、カティマは自身の寝室に向かって行ったと思いきや、小さな手帳を片手にアインの下へ帰る。

　二人はソファに腰を下ろした。

「これ、私が仕事で気付いたことを書き記してるものだニャ」

　すると、彼女は開いてある一ページを肉球で指し示す。

　いくつかの挿絵が丁寧に描かれていた。

「とてつもない機密なのニャ。ここに描いてあるのは、叡智ノ塔の地下炉の仕組みなのニャ」

「……地下の丸いプールみたいなところから管が伸びて、それがまっすぐ塔の一番上に向かってってる。階層ごとに枝分かれしてるんだ」

「何か分からないかニャ？　私が前に言ったことをよく思い出すのニャ」

　叡智ノ塔は、旧式の炉に頼りきりになっているということ。

　加えて今目にした図によれば、言うなれば一つしかない炉が全てのエネルギーをまかなっているということ。

　人間にとって、心臓が一つしかないのと同じことだ。

「あのさ、叡智ノ塔内部のセキュリティって」

「勿もち論ろんそっちも、エネルギー源はすべて地下の炉に集約してるニャ」

　なるほど、そういうことなのだ。カティマが言いたいことをアインが理解する。

「つまり、地下の炉を──」

「そうニャ！　地下の炉を」

「壊してしまえばいいのか！」

「……馬鹿を言うんじゃないニャ。んなことしたら、被害額は天文学的数字だニャ」

　カティマは呆あきれた様子で肩をすくめた。

　すると彼女は一つの挿絵を指さした。

「ここをよく見るニャ」

　それは円状のプールのようで、何か液体が詰め込まれているように見える。

　液体が詰め込まれたそこは巨大で、地下空間のほとんどを占領していた。

　更にその中央部には、地上目掛けて伸びる巨大な装置と、幾本ものパイプが描かれている。

「ここに溶かされた魔石が溜ため込まれるのニャ。で、その液体は最下層にあるスクリューで撹かく拌はんされる仕組みだニャ」

「それって撹拌するとどうなるの？」

「液化魔石は撹拌することで、多くの魔力を生み出すのニャ」

　それで、と彼女は言葉をつづける。

「生み出された魔力は中央の装置──タービンを通って専用のエネルギーに変換されるのニャ。つまりタービンさえ止めてしまえば、施設内のエネルギー供給も止まってしまうのニャ」

　言い切ったカティマはプール中央部の装置を指さした。

「そう言うことか。でもタービンを止めるってどうやって？」

「そりゃーあれニャ。アインがなんとかするしかないニャ」

　肝心なところで引っかかってしまう。

　アインは再度、どうしたものかと腕を組んだ。

「何か安全装置とかは無いの？」

「タービンがオーバーヒートするだけのエネルギーを生み出すには、液化魔石を更に勢いよく撹拌するしか方法は無いニャ」

「じゃあ、なんとかしてスクリューを勢いよく回すしかないってこと？」

「んむぅ……そうなんニャけど」

　歯切れの悪い言葉のあと、彼女は苦笑して頰ほおを搔かく。

「スクリューの安全装置が作動する方が、タービンのオーバーヒートより早いのニャ」

　そんなのどうすればいいんだよ。

　アインが頭を抱えた。

「それってもう、液化魔石を人力で撹拌させるしかないじゃん……」

　だがそれは不可能に近い。

　尋常ではない量の液化魔石を撹拌させるなんて、それこそ水中で生きる魔物でなければ不可能だ。

「魔物……水中で生きる魔物か……」

　何か方法を思いつきそうだ。

　デュラハンの力を使う？　いや、それはただの破壊活動だ。

　あるいはエルダーリッチだろうか？　そもそも、どのような技を使えるのかまだ理解に至っておらず、今回は当てにならない。

　他に何か力があったはずだと考えて間もなく。

「──あった。液化魔石を撹拌させる方法、一つだけあったよ」

　今まで使い道が無かったスキルだが、確かにアインが得たスキルがあるのだ。

　やっと糸口が見えた。

　アインは自然と口角を上げて白い歯を露出させた。

「後はどうやって炉まで行くかなんだけど、どうしたらいいと思う？」

「待つのニャ！　その方法っていったい」

「後でちゃんと教えるよ、だから先にこっちを」

　閃ひらめいたアインに、カティマは最初から用意していた言葉を言う。

「むむむっ……それならオーガスト商会に協力を頼むといいニャ。意味は分かるニャろ？」

「ッ──なるほどね。でもそれだったら、最初からそのまま叡智ノ塔の上層部に侵入すればよかったんじゃない？」

「あくまでも地下と研究施設は経路が別だニャ」

　そうなんだとアインが頷うなずくと。

「無理をすればすぐに警報がニャるから、上層部に続く昇降機を使えばすぐに見つかるニャ。貴族が持つ研究所は確か二十階からだったかニャ」

「ん、分かった。じゃあ素直にオーガスト商会に、グラーフさんに力を借りようかな」

　すると、アインは勢いよくソファから立ち上がる。

「クリスさんがお風ふ呂ろから出てきたら、二人でグラーフさんに会ってくる。そこで協力してもらえるように頼んでくるよ」

　宣言したアインの顔は、海龍騒動の時のように決意に溢あふれながら、強い自信を感じさせる頼もしいそれだった。




　数十分後。

　浴室から出て来たクリスは、アインが見たことのない艶つやがあった。

　汗を搔き上気した頰。髪の毛はいつものポニーテールではなく美しいストレート。化粧なんていらないだろう、そう思わざるを得ない美び貌ぼうだ。

　そんな彼女はアインの話を聞き、当然のように反対する。

「私がなんとかします。アイン様は行かせませんからね？」

「……言うと思ったけどさ」

「当たり前です。もう！」

　冗談で済むならまだしも、アインがそんな冗談を言うはずない。

「大体、私一人で忍び込めば済む話じゃないですか」

「そう言われると困るんだけど……うーん」

「ダメなものはダメなんですッ！」

　こうなってしまっては取り付く島もない。

「まぁまぁ、二人とも少し落ち着くのニャ。──ところでクリス、アインから聞いたんニャけど、ワイバーンの身体からだつきはそんなに気になる感じなのかニャ？」

「は、はい……不自然に隆起した筋肉が、どうにも見慣れない姿でしたが」

　それがどうしたんだ？

　きょとんとした顔のクリスをカティマはニヤリと笑う。

「ニャるほどニャるほど。不自然だったのニャ？」

　これは何か企たくらんでいる顔だ。

　隣にいるアインは、彼女との長い付き合いでそれが良く分かっている。それどころか、一緒に企んだことも何度かあるのだ。

　何を企んでるのか、アインは彼女が語った言葉から答えを探る。

（不自然なワイバーン……）

　同時に、イストに来た目的を考えた。

　自分の体調と赤狐のこと。そして。

「そっか。マジョリカさんが言ってたっけ」

　赤狐は魔物を強化し、操ることができると。

「あの、アイン様？　どうしたんですかー……？」

　頰を引きつらせたクリスを見てアインが思う。

　コレだ！　アインはカティマの手助けに気が付き、彼女と目配せを交わした。

　強く息を吸ったアインは、クリスを説得するために口を開く。








潜入捜査をする王太子なんて、俺がはじめてだと思う









　この日の王都はイストと違い、雲一つない晴れやかな夜空が広がっていた。

　貴族街の一角を歩く二人の女性が、異性の視線を独占している。

「オリビア様、今日はありがとうございました」

　一人は大商会オーガスト商会の令嬢クローネだ。

　彼女の右手には、今日も燦さん々さんと煌きらめくスタークリスタルがあった。

　彼女は長さ膝ひざ上うえ程度の白いワンピースの上に、グレーのカーディガンを羽織っている。決して華やかとは言えない服の上で、彼女自慢のライトブルーの髪の毛が風に靡なびいた。

　纏まとう花の香りに劣らず彼女は容姿に華がありすぎるせいか、シンプルな服装も難なく着こなす。

「オリビア様のおかげで、今日は本当に素敵な一日になりました」

　クローネの言葉に、隣を歩くオリビアが嫣えん然ぜんと笑った。

「いいえ、クローネさんも楽しんでくださってよかったです」

　二人は今日、日が沈む前に城を出ると、近この衛え騎士を連れて城下町に繰り出した。

　オリビア行きつけの、服飾や宝飾品を扱う店を見て回ったのだ。

「また今度行きましょうね」

　そう言ったオリビアの服装は、肩が露出された濃い蒼あおのタイトなドレス。肩を白いストールで覆うことで、豊かな胸元などの露出を抑えていた。

　彼女の胸元にも、アインから贈られたスタークリスタルがある。

「──あ、そういえばオリビア様」

「ええ、なんでしょう？」

「実はさっき、アインからメッセージバードが届いたんです。なんでも、お爺じい様に協力してもらって、イストでやらないといけないことができた……って。返事は城に帰ってからしようと思ってるんですが」

「あら……アインがグラーフさんに協力を？」

「今度は何をしようとしてるんでしょう？　もう……アインったら」

　不満を言いつつ、クローネの表情は暗くない。

　話を聞くオリビアもまた、仕方ないと言わんばかりに苦笑していた。

「オリビア様は心配じゃないんですか？」

「全くしてないと言ったら噓うそになります。でも、アインなら大丈夫って信じてますから。クローネさんだってそうでしょう？」

「……はい」

「クリスもついてるんだもの。あの子が大丈夫って判断したならきっと大丈夫ですから」

「私はクリスさんが少し──いえ、すごく羨うらやましいです」

　トン、トンと軽快に歩くクローネが空を見上げた。

「私もアインと一緒に行きたいです。そこに大切な用事があっても、やっぱり近くに居たいなって思うんです」

「想おもい人、ですものね」

「オリビア様？　今何か仰おっしゃいましたか？」

「ふふっ、いいえ、なんでもありませんよ。ところで──」

　オリビアがクローネの胸元を見た。

　そこにある黒真珠を一つあしらったネックレスに注目した。

「最近はそのネックレスをよく見ますけど、気に入ってるんですか？」

「ッ……ええ。実はその……はい」

　クローネにしては歯切れが悪く、どうしたのだろう？　とオリビアは小首を傾かしげた。

　大したことでもないため話はそこで途切れたが、クローネは胸元の黒真珠に手を当て、小さな声で空に向けて呟つぶやく。

（彼に首輪を付けられてるみたいで良い……なんて、言えるわけないわよね）

　イシュタリカ王家が好む白銀ではなく、黒が似合うアイン──というのがクローネの考え。

　だからその黒を纏う意味は、彼女だけが知っていた。

「そう言えば私、今日の朝、双子に『アインがもうすぐ帰ってくるわよ』って言ったんです」

　含み笑いを漏らしてクローネが言った。

「そしたら双子ったら、楽しそうに鳴き声を上げていたんですよ」

「あの子たち、人の言葉が分かるみたいですものね。気が付いたら姿を消して、アインを迎えに行っちゃうかもしれませんよ？」

「まぁ、オリビア様ったら」

　二人は顔を見合わせて上品に笑う。

　彼女たちはそれから、周囲の視線を一身に浴びながら城への帰路に就いた。







　──クローネは今日、城に泊まっている。

　夜、寝る前にアインへメッセージバードの返事を送ろうとしていた。

　アインの部屋と同じ階に設けられた自身の部屋で、クローネは返事の内容を考えていた。しかしどうにも言葉が浮かばず、アインの顔ばかり脳裏を掠かすめる。

「……眠れない」

　思えば寂しさが募り過ぎている。

　今思うとイシュタリカに渡るまでの間、よく我慢できたなと過去の自分を褒めたくなった。

「ううん。今の方が好きなんだから仕方ないわ」

　考えにさっと整理を付けるとベッドから降りる。

　手近な外がい套とうを羽織って部屋を出た。気分転換に中庭にでも下りようかと思ったが、気が付くとクローネの足は、同じ階にあるアインの部屋に向かっていた。

　数分も経たたぬうちにたどり着くアインの部屋。この階層は王族か、招かれた者しか足を踏み入れられないため、部屋の前にも見張りは居ない。

　アインの部屋は鍵かぎが掛けられておらず、ドアノブを握るとあっさりと回った。
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「──勝手に入るなんて、悪い女ひ性とになっちゃったみたい」

　自じ嘲ちようし、だが足は止まらず前に進んだ。

　部屋の中から漂ってきたアインの香りに誘いざなわれるようだった。

　だが一歩踏み入れてすぐ、やっぱり駄目だと立ち止る。

「アイン……」

　寂しげな声で彼の名を口ずさむ。

　部屋の主が居ないのに、忍び込むような真ま似ねをしてはならない。葛かつ藤とうを重ねながら、クローネは二歩目を踏み出した。

　机やソファにアインが居ないだろうか。

　あるはずもないことを期待してみたものの。

「……いるはずがないわよね」

　居なくて当たり前だが、心の奥底では居ることを期待してしまったのだ。メッセージバードで連絡ができているのに、ここ最近はやはり寂しい。

　クローネの足は無意識のうちに、アインの寝室へと向かう。

　ダメ、もう外に出ないと。

　頭の中で蠢うごめく葛藤は収まる様子が無く、同時に動く足も止まる気配がない。

　ゆっくりとゆっくりと歩いたクローネは、とうとうアインのベッドの隣に立った。

「……ごめんなさい」

　誰だれもいない部屋で謝ると、彼女はアインのベッドに腰を下ろした。

　軽く軋きしんだベッドの上。懐に手を差し込んだクローネは、返事に迷っていたメッセージバードを取り出す。

　部屋に忍び込んだことへの罪悪感はある。

　同時に、アインに伝えたい言葉が山のように浮かんできた。

　アインの寝室にいるせいか、得も言われぬ穏やかな気分に浸っていたのだ。

「今度、ちゃんと謝らないと」

　そのために早く帰ってきてほしい。

　クローネは今抱いている寂しさを言葉にする。




「早く逢あいたいの。私、自分で思ってる以上に寂しがり屋だったみたい」




　くすくすと笑いながら、いつもアインをからかうように口にした。

　困らせることを言いたいわけじゃない、だから、今の言葉を口にするときは魔力を込めていなかった──つもりだった。

「え、え……ッ!?」

　メッセージバードが動作した反応、青白い光が数度点滅してしまった。

　無意識に魔力を込めていたのだろうか？　あるいは誤作動？　何はともあれ、今の言葉がアインに送られてしまったという事実だけが重要だった。

　噓うそは言っていない。ただ、気恥ずかしいだけなのだが。

「アインのせいよ。アインが早く帰ってこないから……」

　送ってしまったものは取り消せず、クローネはアインに責任転嫁してベッドに身体からだを倒す。

　脚をくの字に曲げ、枕を抱きしめ目を閉じた。

　すると悔しいことに、先ほどまでの寝つきの悪さが噓のように、強烈な眠気と安心感がクローネの全身を包み込んでいく。

「噓は言ってないわ……でも」

　なんて返事が来るだろう？　されないと思うが、無視なんかされたら立ち直れない。

　しかし、心穏やかではなかったはずのクローネは、徐々に落ち着きを取り戻す。

　一度呼吸すれば瞼まぶたがとろんと重くなり。

　二度呼吸すれば全身から力が抜ける。

　三度目の呼吸で、「早く帰ってきてよ、ばか」と寂しさを言葉にした。

　四度目からは寝息交じりで、抵抗する暇もなく瞼を閉じた。




　数十分も経たなかったろう。

　クローネがアインのベッドで寝てしまってから、アインの部屋に人の気配を感じ、マーサが訝いぶかしんで足を運んだのだ。

　リビングに誰もおらず、寝室へつづく扉が半開きになっている。

「誰かいらっしゃるのですか？」

　マーサが考えたのはオリビアだ。

　彼女なら、アインが居ない寂しさでアインの部屋に忍び込んでも、なんらおかしなことはない。

　しかしマーサが見たのはオリビアではなく、ベッドの上で枕を抱いたクローネの姿。

「……あらら。思えばクローネ様もでしたね」

　ただ、毛布をしっかりと掛けていないのが気になり、マーサは静かにそれを直す。

　本来であれば、王太子の部屋に忍び込んだ少女を叱責するべきだろうが、その考えが一瞬も脳裏を掠めなったのは仕方のないことで。

「風邪を引かれては、お帰りになったアイン様が悲しまれますよ」

　優し気な笑みを浮かべマーサは寝室を後にする。

　王太子と海を渡ってやって来た少女の微ほほ笑えましい恋愛なのだ。

　無粋な真似はせず、ただ見守ろうと立ち去った。
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　クローネが就寝して間もなく。

　イストの宿に居たアインは、この前保護したばかりの少女の部屋に足を運んでいた。

　煤すすけたように汚れた顔や髪の毛はシャワーで洗い流され、年相応の素朴な町娘の姿があった。服もいくつか見繕ったものを購入し、彼女に着せている。

　少女はアインから叡えい智ちノ塔の件を聞き、感極まって涙を浮かべていた。

「い、妹が助かるのなら……私にとって、それ以上の幸せはありません」

「まだ居ると決まってるわけじゃないんだ。あくまでも、可能性としてってことなんだけど」

「いえ！　それでも何か手掛かりがあるのなら……ッ！」

　少女が喜ぶさまを見て、同席していたカティマが言う。

「今更ニャけど、お前と妹の名前を聞いていいかニャ？　じゃないと探せないからニャ」

「し、失礼いたしましたッ！　私はバーラと言いまして、妹の名前はメイと言います。妹はまだ六歳で幼いのですが」

「ふむふむ、ニャーるほどニャ」

「と、ところで……恐らく貴族様と思うのですが、貴方あなた様方はいったい」

　互いに自己紹介すらしていなかった。

「俺はアイン。こっちの猫はカティマさんだよ」

「猫じゃないニャ！　ケットシーだニャ！」

「あ、えっとその……やはり貴族の方なんでしょうか」

　スラム街で暮らしているのなら情報なんて入らないだろう。

　アイン、カティマという王家の人間の名を耳にしても、バーラは全く動じていない。

「貴族とはまた違うんだけど、難しいところかな」

　そう言って、アインはバーラの寝室を歩きラウンジに向かう。

「俺はそろそろ支度してくるよ。カティマさん、ディルにはカティマさんたちの護衛をしてもらうから、何かあったらディルに頼んでね」

「りょーかいなのニャッ！」

　貴族とは違う？　バーラが疑問符を浮かべたがアインは部屋を去る。

「教えてください。貴方たちはいったい──」

「うむ……ここまで話しておいて隠すこともないかニャ？」

「どうか教えてください。貴方たちは恩人ですから！」

「さっきの男の子の名前はアイン・フォン・イシュタリカ。私はカティマ・フォン・イシュタリカって言うのニャ。あとは説明しニャくても分かるニャろ？」

「家名がイシュタリカ……ッ!?　それってまさかッ」

「ニャハハッ！　いい反応で私も満足だニャー！」




　──アインとクリスが宿を出たところで、カティマはソファに座って口を開く。

「さて、こっちも仕事をするニャ」

「カティマ様、仕事と言いますと？」

　その内容をディルが尋ねる。

「宿の中でボーッとしててもアレだしニャー。二人が帰るまでに、色々と手配しとこうかニャ」

　彼女はそう言って、手頃な紙に何かを記入していく。

「アインも詰めが甘いのニャ。人攫さらいの被害者が叡智ノ塔に居たとして、救出した後のことをもう少し考えておくべきだったのニャ」

「……カティマ様？」

「受け入れの支度だニャ。捜索願が出てるか調べるため詰所に連絡、あとは怪け我が人が居た時のための医療についてだニャ。あと服も粗末なものばかりだろうから、たくさん用意する必要があるニャ。それに──」

「カティマ様ッ！」

「ニャニャッ!?　ディル、急にどうしたのニャ!?」

「わ、私にできることがあれば手伝いますので、どうかお一人でなく……」

　ディルは寂しかったのかもしれない。カティマの護衛の任務はあるが、アインと離れ、自分は宿で待機する形であることがアインの護衛として口く惜やしかったのだろう。

　それを察したカティマがふっと口角を上げる。

「グレイシャー公爵家の者として、ディルにも一筆書いてもらっていいかニャ？　王女の私が来てることは、一応隠してることだったしニャ」

「はっ！　お任せください！」

「ふっふっふー……こっちはこっちで戦いだニャッ！」

　カティマは高笑いすると、宿を出た二人の成功を祈った。
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　宿の外に止まる一台の馬車があった。

　ローブを着た二人が中に入って間もなく馬車は動き出す。

「──最終確認ですが、本当に向かわれるんですな？」

　二人の手前に腰を下ろしたグラーフが、乗ってきたばかりの二人に尋ねた。

　すると、二人がフードを取る。

「もう決めたことですし、大丈夫ですよ。ね、クリスさん？」

「はぁ……私としましては、今から宿に帰ってもいいぐらいなんですが」

　護衛の立場もあり、クリスは渋々納得しているだけだ。

　赤あか狐ぎつねについてアインが調べることは、シルヴァードが許可していること。

　不自然なワイバーンと赤狐の関係性が疑える今、アインはこの推測でクリスを説得し、共に叡智ノ塔へ忍び込むことになった。

「海龍より危険なわけじゃないし大丈夫だよ」

「そりゃ、あのワイバーンに海龍ほどの恐ろしさはありませんけど……」

「実際のところさ、クリスさんが居て俺たちが負ける状況なら、宿に居ても同じだと思うよ？」

「そんなわけないじゃないですかッ！　わざわざ首を突っ込むより数百倍、いえ！　数千倍はましですからね!?」

「分かってる。ちょっと強気になっただけだから、今回は大目にみてよ」

　人攫いの騒動に赤狐が絡んでいるとすれば時間が惜しい。

　予想外の繫つながりだったが、その可能性を見逃す気はさらさらない。

　クリスもまた同じ考えで、アインに対し反論する術すべを持てなかった。

「はっはっは、賑にぎやかで結構ですが。くれぐれもお気を付け下され」

　グラーフはそう言うと、広い馬車の中に置かれた大きな木箱に目を向ける。

「あちらが例のものです。中は二重構造になっておりまして、お二人には木箱の下に隠れるように入っていただきたく。上に魔石を詰め込みますので、そのまま叡智ノ塔へ搬入をと」

「分かりました。搬入されると、そのまま地下に運ばれるんですよね？」

「仰おつしやる通りですな」

「ありがとうございます。そこからは俺とクリスさんで頑張ってみますから」

　これ以上の手はないだろう。叡智ノ塔の地下に忍び込むのに、魔石の搬入をしていたオーガスト商会の協力を得たのだ。

　次に炉をアインの力でオーバーヒートさせ停止させる。

　その後、セキュリティが解除されたのを確認して上にあるはずの研究所に向かう。

「しかし貴族の研究所はいくつもある。いったいどうやって、例の子爵の研究所を探すので？」

「そればかりは人力です。一個一個見て回るしかないかなって」

「はははっ、それはまた難儀ですな」

「動力源が停止するので昇降機も使えませんし、二十階まで上がるのも疲れそうですけどね」

　アインがそう言うと、グラーフは思わず笑みを零こぼす。

「くれぐれもお気を付け下され。アイン様が怪け我がをしては、クローネも悲しみますのでな」

　耳に痛いことを言われアインは苦笑いを浮かべた。




　途中、いくつか取り留めのない話をしてから、グラーフが窓の外を見た。

「そろそろですぞ。ささ、木箱の中に」

「分かりました。クリスさん、早速」

「ええ。承知しました」

　木箱は一般的な湯船二つ分ほどもある大きさだ。

　何も入っていない木箱にアインとクリスが横になると、

「では、一つ目の蓋ふたを」

　グラーフが木の板を重ねる。

　すぐにガラガラッと乾いた音が鳴り、多くの魔石が木箱に詰め込まれる。

「居い心ごこ地ちは悪いかと思いますが……」

「大丈夫です！　このぐらいなら我慢できるので！」

「それは何よりですな。ではこれより、叡智の塔の敷地内に入りますので、どうかお静かに」




　グラーフが言って数分が過ぎると、馬車の扉が開かれる音がアインの耳に届く。

「オーガスト商会だ」

　すると、外から足を踏み入れた者たちにより木箱が運び出される。

　木箱が揺れる中、小声でアインが言う。

「……成功だね」

「はい、怪しまれていないようです」

「でもやっぱり少し狭──」

「ッ──きゃっ、ア、アイン様!?」

　アインの手に触れた温かく、柔らかな感触。

　真っ暗くら闇やみで何かは分からないが、クリスの鈴を転がしたような声で少し察した。

「ご、ごめん！」

「いいですけどッ……恥ずかしいのであんまり動かないでください……ッ！」

　クリスの息遣いまで聞こえるほどの密室。

　距離は密着していると言ってもよく、ここに至るまで、時折太もも同士が擦れていたほどだ。

　彼女の甘い香りに、アインは脳がクラクラするような思いに緊張してしまう。

（大事な調査の前に何してるんだ俺）

　クリスの魅力に惑う心を落ち着かせるため深呼吸を繰り返す。

　ガタン、と木箱が置かれる音につづき、歯車が回りワイヤーが動く音と揺れ。

　数分も経たたぬうちに、二人が入った木箱の近くから人の気配が消え、二人は真っ暗闇の中で顔を見合わせた。

「もう出ても大丈夫かな？」

「念のために、あと少しだけ待ってみましょう。それでも見つかってしまった時は、仕方ないので意識を奪うしかないかなって思います」

「ん、分かった」

　二人は自然と精神を研ぎ澄ます。

　一向に人の気配や声が聞こえなかったことでクリスが口を開く。

「大丈夫……ですね」

「行こう。別に時間制限があるわけじゃないけど、人の少ない夜のうちに終わらせたい」

「あ、あれ？　それって時間制限ありますよね？」

「細かいことはいいから、行こうッ！」

　木箱を出る方法は一つだ。

　扉なんて気の利いたものはないのだから、破壊するしかない。

「こういうときにも役立つなんてね」

　アインの背中から生み出された幻想の手が木箱を破る。

　木箱を出ると、持ってきていた剣を腰に携えた。

　辺りには、これまで見たことのない景け色しきが視界一杯に広がっている。

「すご……」

「内部はこうなっていたんですね」

　魔法都市と頭につくのがイストだ。

　しかし叡えい智ちノ塔の地下はファンタジー一色というより、工業的な雰囲気が強い。金網の足場が何層にも連なり、そこかしこを走る数あま多たの鉄のパイプが視界に映った。

　地下に町でも詰め込めるんじゃないか、アインがそう感じるほど叡智ノ塔の地下は広い。

　中央には、青緑に光る透明な液体で満たされた円状のプールがある。そこから漏れる光が地下空間を鈍く照らしていた。

　そして、そのプールの奥で巨大なスクリューが回転する姿は圧巻だ。

「それと」

　スクリューの上にある巨大な装置がタービンのはず。

　タービンから伸びた幾本ものパイプは、天井で一本に束ねられ形を変えていた。

「カティマさんは旧式の炉だって言ってたけど……それでもすごいや」

　すぐ傍そばに立つクリスも呆あつ気けにとられていた。

「ええ……ここはまるで鉄の城ですね」

　プール頭上のパイプはさしずめ玉座か。

　地上に上り、空高くそびえたつ塔のすべてにエネルギーを届けているのを思えば、水を吸い上げる根のような印象を同時に抱く。

「根っこみたいなのは少し親近感あるかも。──さてと」

　木箱の裏から辺りの様子を窺うかがう。

　やはり、というより当然だが、ところどころに警備が立っていた。

「気づかれる前に意識を奪います。強引な手段ですが、今回は致し方ないって思います」

「──だね。結局こうなっちゃったか」

「アイン様はここでお待ちください。すぐに戻りますので」

「や、俺は隠れながらプールに近づいてるよ。時間を無駄に使うのもあれだし」

「……大丈夫ですか？」

「仮に捕まっても警備なら大丈夫だし、クリスさんがすぐに来てくれるでしょ？」

　手放しの信頼を向けられ、クリスはため息をつきながらも笑みを浮かべた。

「お任せください。すぐに参りますから、無茶は駄目ですよ？」

　アインがまばたきをした刹せつ那な、目の前からクリスが姿を消す。

「じゃ、俺も行こうかな」

　液化した魔石がいっぱいに満たされたプールへ向かう。

　木箱が置かれたのはプールより十階ほど高い箇所で、いくつか階段を降りる必要があった。

　金網の床を歩くと、カシャン──と少し頼りない音が響く。

「い、行こう」

　近くに見つけた階段に進み、鉄製の手すりを摑つかみ階段を降りる。

　当然のように金網の床が階段でもつづく。

　階段を降りつつプールを眺めると、先日見たオーロラのように水みな面もが揺らいでいた。

　時に蒼あおく、時に蛍光色に色を変える光景は、スクリューの回転速度に依存しているようだ。

　色濃く揺らいだときに、アインは特に強い魔力の気配をひしひしと感じる。

　響き渡る振動音が広い地下空間に反響し、液化した魔石の明かりに照らされた黒い鉄と相まって独特の雰囲気を感じさせる。

　アインは近くにいる人の気配に足を止めた。

「そちら異常は？」

「異常なし。警戒をつづける」

　緑色の制服、制帽を被かぶった叡智ノ塔の警備員。二人はアインの進行方向におり、背を向け歩き出したものの、このまま進むと見つかることは必至だ。

「仕方ないよね……うん」

　人攫さらい、セージのことを調べなければならない。

「運が悪かったって思ってほしい。本当に悪いことをしてるって自覚はあるから」

　クリスには劣るが、多くの魔石を吸って強くなったアインもまた疾はやい。

　カンッ──金網を踏む音に警備員が振り返ると、目の前に伸びる黒い触手に面食らう。警備員はそれが最後の記憶になり、ガシャンと音を立て横たわった。

「だれ──」

「ごめん、君も少し横になっててほしい」

　大声をあげる前に二人目を倒す。

　つづけて警備員が息をしていることを確認した。

　ふぅ、アインが息を吐いて上を見上げると、上の警備員を倒したばかりのクリスと目が合う。彼女はアインの行動に驚いていたが、「しー！」と人差し指を口元に当てた。

「分かってる。ごめんね」

　唇の動きで察したクリスはまた姿を消した。

「はぁ……もう少しだ」

　階段を一つ、二つ、そして三つとリズムよく駆け降りる。




　やがて最下層にたどり着くと、これまでと違う、黒曜石のように磨かれた地面に立った。

　プールまで真っすぐの道、プール手前は上りの階段と魔石運搬用の坂が隣接している。階段は民家四、五階建てぐらいはありそうで、少しばかり気が滅入る。

「文句は言ってられないけど」

　道の端を走るアインが上を見上げると、警備員が倒れた姿が点在していた。

　一人、また一人と倒れていくのが分かる。

「クリスさんも終わったみたい」

　最後、クリスと目配せを交わした。

　アインが階段を上り終えてすぐ、一仕事終えたクリスが合流する。

「お待たせいたしました。ちょうどよかったみたいですね」

「こっちも、二人だけ警備員を倒しちゃったけど問題なかったよ」

「あれは少し焦りました……あの程度で済んでよかったです」

　二人は軽めに状況を確認し合い面前に広がるプールを眺める。

　広い、見たこともない大きさの金属の器だ。

「アイン様、アイン様。計画は無事に進められそうですか？」

「うん。今け朝さ、宿の浴槽で試したけど上う手まく使えたよ」

　すると、アインはプールを囲む手すりを摑む。

　液化魔石を撹かく拌はんする方法について、アインは一つ覚えがあった。

　──スキル『海流』だ。

　言葉遊びのようだが、海龍騒動の際に海龍の魔石を吸い、城に戻ってステータスを確認した際に見つかったスキルで、水の流れを操作できる。

「よしッ！」

　腕をかざし『海流』を使うと、液化した魔石が徐々に波打っていく。

　タービンを中心に、液化した魔石に勢いよく渦が生じた。

「何というか──凄すさまじいスキルですね」

「勢いは俺の魔力とかに依存してるんじゃないかな。もう少し強くできるかも」

　ぐっと全身に力を込め、プール内部に意識を向けた。

　渦巻きの勢いは増す一方で、液化した魔石の発光がさらに激しく、二人の目が眩くらむばかりの強い光を発した。

　地下を走るパイプに小刻みな揺れが生じ、不穏な振動音が響く。

　すると同時に、ギギギィ……鈍い音を立ててスクリューが動きを止めた。

　カティマが言っていたように、安全装置が作動したのだろう。

「ははっ」

　アインが笑い声をあげる。

　額に薄っすらと汗を浮かべているのは疲れだけでなく、プールから伝わる熱気のせいだ。

「俺、王太子なのに笑っちゃうよね」

「もー……頰ほおが緩んでますよ？」

「ごめんごめん。不謹慎かもしれないけど、実は結構楽しんでるんだ」

　今まで見たことのない巨大な地下空間、そこに広がる技術の結晶のど真ん中。

　何か人には言えない儀式をしているような、ちょっとした悪役のような気分だ。犯罪の調査をしているとはいえ、忍び込んでいるからか正義の味方のような気分はない。

「アイン様ッ……」

「うん！　そろそろ──ッ」

　タービンが小刻みに揺れだした。

　徐々に揺れは大きくなり、辺りを走るパイプも強烈な熱を発している。

　暑苦しさから、アインとクリスは首筋に汗を浮かべてしまう。

「いけッ……もうそろそろ限界だろッ！」

　地下空間全体を揺らす強烈な揺れ。

　ガッ──という衝撃音が連続したと思いきや、真紅の警戒灯が点灯する。

　一際強い熱気がプールから生じて間もなく。

　天井という天井から、肌を刺す白い冷気が勢いよく舞い降りると、プール内部の液化魔石の表面が凍り付く。

　海流の力により攪拌されていた液化魔石が、シャーベット状に変へん貌ぼうした。

　これらはタービンがオーバーヒートした証拠に他ならない。

「アイン様！　急いで上に！」

　気が付くと警戒灯も消え、地面や階段には、ところどころ非常灯が点灯していた。

　アインはクリスの言葉に頷うなずいて走り出す。

「まずは地上階に向かわないと！」

「はいっ！　カティマ様曰いわく、非常用エネルギーに移行中に決着をつけろとのことですから！」

「分かってる！　じゃないとセキュリティを解除した意味がないからね！」





◇　◇　◇






　地上階へ向かうため金網の階段をまた上る。

　太ももに疲れが溜たまるがそんなことは後回しだ。

　二人は木箱が置かれた場所に戻ってすぐ、上へ向かう非常階段を見つけ、そこから叡智ノ塔の地上階へ足を踏み入れた。

「階段ッ！　多すぎるよねッ!?」

「あはは……こればかりは仕方ないですね……ッ」

　単純計算でも今日だけで、四、五十階分ぐらいは駆け上がっている。

　昇降機を使えない不便さを体感するばかりで、気が滅入ることこの上ない。

「でも、やっと目的の階層みたいです！」

　金網の床つづきの非常階段を駆け上がってしばらく。

　クリスが見つけたのは『20Ｆ』の文字だ。

「ここからセージ子爵の研究所を探さないといけないわけだけど──ッ！」

　勢いよく扉を開けた。

　すると、目の前に広がる環状の通路、塔の外周に沿う形の通路の内側には、一定の距離で巨大な扉が並んでいた。

　王立キングスランド学園の教室、その扉の倍近くもありそうで天井も高い。

「なんかすごい、研究所っぽいね」

「実際、研究所が並んでるわけですから」

　床と壁、天井に至るまで真っ白な空間だ。

　しかし今は、非常用の青白い光で床が照らされどこか不気味だ。

　白衣を着た研究員が慌てて走り回っているのも相まって、叡えい智ちノ塔の全体が炉のオーバーヒートによって騒動に陥っていることが一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　ローブを着た二人が通路を走ると、扉の前に掲げられたプレートに気が付く。

「クリスさん！　しらみつぶしに見ていくしかない！」

「はいッ！　急いで回りましょう！」

　慌てる研究員たちはアインとクリス、ローブを着た二人に目もくれず現状の確認に騒ぐばかり。

「おい！　どうなってるんだ!?」

「急いで下に。非常用エネルギーが残っているうちに避難せねば」

「セキュリティが切れているというのにか!?」

「そちらの研究所だけじゃない！　皆が同じ状況なんだ！」

　声を聞くとアインの心に申し訳なさが募る。

「アイン様、上に行きましょう！　この階にはないようです！」

　一周する頃ころに見つけた階段をクリスが指さした。




　階段を駆け上がる最中も、避難する多くの研究員の合間を縫って二人は進む。二人の姿と行動を訝いぶかしむ者も居たが、人の流れに逆らえず、二人に声をかけ止めようとする者は皆無だった。

　上って二十一階。

　セージ子爵の研究所は見当たらず更に二十二階、二十三階と階段を駆け上がる。

　二人がある研究所前で立ち止まったのは、それから数分後のことだ。

「やっと見つけた──ッ！」

　叡智ノ塔、地上二十八階だ。

　他の階層に比べ、研究所が広めに作られており部屋数が少ない。

「先代当主のご威光の賜たま物ものですね。見事な広さです」

　中央の扉と隣の研究所の壁との間は二十メートルはあるだろう。両側で合計四十メートルだ。

「早速中に入りましょう」

　クリスがそう言ってすぐ、扉に付けられた鍵かぎに気が付く。

「……やはり、セージ子爵は後ろめたいことがあるようですね」

「その南京錠って鉄製？　随分と厳重だね」

「いいえ、これは私のレイピアと同じミスリル製です。ただの鍵ではなく魔道具ですね。城の宝物庫にある物よりは安物ですが、同じ系統の品と思っていただければ」

「うわぁ……臭いなぁ」

　どうやって開けようか、力技かな？

　アインが考えはじめて間もなく、クリスが何も言わずにレイピアを抜く。呆あつ気けにとられたアインを傍はた目めに彼女は目にもとまらぬ神速を披露する。ミスリル製の南京錠が切断されて床に落ちた。

　同じ素材でできているレイピアで破壊したという事実に、さすがの剣技だとアインは心の内で称賛する。

「やった！　鍵が開きましたよ、アイン様！」

「でも、開けましたが正しいと思うんだ。……助かったけど」

　扉は両開きの引き戸だ。

　アインが手を添えてもビクともしない重さで、彼はすぐに幻想の手を生み出す。

「クリスさん、開いたよ」

　恐らく扉は自動なのだろう。ゆえに巨大でも実用に堪たえている。

　アインに王立キングスランド学園の教室を思い出させた。

「むぅ。アイン様だって似たようなものじゃないですか！」

「まぁまぁ。開いたんだからいいじゃん。中に入ろう」

　二人が同時に足を踏み入れた瞬間。

　──ガタン。

　音を立て勢いよく扉が閉まり部屋に閉じ込められてしまう。

　アインが幻想の手を生み出して開こうとするも、扉に何か細工されたようでビクともしない。部屋中に警戒音も鳴りだした。

「閉じ込められちゃったけど、どうしよっか」

　壊す？　その言葉を脳裏に浮かべた。

「また随分と吞のん気きに仰いますね……大丈夫だと思いますから、少し扉から離れてください」

「え、うん。分かった」

　クリスはレイピアを正眼に構え扉に向け一度だけ突ついた。

「……どうするの？」

「人が通れるだけの穴を開けちゃおうかな──って思いまして」

　すると、唐突にクリスの身体からだがブレる。

　リズミカルにタンッ、タンッとレイピアを突き立てる音が鳴り数秒、最後にクリスが放った突風を思わせる一陣の風により、扉中央が音をたてて円状に崩れ去る。

「ふふっ、どうですか？」

　得意げに笑うクリスが可愛かわいらしい。

「御お見みそれしました……」

　レイピア一本、それだけでクリスは人間離れしたことを成し遂げたのだ。

（まぁエルフだけど）

　声に出さずツッコミを入れると、アインはセージ子爵の研究所内に目を向ける。

　黒い大理石のような床、そして巨大な魔道具が置かれていたであろう跡が、何か所も残されているあたり、研究用の魔道具などは売却したか、あるいは別のどこかによせてあるのだろうか。

　だがすべての魔道具が移動させられたわけではない。

「それにしても、妙な魔道具だけは残してあるんだね、ここ」

　アインの視線の先には巨大な筒状のガラスが並び、中には何種類もの魔物が蛍光色の液体に漬けられていた。

「ですね。人攫さらいに関与してなくとも、詳しく事情を尋ねる必要がありそうです」

「バイソンも居るけど、町で見たのと比べて筋肉が風船みたいだ」

「無理な強化をしているのでしょう。魔物ながら痛々しい姿です……」

　時折、魔物の口元から泡が浮かぶあたり、魔物たちは生きているはずだ。

（この間のよりは小さいけどワイバーンも居る）

　見渡していると、アインの視界に更に奥へとつづくであろう扉が入った。魔物が納められたガラスの筒の隙すき間ま、少し分かりづらいところだ。

「クリスさん。あっちだ」

　駆け足で筒の横を通り抜け、扉の前に立つと、新たな鍵が目に映る。

「これも壊しちゃいますね」

　クリスはあっさりと鍵を切り裂いた。

　目の前の扉だけが研究所に似つかわしくない木製、貴族の屋敷にありふれた一品だ。

　二人は扉の奥から、いくつかの人の気配を感じ取る。

「その、アイン様。ひどい光景をご覧になるかもしれませんので──」

「大丈夫。俺も中に行くよ」

「ですがッ」

「俺は王太子なんだ。貴族が犯した罪を自分の目で見ないわけにはいかない」

　オリビア譲りの碧へき玉ぎよくで強く見つめられ、クリスはついたじろいだ。彼女は静かに頷くと、先にドアノブに手を掛け扉を開ける。

　広がっていたのは凄せい惨さんな光景ではない。

「うわぁ……。なんか欲望の塊って感じがする」

　まるで高級宿の一室を切り取ったかのような調度品の数々が視界一杯に広がっていた。

　奥にある大きめの浴槽と、すぐ傍に置かれた巨大なベッドを見ると気が滅入る。少し離れた箇所に置かれた机の上には、羽ペンと書類が重ねられている。

　しかし、それらすべてと反対側の壁を見ると、壁一面が鉄格子で覆われた空間があった。

　そこに少女たちが居たのだ。

「クリスさん。あっちは任せる。男の俺は近くに居ない方がいいと思う」

「……はっ」

　少女たちは皆、肌の露出が多い軽装だ。

　部屋の扉が開いてビクついていたようだが、クリスが近寄りローブを取ると、相手が女性だと知って歓喜の涙を流す者が多数。

　年齢は外見から察するに、六歳程度から十五歳ほどと幅が広い。

「もう大丈夫です。私たちは貴女あなた方を助けに来たんです」

　アインは背後から聞こえてくる声に耳を傾けつつ、書類が置かれた机に近づいていた。

「──やっぱり下げ種すだったか、セージ」

　書類の一枚目は収支が事細かに記載されている。

　少年、そして少女。一人当たりいくらだったと値段が書かれ、ある時期からは少年の値段しか書かれていない。

「つまり売られていない少女がいる」

　鉄格子の中に居る少女たちがそれなのだろう。

「人攫いの重要参考人、そう思ってたけど違ったわけだ」

　セージは黒幕、犯人だ。

　すでに売り飛ばされた者たちについて、詳細は厳しく尋問する必要がありそうだ。

「それに、まだまだ余罪はありそうだし」

　チラッと書類に目を向けるとまだまだ分厚い。

　それらすべてを手に取ると、クリスが戻るのを待った。

「アイン様、あの子たちはこのまま外に連れていきます。堂々と外に出ようと、私たちに罪はありませんから」

「分かってる。帰りは堂々と正門を通ろう」

　アインの返事を聞きクリスは彼の手元を見る。

「……書類、何か書いてありましたか？」

「セージを極刑にできるだけのことは書いてあったよ」

「何よりです。叡智ノ塔を出てすぐ、アイン様が王族令を発令してください」

「そうすればすぐにでも騎士が入れる？」

「はい。なんでしたら、そのまま叡智ノ塔ごと差し押さえることは──難しいですが、近いことならできますよ」

　じゃあ早速出よう、アインが振り返ると少女たちは白衣を羽織っていた。

「何も着せないのはどうかと思ったので、近くにあった白衣を羽織ってもらってます」

「良いと思うよ。じゃ、セージたちが来る前に早く──」

　一歩踏み出した瞬間だ。

『ギィィィアアアアアアッ』

『ガァァッ！』

　部屋の外、ガラスの筒のあたりから響いたいくつもの魔物の叫び声。

　痛々しくも狂暴な声に少女たちが一斉に怯おびえ身を縮こまらせ、アインとクリスが身構える。

「俺の予想では防衛装置の一つだと思うんだけど、どうかな？」

「だからどうして吞気に仰おつしやるんですか……？　私も同意見ですけど……」

「先に外を掃除しないとね」

「あの、戦う気でいらっしゃいますけどダメですからね？」

　何のための護衛なんだ、クリスはそう言ったがアインが足を進める。

「仮にクリスさんが負けたらこっちも危険だよ。だったら最初から一緒に戦った方がいい」

　アインはそう言ってすぐ「負けるとは思ってないけどね」と添えた。

「ここまで来たんだから今更だよ」

「む、むむむ……そう言われると私も弱いのですが」

「ほら行くよ！　もうやるしかないんだってッ！」

　駆け出したアインが扉を蹴け破やぶって外に出る。

　身体中に感じる高揚感が、剣を抜くと更に強く高まっていく。

　漲みなぎる力はこれまでになく、自然と生じた幻想の手はこれまで以上に筋肉質だ。

　追うクリスがアインの手元の剣を見ると、黒い魔力が紫電のようにまとわりついて離れない。

「アイン様ッ！　その剣はッ!?」

「わかんないけど！　なんか力入れたらこうなったッ！」

「ええぇッ!?　そんな物騒な力は使わないでくださいよッ!?」

　アインが答える間もなく襲い掛かるレッドバイソン。学園の訓練と違い重量感に溢あふれ、ねじれた角が獲物を鋭く狙ねらいすます。

　ふと、アインの脳裏に女性の声が響き渡る。

『大丈夫よ』

　聞き覚えのある声だ。半年の昏こん睡すいから目覚める直前に聞こえた、恐らくエルダーリッチと思われる女性の声と同じだった。

　信じていいのか？　そんな疑問を浮かべることはなく、アインはふっと笑みを浮かべる。

「大丈夫だってさッ！」

　レッドバイソンを一刀で切り伏せたアインの剣、鋭利な切断面は見事なもので、呆気にとられたクリスは優先順位を考える。

「何が大丈夫なのか全く分かってませんけど！　無茶は絶対にしないでくださいねッ！」

　だがここにきてしまったものは仕方ない。

　クリスもまたレイピアを抜き、襲い掛かってくる魔物たちに力を振るう。一匹、そして二匹と地面に臥ふしていく魔物に対し、彼女は眉まゆをひそめて言う。

「やっぱり普通じゃありません！　自我を失い、何かに支配されているような感じです！」

「尚なおのこと、さっさと倒して外に出ないと！」

「そうですね……！　今日中に騎士を動員しますッ！」

　戦っている間にも、ガラスの筒が内側から割られ魔物が現れる。

　床一面に広がった液体は甘い香りを漂わせ、ツンと二人の鼻孔を不快に刺激した。

「グゥッ！　ガァアッ！」

「アイン様ッ！」

「分かってるッ！」

　アインの背後から襲いかかった巨大なヘビが幻想の手に拘束され、振り返りざまにアインが切る。

「ゥウ……グァゥ！」

　今度は前。そして。

「ギィイイィイ──ッ！」

　上から襲い掛かるワイバーン。

　一瞬、どちらから対処をと迷ったアインにクリスが手を貸す。

「対複数については、まだ慣れが必要ですね！」

「……勉強になります」

　二人は自然と背中を預け合い笑った。

「でも強くなったでしょ？」

「あははっ──ええ、すごく強くなりましたよ」

「ありがと。やる気出たかも」

　研究所内の中央に立った二人を囲む魔物の数々。

　じり、じりと少しずつ距離が狭まる両者、先に動いたのはアインとクリスだ。

「ねぇクリスさん！　セージの不正を暴いたってことで、お爺じい様から褒美とかもらえると思わない!?」

「叡えい智ちノ塔に忍び込んだ件がありますので、おそらく相殺じゃないかと！」

　するとアインが苦笑する。

「でも、私も最終的には許可をしているので……怒られるときは一緒に怒られますから！」

「俺が無理言ったんだし、クリスさんが怒られる必要はないと思うけど……ねッ！」

「ガァッ!?」

「そう言うわけにはいかないんです！　私は護衛なんですからッ！」

「ギィイ……ッ!?」

　剣けん閃せんに警戒灯が反射し、紅あかい閃光が研究所内を暴れまわる。

　魔物が徐々に数を減らしていき、残された魔物は一際巨大なグリーンワイバーン一頭のみ。

　最後、一歩先に踏み込んだアインが幻想の手を用いて動きを止め、

「ッ──クリスさんッ！」

　アインが天井を見上げ叫び声をあげると。

「はいッ！」

　液体で滑る床を難なく飛び、クリスがグリーンワイバーンの眉み間けんにレイピアを向ける。

「これで終わりです！」

　タンッ。グリーンワイバーンの頭ず蓋がいをレイピアが貫いた。

　何も鳴き声らしい鳴き声をあげることなく、グリーンワイバーンはゆっくりと瞼まぶたを下ろし巨きよ軀くを横たわらせる。

　二人は顔を見合わせると、互いの武器をしまい近づいて。

「お疲れ様」

「ええ、アイン様も」

　と。

　互いの仕事ぶりを称たたえ、勢いよく手を合わせたのだった。





◇　◇　◇






　研究所から少女たちを連れて通路に出ると、人っ子一人いない閑散とした空間が広がっている。

　研究者のほとんどは避難したようで、非常灯が物悲しく足元を照らしている。こんな空間であろうと、監禁されていた少女たちにとっては久しぶりの外だ。

　涙を流し呆ぼう然ぜんとする者ばかりだが、一人、人懐こくアインに声を掛ける少女が居た。

「ねぇねぇ！　お姉ちゃんに会えるの？」

　バーラとよく似た顔つき、同じ髪色の幼い少女は見ての通りバーラの妹のメイだ。

「すぐに会えるから待っててね。早くこの建物から出ないといけないから」
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「うん！　お兄ちゃんありがとう！」

　メイの幼さから来る無邪気さゆえか、クリスはアインに対する呼び方を叱責することなく笑う。

　アインとクリスが少女たちを先導して進んで間もなく。

　地下空間の炉が復旧したようで、天井から降り注ぐ真っ白な灯りに皆の目が眩くらむ。

「もう昇降機も動いてるかな？」

「動いてると思います。でも昇降機は逃げ場がないですし、個人的には少し……」

「……疲れるけど階段を使おっか」

「ですね。非常用でなければ広いはずですし」

　十数人の少女を引き連れ歩くと広い通路も賑にぎやかだった。

　カツン、二人の革靴の音に混じって、薄いスリッパをはいた少女たちのたどたどしい足音が響き渡る。




　下につづく階段を何度か降りたところでクリスが立ち止まる。

「やはり来ましたね」

　それ以上語らずとも察しが付く。

　アインが頷うなずいたのを見てクリスが前に進む。

　数段上から彼女を見下ろし、アインは少女たちを守るように立ちはだかる。

　やがて、階段の下から慌ただしく近づく多くの足音に気が付いた。

「クリスさんが言った通りだ。昇降機から下りたら取り囲まれてたかも」

　守るべき少女たちが居なければ何も問題はなかったのだが。

「はぁ……はぁ……お前たち急げッ！」

「はっ！」

　聞こえてくる声、誰だれよりも先に慌てた声を届けたのはセージ子爵。

　響く声が高まるにつれ足音も比例して高まるばかり。閑散としていたはずの空間があっという間に早変わりで、戦い直前の、身体中の血潮が熱を帯びる興奮が漂う。

「急げ！　部屋の魔道具も破壊されたのだ！　私の部屋に誰かが入ったに──」

　誰よりも早く上り、運動不足の身体全体に汗を浮かべるセージ子爵が踊り場に立った。

　息を整える間もなく更に進もうとしたそのとき、段上から注がれる視線に身を震わせる。恐る恐る視線を向けると、金糸の髪を揺らす佳人クリスが殺気を放っていた。

「貴様は先日の……」

「念のためお尋ねいたします。セージ子爵でお間違いありませんか？」

「そこをどけ、私は私の研究所に用がある」

「部屋の奥で興味深い資料を拝見いたしました。ご本人でお間違いありませんか？」

　いまだ貴族として扱う言葉を投げかけながら、向ける視線はまるで絶対零度。

　セージ子爵は不敵に笑うが、額に浮かべた汗に冷や汗が混じる。

　あくまでも尊大に、且つずる賢さを隠すことなく片腕を上げ、連れていた騎士を注目させた。

「何を言ってるのか分からんが、許可なく私の研究所に足を踏み入れたのだな？　なれば重罪である。貴族の所有する空間に無断で足を踏み入れるなんぞ、言語道断だ」

「いいえ。貴方はイシュタリカの法を犯しているのですから、その理論は破は綻たんしています」

「私が法を犯している？　冗談は止よしてほしい」

「監禁だけで重罪です。もう無駄な問答は止しましょう」

　すると、セージ子爵は両腕を広げ高笑いしてみせる。

「はーっはっはっは！　まさか私が保護していた少女たちを見て監禁と言ったのかね？　明日にでも詰所に連れて行こうと思っていたのだ。だが貴様らこそ、近頃活発だという人攫さらいではないのか？　忍び込む辺り、後ろめたいことがあるのだろう？」

　セージ子爵の証言がなくとも、もはや捕縛するのに十分な証拠が揃そろっている。

　しかし、言い逃れるばかりの彼を見て、たまらずアインが口を開いた。

「では私も尋ねたい。少女が貴様に乱暴されたと答えたなら、貴様は法を犯したと認めるか？」

「錯乱した少女たちが何を言おうと、証言として意味はないだろう？」

　もういい、この二人を捕まえて研究所を確認する。

　セージが判断し、腕を下ろすと彼が連れて来た騎士が一斉に階段を駆け上がる。

　だが、相手は元帥だ。クリスティーナ・ヴェルンシュタイン。彼女より実力が上の騎士はただ一人、国王シルヴァードの護衛を務めるロイドだけだ。

「──え？」

　一人、勢いよく駆け上がった騎士の剣が根元から切断され階段に落ちた。

「貴方たちは剣を向けてはならない相手に剣を向けた。本来なら、首ごと切り落とされて当然のことではありますが、まだ聞くことは山ほどありますからね」

　だからこれは決して慈悲ではない。

「お、おい！　あいつ、今何を……！」

「分からんッ！　だが俺の剣がいつの間にか……ッ」

「警告に二度目はありません。理解したのなら武器を捨てて投降しなさい」

　セージ子爵に仕える騎士はその声に震え、気が付くと剣から手を放していた。仕える主あるじに何の意見を求めることもせずあっさりと投降の姿勢に入ったのは、彼我の実力差が理解の追い付く範はん疇ちゆうの外にあると感じたからだ。

　戦力を失い茫ぼう然ぜんとしたかと思いきや、セージ子爵はいまだ健在。

「分かった分かった。一度、貴様らと話し合いの場を設けるべきであろうな」

　彼は両手を上げ降伏の意を示した──かのように思われた。

「まぁ、今ではないがな」

　セージ子爵は不敵に笑うと、よく磨かれた革靴のつま先でトン、トンと音を鳴らす。

　つま先から噴出された紫色の空気が階段を昇り、途中、武器を下ろした騎士たちがそれを吸い喉のどを搔かきむしり喘あえいだ。

　しかしセージは何か耐性のある装備を身に纏まとっているのか、少しも苦しむ姿を見せない。

「し、子爵ぅ……ッ!?」

「忠義を尽くせぬ騎士に価値はない──さて、貴様らのことはよく覚えさせてもらった。後悔することになるぞ」

「いいえ、貴方に二度目はありません！」

「あるのだよ。念には念を入れておいて正解だったようだ」

　突如、踊り場の背後の壁が崩壊した。

　瓦が礫れきの中から伸びる二本の脚、鋭利で巨大な爪は獰どう猛もうな性格の象徴で、真紅の体たい軀くにアインとクリスは覚えがある。

「この間のワイバーンだッ！」

　アインが叫んですぐ、セージ子爵は崩壊した壁の外に身を投げた。

　最後にセージ子爵は何も語らず鼻で笑うと、ワイバーンに摑まり夜空に消えていく。

　急いで外に出ようと駆け出したクリスにアインは言う。

「ダメだ！　多分漂ってるのは瘴しよう気きだから進んだらいけない！」

　慌てて飛び出したアインはクリスを押しのけ、漂う瘴気に毒素分解を作用させる。瞬く間に紫色の空気が消え去り、倒れた騎士たちは悲痛な面持ちでアインを見上げた。

「大丈夫、もう助かるから」

　アインは一人一人に手を触れて、体内に入った毒素を分解する。クリス、そして少女たちに悪影響が無かったことを確認して安あん堵どした。

「問答無用で切って捕まえてもよかったのかもしれないけど、これではっきりしたね」

「……すみません。取り逃がしたのは私の責任です」

「違うよ。情報を聞き取ろうとしてゆっくりしたのは俺の責任だ」

　だが次は容赦しない──アインは手をぐっと握りしめて決心したのだった。








本当の終わりと末路と









　翌日、いや、夜中のうちからイスト中が騒ぎになったのは言うまでもない。

　叡えい智ちノ塔には王太子の名において国の騎士が足を踏み入れ、数々の重要な証拠を押収。朝から関係各所への聞き込みが進められたが、セージ子爵はイストのどこを探しても見当たらなかった。

　忽こつ然ぜんと姿を消した彼は、あっという間に犯罪者として名を刻まれたのだ。




　昼を過ぎた頃ころ。

　資料の支度が済んだと連絡を受け、アインは一度、騎士の詰所を出てオズの待つ研究所へと足を運んでいる。クリスを伴って二人でだ。

「見張りと話してきます。ここから離れないでくださいね？」

「分かってる。静かにしてるから、そんな疑うような視線は向けないで欲しいかなーって」

　忍び笑いを見せクリスが離れて行く。

　ふと、アインは懐に入れていたメッセージバードを思い出した。昨晩から忙しくて確認する暇が無かったのだが、出してみるとすでに返事が届いている。

「ちょうどよかったかも」

　片手に握り魔力を流す。

　やがて、クローネが間違えて送ってしまった声が音になる。

『早く逢あいたいの。私、自分で思ってる以上に寂しがり屋だったみたい』

　これまでに比べて短いが、その威力は計り知れない。

　アインの胸が早鐘を打ち出し、頰ほおはほのかに紅あかく染まった。魚のように口を開け閉めして呆あつ気けにとられながらも、クローネという少女の顔が脳裏に浮かんで離れない。

「ッ──早く返事しないと！」

　当然ながら、アインは迷った。

　物語に出るような甘い言葉がいいか？　それとも、長々と、自分も同じことを考えているという旨を言葉にすればいいだろうか？

　だが、どれもこれもしっくりこない。

　考えられた言葉が悪いとは思えなかったが、結局選ぶのはクローネ同様に短い言葉だ。

「俺もだよ。もうすぐ帰るから、少しだけ待っててほしい」

　ここで「俺も逢いたいよ」と返せなかったのは、少し勇気が無かったのだろう。

　メッセージバードはこれまでと同じように青白く点滅し、クローネの持つメッセージバードへ返事を送る。

　頃合いよく、クリスがアインの傍そばに戻った。

「中に入っても大丈夫みたいです……って、アイン様？　お顔が赤いですよ？」

「……色々あったんだ」

「えっと……色々？」

　それからアインは茶を濁し、クリスと共に研究所内に足を踏み入れた。







　オズの部屋に入ってすぐのことだ。

　二人の来訪を歓迎したオズは、すぐに昨晩の件を語りだす。

「まさか数日で解決してしまうとは……」

　オズは驚きのあまり半笑いでアインの行いを称たたえた。

「運がよかったんだと思います。きっかけは偶然迷い込んだスラム街でしたから」

「そうは言いますが、いや、見事なものです。さすがは英雄と謳うたわれるお方だ。保護された少女たちは孤児院へ？」

「はい。家がある子は家に帰りますけど、孤児は王都の孤児院で保護することになってます。二人だけ縁があったので、城で使用人見習いをすることになりましたけど」

　バーラとメイの姉妹のことだ。

「頭がいい子だなって思ってたんですけど、元は平民だったみたいなんです」

「ふむ……そこからスラム街の孤児へ？」

「お母さんが亡くなってから、貯えも尽きて仕事もなかったそうなんです。お父さんは幼い頃に姿を消したそうで、どこに居るのかも分からないって言ってました」

「孤児は年々数を減らしておりますが、やはり、事情は多々ございますからね」

　雰囲気が重苦しい。

　そこでアインはもう一つ、スッキリしない情報を口にする。

「あと、黒幕はセージではなかったみたいなんです」

「むっ？　それはつまり、あの男は犯人ではなかったということですか？」

「違います。あいつは確かに人攫さらいの犯人でした。でも──」

　今け朝さ、アインの下へ、騎士の詰所から連絡が届いていた。

「あいつが連れていた騎士たちによると、セージは誰かに命じられて人攫いをしていたそうなんです。ある時期からは少年だけを渡して、少女たちは自分の下に置いていたと」

「……命じた者の情報などはお判りになりましたか？」

「残念ですが。攫った人たちを、叡えい智ちノ塔に連れて行くの以上に警戒が厳重だったらしいです」

　黒幕が居るという以上の情報は得られなかった。

「俺は黒幕が赤あか狐ぎつねなんじゃないかなって思ってるんです。不自然に強化されたワイバーンは、赤狐の持つ力、技術で無理やり強化されたんじゃないかなって」

　気になることだらけだが、アインが介入できるのはここまでだ。

　もう王都へ帰らなくてはいけないし、今からアインが捜査に加わる必要もない。アインもそれを理解しているからか、ここからの捜査は騎士に任せることにしている。

「アイン殿下は気落ちしているようですが、貴方あなた様は人攫いを解決してみせたのです。私のようにイストに住む者からすれば、大変有難いことでございます」

　気分を変えるためか、オズはそう言って分厚い封筒をアインに手渡した。

「こちらが赤狐についての資料でございます。私が知る情報のすべてです」

「あ、ありがとうございますッ！　少し拝見してもいいでしょうか？」

「ええ、勿もち論ろんですとも」

　封筒を開けてヒモで綴とじられた紙の束を取り出す。

　一枚目のタイトルを見た。

「『赤狐の過去の出現箇所、またその移動経路に対しての考察』……ですか」

　アインは生なま唾つばを飲み込む。

「いきなりすごい資料みたいですね」

「さて、問題は中身でございますので」

　そう言うものの、晴れやかな笑みを浮かべたオズからは自信が窺うかがえる。

　アインは表題が書かれた紙をめくり、次のページ、所狭しと紙面を埋め尽くす文字と地図を眺め驚かされる。

　いわゆる分布図であり、痕こん跡せきが残っていた箇所が地図上に色付けされているのだが。

「大陸中っていってもいいぐらいですね」

「仰おつしやる通りです。そちらの資料は当時、調べるのに一番手間のかかった部分です。苦労したのは私ではなく、私の依頼を受けた冒険者たちですが」

「これらの情報はギルドに集めてもらったんですか？」

「ええ。実はギルドに持ち込まれる貴重な素材に関しては、情報の保存義務が課せられているのです。それを利用して、個体数が少なかった赤狐の情報を集めてもらいましたので」

　オズの調査方法に感心しながら、アインは再度資料に目をやった。

「先日拝見した魔石もこの調査で発見されたんですね。痕跡はマグナにイスト、それに冒険者の町バルトの近くでも見つかってる」

　また、特に何もない農村地帯にも記録があった。

　これらの情報を見れば、セージを操る赤狐という黒幕が居ても、何もおかしな話じゃない。

「正直いって、もう少し隠れて生きているもんだと思っていました」

「赤狐は良くも悪くも享楽主義な性格があります。それが祟たたってなのか、随分と自由にしていた個体も多くいたようですね。ある個体は勤勉に本を読み、またある者は知識欲に駆られ多くのことを調べ、またある個体は槍やりを持ち武を高めたとか」

「なるほど。参考になります」

「せっかく資料をお渡ししたのに、長々と話しすぎてしまいました。申し訳ありません。話が長くなるのは、私のような年老いた研究者によくあるものでして」

「そんなことはありません！　すごくいい情報でした」

「ええ、そのように仰っていただけると助かります。さて、もう一つの資料がこちらです」

　オズがもう一つ、分厚い封筒をアインへと手渡した。

「魔物化──と言っても、魔物の進化に関する資料ばかりです。やはりアイン殿下のような前例は一つもなく、もしかすると、先日お渡しした資料の方が有益かもしれませんが」

「いえ！　何から何までありがとうございます……ッ！」

「いずれバルトにも行ってみると良いでしょう。あちらには、魔物の進化に関しての詳しい資料もあったはずです。研究者と違う、冒険者の知恵も調べる価値がありますから」

「そうか……バルトなら、赤狐の情報もありそうですね」

「仰る通りです。なので一石二鳥かと思いますよ」

　オズの言葉に頷うなずいたアインは、今受け取った資料も確認したかった。

　手を伸ばしかけた彼にクリスが言う。

「アイン様！　そろそろ詰所に戻らないと……ッ！」

「あっ、もうそんな時間？」

「夕方には王都へ発たねばなりませんし、少し時間が押しています」

　彼女は申し訳なさそうにオズへ頭を下げて言う。

「この度は急な訪問でありながら、王家へご協力いただきありがとうございました。お礼は必ずと陛下より言付かっております。後日、城の騎士が足を運ぶかと思いますので、またお時間を頂ちよう戴だいできますと幸いです」

「私も有意義な時間でしたので報酬は結構なのですが……承知いたしました」

　返事を聞きアインが席を立つ。

「ではオズ教授、本当にありがとうございました。また機会がありましたら」

「おっとと、お待ちください。実は一つ殿下にお土産がございます」

　オズが立ち上がり机に向かう。

「こちらは殿下にではなく、クリスティーナ様にお持ちいただいたほうが良さそうですね」

「私にですか？　ですがオズ教授、これはもしかして」

「お察しかと思いますが、先日お見せした赤狐の魔石の片方です」

「ですが……そのような貴重なものをいただいてよろしいのですか？」

　手を伸ばさず遠慮がちな態度のクリスに対し、オズは押し付けるように金の彫金が施された箱を渡すと、彼は「大丈夫です」と先に言う。

「すでに調べ終えたものですし、これから先、殿下たちに必要となるものですから」

　なんという人格者だ。

　この男を頼ってよかったと、アインもまた、クリスにつづいて頭を下げた。

「何から何までありがとうございます……ッ」

「ははっ、殿下のような方が頭を下げてはなりませんよ」

「いえ、この御恩は絶対に忘れませんから」

「私も殿下とお会いできて充実した日々でした。またお会いする日がありましたら、今度はぜひ、共にゆっくりと食事でもいたしましょう」

「勿論です。その際は是非」

　アインは時と計けいを見た。

「ッ──すみません、時間のようです。慌ただしくてすみません」

「とんでもない。王都までどうぞお気をつけてお帰り下さい」

　アインは最後にもう一度頭を下げ、オズの部屋を後にしたのだった。





◇　◇　◇






　水列車のホームでは今まさに出発しようとする車両が蒸気を上げていた。アインとクリスの二人が荷物を持って息を切らせ、自分たちが借りた車両の入り口に走る。

「ニャアアアッ！　二人とも！　早く乗るのニャッ！」

　一足先に車両に乗っていたカティマが窓を開け、小うるさく車両を叩たたき叫ぶ。

「わっ、分かってるってば！」

　ジリリリリ──ッ。

　耳を刺すようにベルが音を鳴らしてくる。

　やばい、焦りを募らせた二人が更に走る速度を上げ、なんとか車両に乗り込んだのは、水列車が発車する直前だった。

「はぁ……はぁ……な、なんとか間に合いましたね……ッ！」

「ほんとギリギリだよ……ッ。まぁ、遅れたら遅れたで一日観光して帰ったけどさ」

「もー、ダメですよ？　みんなに怒られちゃいます」

「分かってる。強がってみただけだよ」

　クリスが何も言わずハンカチを差し出すと、アインはそれを受け取り額の汗を拭ぬぐった。彼女もまた首筋に浮かんだ汗を拭う。

「荷物を置いてきます。アイン様は先にラウンジへ行っててください」

「分かった。ありがとね」




　車両内の通路を歩いてすぐ、ラウンジに足を踏み入れるとカティマとディルの二人が居た。

「まったく！　ほんっとギリギリだったのニャ！」

「ごめんってば。騎士に伝えたいこともあったからさ」

「ニャ？　何を伝えてきたのニャ？」

「姿を晦くらましたセージについて、何よりも最優先で探し出してほしいって」

「なるほどニャ。王太子が直々に言いに来た。そりゃ大事だニャ」

「そういうこと」

　立ち話もなんだ、アインはカティマが腰を下ろすソファの対面に座った。

　するとディルがアインに声を掛ける。

「アイン様、何か冷たいお飲み物でもお入れしましょうか？」

「あー……欲しい。クリスさんの分とで二つお願いしようかな」

「かしこまりました」

　ディルが忍ぶように笑い、ラウンジ隅にあるバーに向かう。

　車両にはアインたちしか居ないため、自分たちで飲み物も用意しなければならない。が、貴族向け車両ともなれば、そもそも貴族は使用人を連れているためおかしなことはない。

　アインは受け取った飲み物を一気に飲み干す。

「はぁ、生き返る」

　ようやく一息つけた。

　おもむろに窓の外に目を向けると、遠ざかっていくイストが見える。

「ついさっきまであの町に居て……あの大きな塔に忍び込んでたんだよね」

　遠ざかりながらも、悠々と構える叡智ノ塔の大きさは格別だ。

　よくあれだけ巨大な建物の中を下から上まで階段で駆け上がったものだと、アインは自分のことながら大したものだと称たたえた。

「ニャア。ついでに機能を停止させたって追加するニャ」

　ははっ、アインが能天気に笑う。

「まったく……想定外のことだらけだったニャ」

　やれやれ、そんな表情と声で言ったカティマが「そういえば」と話題を変える。

「バーラとメイのことニャけど、もう一つ車両を借り切ったニャ。そっちでゆっくりしてるけど様子を見に行くかニャ？」

　カティマはそう言って、アインがやって来たのとは別の通路を見る。

「あっちがその車両につづく通路だニャ。食堂車とかにも行けるアレだニャ」

　ただし切符が無ければ別の車両には入れない、そんな仕組みの魔道具が設置されている。

「姉妹水入らずでゆっくりさせてあげるよ。それと、カティマさん」

「なんだニャ？」

「言うのが遅れたけど、攫さらわれてた子たちの服とかを用意してくれてありがと。ディルもグレイシャー家の名前で動いてくれてたんだよね？　ほんとに助かったよ」

「ニャハハッ！　あんなのは別に気にしなくていいニャ」

「私もです。アイン様のお役に立てたのでしたら、それ以上の喜びはありませんから」

　本当にいい仲間たちだ、とアインは微笑を浮かべた。

　やがて会話が一段落したところで、荷物を置いてきたクリスがラウンジに足を踏み入れる。

「クリスさん、ディルに飲み物を入れてもらってあるよ」

「ほんとですか？　ちょうど喉のどが渇いていたんです」

　彼女はそう言ってディルに礼をした。

「そういやカティマさん」

「ニャ？」

「オズ教授から貴重なものを貰もらってきたんだ。初日に見せてもらった赤狐の魔石、その片方を貰ってきたんだけど」

「何をあっさりと貰って来てるニャッ!?」

　カティマが大げさな動きでソファに横たわる。

「ちゃんと封印されてるのニャ!?　気が付いたらアインが吸ってたなんて勘弁だニャ！」

「あ、大丈夫ですよ？　私の部屋に置いてありますし、なんでも、マジョリカさんが作った封印が施されているそうです」

「……ならいいのニャ。アイン、クリスに夜よ這ばいするとしても今日は我慢するニャ」

「いや、しないからね？」

　二人のやり取りに苦笑しながらも、クリスは密ひそかに頰ほおを薄く上気させた。グラスを両手で持ち、顔が見えないように飲む。

　カティマの腹がグゥウ──と音を上げた。

「違うのニャ」

「え、何が？」

「これは空腹なんじゃなくて、むしろ武者震いのような何かだニャ」

　乾いた笑い交じりに、カティマは顔を背け肩をすくめた。

「いや意味わかんないけど……時間もちょうどいいし、四人で晩御飯でも食べようか。食堂車まで行くのもなんだし、ルームサービスでさ」

　アインはそう言ってすぐ、バーラとメイのことを思い出す。

「そう言えば、あの二人の夕食も頼まないとね」

「いや大丈夫だニャ。実はメイが腹を空すかせてたからニャ。早いうちに食べさせてあるニャ」

「なら、邪魔しない方がいいね」

「何かあったら呼ぶように言ってるから、心配はいらないのニャ」

　四人は和やかな雰囲気の中、夕食を楽しんだ。

　その後はラウンジで休憩しながらイストでのことを語らい、水列車での時間はゆっくりと過ぎ去っていった。





◇　◇　◇






　アイン一行が王都への直行便に乗り込んで数時間が経たつ。

　窓の外を見れば、天球に濃紺と砂金をちりばめたような夜景が広がっている。

　王都に比べ気温が低いこの地域は、窓に触れるとすっと冷たい。

「つまりアレだニャ？　オズ教授がくれた魔物の情報によると」

　ソファに腰を下ろしたカティマの手元には、イストを発つ前にオズが渡した資料がある。赤狐のものではなくて、アインの魔物化に関連した資料だ。

「うん。進化によって魔物が持つ固有の意思が変わることはない、ってことらしいよ」

「ふむぅ……ニャら、少なくともアインの意思は無くならないってことかもしれないニャ」

「あれ？　それって魔物化はもう──」

「ただあくまでも、アインの魔物化を進化と同じとして扱う場合ニャけど」

「あー。まだ大丈夫だって断定はできないわけか……」

「うむ！　過去に例がない症状なんニャから、しっかりと調べて、また昏こん睡すいするなんてことがないようにしないとニャ！」

　つまり調査は続行ということだ。

　カティマの言い分に、すぐ近くで控えているクリスとディルが頷く。

「オズ教授の話によると次はバルトなんニャろ？　アインの体調に関してもだし、赤狐についても調べられるなら一石二鳥ニャ」

「まぁ、そりゃそうだけど」

「アインの身体からだの件が落ち着いたら、もしかしたら赤狐の調査が主軸になるかもニャ。なにせ、セージの裏に居るのが赤狐だったんだとすれば、奴やつらが今でもイシュタリカで何かしてることの証明だからニャ」

　彼女の言葉に、車両内の皆が神妙な顔で頷うなずいた。

　アインの体調の件に加えて、同時進行で調査するべき事柄なのだ。

「というわけで、そろそろ寝るかニャ」

　ソファの上で欠伸あくびを漏らしたカティマが立ち上がる。

　時と計けいの針は深夜の一時を指していた。イストでは多くのことがあったとは言え、さすがに長い間話し過ぎたところ。

「俺も寝ようかな──あ、もうあの大きな橋の上まで来てたんだ」

　窓の外を見ると、水列車はちょうど川の上を進んでいる。

　往路でクリスから聞いた、イシュタリカ最長を誇る巨大な橋の上だった。

　往路では気が付かなかったが、橋を渡った先にある王都側には、なだらかな丘陵地帯が広がっている。

　ふと、天の川に照らされた水みな面もに泡が浮かぶ。

（何かいるのかな）

　アインが窓際で立ち止まった刹せつ那な。

　水列車が急ブレーキをかけ、車輪と線路が泣き叫ぶような軋きしみ音を上げた。

「ッ──!?」

「アイン様ッ！　危ないッ!?」

　すると、駆け寄ったディルに身体を支えられた。

「あ、ありがとッ！」

「とんでもない。しかし今のブレーキはいったい」

　ラウンジの中の家具も大きく揺らされたようで、テーブルの上のグラスが床に落ちて砕け散っている。

「私も大丈夫だニャ！」

　カティマはクリスに支えられたようで無事だ。

「何かあったみたいですし、私がちょっと聞いてきます」

「うむ。頼んだのニャ、クリス」

「待って！　俺も行く！　なんか眠れる気分じゃなくなったし。ディル、カティマさんの面倒をみてもらっててもいい？」

「え、ええ……面倒というより、護衛としてお付きしております」

　アインがクリスと共にローブを羽織り車両間の通路に出ると、やはりそこも騒々しかった。少し歩き、食堂車に差し掛かったところでその騒ぎは一層高まる。




　一人、車掌と思われる男が乗客に説明をしていた。

「緊急停止です！　何か大きな魔物が前を横切ったと運転士から連絡がありました！」

　必死の声にアインとクリスは耳を傾ける。

「何か大きな魔物が横切り、空を飛んでいたと説明を受けています！」

「ではなぜ急いで逃げないのだッ!?」

「進路を塞ふさぐように飛び回っているからですッ！」

　やってきたばかりのアインが想像する以上の出来事だ。

　隣に立つクリスに目を向け、思いついたことを口にする。

「狙ねらいが俺たち──って可能性についてどう思う？」

「奇遇ですね。実は私も同じことを考えていたんです」

　叡えい智ちノ塔で取り逃がした奴やつが来たと。

「俺たちがここから離れれば──」

「ダメです！　こんな橋の上から他に行く場所なんてありません！　それに、私たちを追ってきたのなら、現れた魔物はきっと」

　と、クリスが口にして間もなく。

　ガッ──ギィィイイィ……ッ、鋭く巨大なかぎ爪が車両の屋根を摑つかむ音がした。

　間もなく車両の左右で窓が割られ、車両を冷たい外気がすっと通り抜けていった。

「違うと思いたいけど、俺たちに出てこいって言ってるみたいだよね、これ」

　すると、クリスが耳打ちする。

「ア、アイン様を外に連れていくつもりはありませんからね!?」

「なに言ってんのさ。狙いはクリスさんだけじゃなくて俺もなんだから、どこに居たって同じことだって。だったら他の乗客に被害が出ない方を選ぶよ。車両ごと水に沈められたりでもしたら、多くの命が奪われることになるんだから」

　言葉にしてすぐ、アインは窓に近づき外を見渡す。

「お客様方ッ!?　危険です！」

　車掌が制止するが今は時間がない。

　ふと、強風によってアインとクリスのローブが大きく煽あおられる。フードがあっさりと脱げ、隠されていた二人の素顔が晒さらされた。

　二人の姿を見て驚きのあまり、車両内の皆が目を見開く。

「心配しなくても、俺たちなら大丈夫」

　眼前に姿を現したのは海龍討伐を成し遂げた英雄。

　隣に控える女性も知る者がほとんどだ。新たな元帥に就いたばかりの騎士、クリスティーナ・ヴェルンシュタインという、イシュタリカにおける騎士の最高峰に他ならない。

　皆は何な故ぜここに二人がと疑問を抱く暇もなく、心の底から頼もしさを抱いた。

「クリスさん、先にディルに伝えよう！」

　勢いよく食堂車を飛び出したアインとクリスは、食堂車と同じく割れたガラスが床に散乱する連絡通路を駆ける。

　運がいいことに、先ほどの音を聞いて飛び出していたディルと鉢合わせた。

「アイン様ッ！　何かに襲われているようですッ！」

「分かってる！　ディルはカティマさんの傍に……いや、バーラとメイを同じ部屋に集めて護衛してほしい！」

「は……はっ！　ですがアイン様は!?」

「その、魔物の狙いは俺とクリスさんなんだと思う。だから」

　アインの言葉にディルは全すべてを察し顔を歪ゆがめた。

　揺るがない決意を露あらわにするアインを見て、諦あきらめたようにクリスに言う。

「クリス様。アイン様をよろしくお願いいたします……ッ」

「ええ、分かってる！」

　走り去るディルとは反対から、つい先ほどアインを制止した車掌が駆け寄って来た。

「お待ちください！　殿下ッ！」

　だがアインは応じない。

「頼みたいことがある。俺たちが外に出て敵の狙いを集める。だから、進めるようになったら急いで列車を走らせてほしい」

　なぜなら、先ほどアインがクリスに対し説明した通り、最悪の場合は水中に車両ごと沈むことになるからだ。

　話す合間にも、アインは割れた窓の外に身体からだを乗り出す。

「何かあったら俺の護衛のディルに！　行こう、クリスさんッ！」

　身軽に車両を飛び出すと、屋根までは大人数人分の高さがある。

　アインは幻想の手を生み出し、それを使って車両の上に向かい、一方のクリスは軽快に線路を蹴けって飛び上がった。

「海龍を倒したのと同じ戦法は勘弁してくださいね？」

「分かってるって。──ほら、居たよ」

　夜空を背に、我が物顔で翼を大きく広げた一頭のワイバーン。

　星明かりに照らされた体たい軀くには赤い鱗うろこが何枚も重なり、左右に広げられた大きな翼には太い血管が浮かび上がっていた。隆起し膨張した筋肉質な身体は先日に比べ更に逞たくましい。

　二人を見下ろすギョロッと蠢うごめいた大きな瞳ひとみは血走っている。

　半開きにされた口元からはみ出した牙きばは鋭く、体内の熱のせいか吐息が真っ白だ。

「グゥァァアアアアアアアアアアアアァッ──ッ」

　怒声が空を揺らし、緊張感が二人の肌を刺す。

「魔物闘技場では俺に怯おびえてたのに……明らかに様子が違うッ！」

「早く楽にしてあげましょう……ッ」

　剣を抜いた二人。

　やがて急降下したワイバーンが二本の足で狙いを定める。

「ガァァァウッ！」

　鋭い爪がアインを狙ねらいすました。

　すかさず前に出たクリスが目を細める。

「させません──ッ！」

　目にもとまらぬ突きが繰り出され、迫りくるワイバーンの爪に真っすぐ突き立てられる。爪は砕け散らなくとも深いヒビが入った。

　ワイバーンの悲痛な叫びが強く耳を痛めつける。

　爪の破片が飛び、クリスの耳に薄く切り傷が生じた。

「さすがクリスさんッ！」

「い、いえ……私は爪を砕いたつもりだったんです！」

　だがヒビだけだ。
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　彼女自慢のレイピアは切れ味、そして軽さに秀でた貴重な金属ミスリルを用いた逸品。

　ただの魔物であれば、一刀で切り伏せられるだけの代物だ。

「ガゥァ──グゥウッ……」

　屋根に降り立ったワイバーンの威嚇だ。

　すると列車が発車し、二人は踏ん張る力を強める。

　タタン、タタン。

　水列車が線路を進む音が辺りに響きだした。

「やっぱりこの前みたいに怖がってくれてた方が、俺としては助かるんだけどな！」

　合計六本の幻想の手がアインの背中から姿を見せた。

（車両を狙う余裕ができないように、俺とクリスさんで攻めつづけないと）

　すぅっ……とアインが大きく息を吸って間もなく。

「一瞬、少しだけワイバーンの視界を奪うよ。同時に攻撃しよう」

「視界を？　ああ、あの力を使うのですねッ！」

「そういうことッ！」

　アインがスキル『濃霧』を使うと、風に吹かれ霧が一瞬だけワイバーンの身体を覆う。

「今だッ！」

「はいッ！」

　一歩先に駆け出したアインが幻想の手を広げ、ワイバーンの翼を拘束する。

「クリスさんッ！」

　がら空きになった胸元にクリスのレイピアが突き刺さる。

　一度、そして二度三度と風穴を開け、吹き出す血潮が二人の服を赤く染め上げた。

「ガァァゥ──ッ!?」

「まだ終わらせませんよ……ッ！」

　必死の抵抗にアインの顔が歪ゆがむ。

「ッ……こんな力があったのかよ、お前！」

　だが、耐えられる。

「俺はもっと強い奴やつの抵抗を知ってるんだ……ッ！　悪いけど、お前が倒れるまで放してやる気はないぞッ！」

　海龍の抵抗に比べればなんてことはない。それに今はクリスもいるのだから。

　アインは更に幻想の手に魔力を込めた──だが。

「くそッ！」

　ワイバーンは尻しつ尾ぽを勢い良く振って抵抗する。

「一度離れてくださいッ！　十分攻撃できましたっ！」

「分かった──って!?」

　尻尾が直撃する寸前、なんとか幻想の手で防御したアインが宙に舞う。

　このままでは水中に落下だ。橋の上を走行中の水列車の周囲は依然として川が広がる。水面は穏やかながら、冷たい水に浸つかれば体力はすぐに奪われるだろう。

「ガァァアアアアアアアアアアッ！」

　宙に浮き無防備なアインにワイバーンが振り向いた。

　大きく振り上げた翼、浮いた血管と風船のような筋肉がアインに襲い掛かる。

　しかし、クリスが無防備なワイバーンの背後に居るのだ。

「私を忘れちゃダメですよ！」

　彼女の攻撃がワイバーンの尻尾の先端に突きつけられる。

「グゥゥ──ッ!?」

「こちらは随分と柔らかいんですねッ！　これなら！」

　神速の突きが更につづく。

　ピッ、ピッと小さく音が鳴るごとに広がる尻尾の傷、やがて尻尾が切断されワイバーンは苦く悶もんに崩れ落ちる。

「ありがとうクリスさんッ！」

　アインが幻想の手を駆使してクリスの隣に戻った。

　二人の頰ほおを勢いよく夜風が撫なで、車上の戦いに一時のおちつきが訪れる。

「ご無事でしたか!?」

「大丈夫、全然問題ないよ」

　ほっと安あん堵どしたクリスがワイバーンを見る。

「……ですが、なんて頑丈なんでしょう」

　ワイバーンの胸元に開けられた数々の風穴が二人の目に映る。おびただしい量の体液が漏れ、息が荒くなっているというのにまだまだ活力を感じさせる。

「やはり普通ではありません……！」

　クリスの額に汗が浮かぶ。

「でも倒せる。もう一度同じように体力を削ればいい！」

「ええ、なんとかして倒さなければ！」

　ここまで確かに順調だった。

　しかし。

「グゥ……アアアアアアアアアアアァァアァァァアア」

　大きく両翼を広げ、両腕もまた天に掲げたワイバーンの傷が青白く光を漏らす。

　まさか──そのまさかだった。

　クリスが付けたはずの傷が跡形もなく塞がってしまう。

「ッ──ガァ!?」

　傷が治ってすぐ、ワイバーンは海中を見て何かに怯えた。とはいえアインとクリスにとってすればそれを気にする余裕はない。

「噓うそでしょ……!?　傷が治った!?」

「あ、あんなことをする魔物は今まで一度も見たことがありません……ッ」

「こんなの倒しようが──」

　打つ手なしかと思われてすぐ、アインはワイバーンから魔石の気配を感じた。場所は額で、確かに魔石の気配を感じたのだ。

　だが同時に、ワイバーンがこれまで以上に鋭く爪を伸ばしている。

　いつの間にか身体全体がまた一回り大きくなったようだ。

「クリスさん！　あそこ、額にある魔石を割れば終わりだッ！」

「額ですか？　少し苦労しそうですが……やるしかないですね」

　問題はどちらが割るのかで。

（クリスさんのレイピア、それか俺の幻想の手だ）

　アインはどちらがいいか迷った。

　彼が選んだのは、イシュタリカ最強の一角ともいえる騎士、クリスが持つ洗練されたレイピア捌さばき。

　代わりにアインは別の方法で戦うことに決めたのだ。

「……ねぇ、クリスさんって、力を溜ためたら強い突きを出せたりする？」

「風の魔法を重ねればいけますが──」

「なら俺は身体を張るよ。クリスさんに最後の一撃を頼みたい」

　身体を張るのは大得意だ。

　学園ではレッドバイソンを相手に、そして実戦では海龍とのぶつかり合いを制したことがある。

　蜘く蛛もの巣すのように広げられた幻想の手を見て、ワイバーンは応こたえるように近寄る。

「ガァアアッ！」

「後のタイミングはクリスさんに任せるからッ！」

「あ、ちょっと……アイン様ッ!?」

「俺は力比べなら自信があるぞ、ワイバーンッ！」

　翼の先端で存在を主張するかぎ爪に幻想の手が対抗する。

　余った幻想の手は、ワイバーンが飛び跳ねぬよう翼にまとわりつき、逞しい脚も拘束される。

　じりじりと、距離を詰めようと力を込めたワイバーンだが、いくら強化されようと、更に強大で災厄に数えられる海龍と比べる程ではない。

　当時から成長を遂げたアインには、実のところいくらかの余裕がある。

　問題は足場が悪いことだ。

　下へ手たに油断して体勢を崩されれば水中に落下。せっかくの力比べも終わってしまう。

「どうした……ワイバーンッ！　そんな力じゃ俺は倒せないぞッ!?」

　煽あおるような口調は自身を高ぶらせるためのもので、心には決して油断はない。

「ガァアアッ！　グゥゥウアアアアウッ！」

　力比べに勝てないと踏んだか、ワイバーンは首を伸ばし開口。牙を見せつけアインを食いちぎろうと試みるが、幻想の手により距離が詰められない。

　興奮からかアインの呼吸が乱れた。

「はぁ……はぁ……大丈夫、できる……！」

「ガァッ！　グゥ……ガァアアアウッ！」

　すると、アインは背後に風が集まるのを感じた。

　進行方向とは逆に風が吹く、言葉にするとあまりにも異常な事態のなか、確かにアインは風が逆に吹いていくのを感じ、目に見えずとも、それがクリスのレイピアに集まっているのを察する。

　徐々に風は鋭利に形を変え、アインの肌を刺す風が少し痛い。

　間もなく、クリスが大きな声と共にアインの横を駆け抜けていく。

「時間を稼いでくださってありがとうございます。確実に仕留められる支度ができました──ッ」

「ああ！　後は頼んだよ！」

　飛び上がったクリスの右手のレイピアが霞かすむ。

　強烈なかまいたちを纏まとっている。触れるだけでワイバーンを切り裂くだろう。

　その怖おそれにワイバーンは、思わずアインから顔を逸そらしクリスを見た。

　こいつを嚙かみ殺ころさないといけない。本能的に察したのだろう。

「悪いけど、それはさせないよ……ッ！」

　だが、もう頃合いなのだ。

　アインは今に至るまでの戦いの中で、ワイバーンの攻略を必死になって努めてきた。

　さっきまで翼を拘束していた幻想の手が離れ、ワイバーンの首を縛り付け固定する。

「グゥッ!?」

　強烈な締め付けに戸惑うワイバーンが動転して身体を揺らした。

「貴方はとても哀れなワイバーンです。ごめんなさい、私たちにはこうすることでしか、貴方を救ってあげられないから──ッ」

　ワイバーンは最期に優しい目を見た。

　ごめんなさい、そう謝ったクリスの女神のような慈悲に抵抗する暇いとまもなく、レイピアは何の障害もなしに深々と突き刺さる。

「ガ……ァ……ァア……」

　苦しむこともなく絶命したはずだ。

　辺りの水面にも波及する一陣の風が吹き荒れてすぐ、アインがワイバーンの額を見ると、さっきまでなかった巨大な風穴が目に映る。

　それから間もなく、列車が強風により停車した。

　つづいてワイバーンが車両の屋根に静かに横たわると、その亡なき骸がらは自重により、川へ向けて静かに落下していく。

　自由を奪われ操られるというのはどんな気分だったろうか？　勝負に勝ったにもかかわらず、アインの心は曇る。

「アイン様」

「あ、えっと……すごい一撃だったね、クリスさん」

「ふふっ、ありがとうございます。アイン様のおかげですよ」

「あーもう、ほんっとに疲れたよ」

「あははっ……私もです。もうお風ふ呂ろに入ってから早く寝たいぐらいですよ」

「俺も同じ。とりあえずワイバーンは倒したし、そろそろ中に」

　中に帰ろう、提案しようとした瞬間。

　水が大きく盛り上がった。

　二人は今の戦いで精神が研ぎ澄まされているからか、同時にある言葉を思い出す。

　宿でセージは「ワイバーンやクラーケンを従えている」と口走っていた。そしてここは水場、ワイバーンは倒したが──。

「あのロクでなし子爵ッ！」

　盛り上がった水面から、アインの触手より更に太い触手が何本も現れる。

「ワイバーンがさっき怯おびえてたのは、クラーケンが近づいてたからなのか……ッ」

　伸びる触手のうちの一本に、さっき倒したばかりのワイバーンの亡骸があった。すぐに触手から放り投げられ、向かう先の水面に現れた巨大な口に吸いこまれる。

　次の瞬間には線路の先が触手に崩され、橋から出る道が塞ふさがれた。

「アイン様、どうやらもうひと踏ん張りしないといけないみたいです」

「うん。大きさもクリスさんが言ってたぐらいだし、兵器が無くてもなんとかなりそうだけど」

　結局のところ戦場の問題だ。

「どうやって攻撃すればいい？」

「伸ばした触手を切る他ありません。例えば」

　アインの背後にクラーケンの触手が近づいた。

「こうやって……ですッ！」

　目にも止まらぬ神速。アインの顔の真横を一瞬の光こう芒ぼうが通り過ぎた。

　振り返ったアインの視界に映るのは、既に何か所も突き刺された触手だ。

「我々が対処できなければ、水列車もろとも沈めようとするはずですッ！」

　彼女はそう言って、風を纏まとわせたレイピアを横に薙なぎ払はらう。

　クラーケンの触手が切り裂かれ落下していった。

「そうなったら海龍と同じ方法で倒すよ。でも、そうならないように努力しないとね」

　アインは胸が不快に高鳴った。何とか表面だけでも冷静に言葉を交わす。

　するとアインは、進行方向の先の丘陵に止まる、一台の馬車に気が付いた。

「……セージッ！」

　セージはわざとらしく焚たき火びまで用意して、椅子に腰を下ろしている。ワインか何かを手にこちらの様子を見ている姿に、アインは強い怒りを感じていた。

「あの男、やはりいい趣味をしてますね」

「ずる賢いし、悪事を働くにはもってこいの性格だよ」

「ええ……ここでクラーケンに襲わせるのも、いい性格してると思います」

「まぁ、俺はまだ余裕だけどね」

「くすっ……もう、アイン様ったら。お顔は疲れてるみたいですよ？」

「クリスさんだって同じだよ」

　軽口を交わし、橋の下から伸ばされる触手に意識を向ける。

　どうせならもっと大きな剣を持ってくればよかった。心の内で呟つぶやきながら強く剣を握りしめる。

『──貸してやろうか？』

　と、脳に声が響いた。

　先日の「大丈夫」という声と違う男性の声だ。

　きっとデュラハンの声だったのだろう。だが邪悪な感じはない。声は低く、落ち着いた大人の男性という印象を受ける。

　それに安心感があったのは、エルダーリッチが約束してくれた通りだったからだろう。

（でも、そう簡単に頼るつもりは無いぞッ！）

　声に出さず返すと声の気配が消え去る。

「クリスさん！　最後にもうひと踏ん張りだッ！」

「はいッ！」

　しかし気合を入れてすぐ、海の方角が大きく揺れた。

　二つ、何かが勢いよく泳いで来ることが分かる。

「まさかクラーケンが三匹も居たってことはないよね？」

「……一匹だった、ともセージは口にしておりませんでしたから」

「なるほど、ありえるってことか」

　それなら最悪にも程がある。

　ただでさえ戦いづらい場所だと言うのに、数匹のクラーケンなんて考えたくもない。

　考えたくなかったが、列車内の人に犠牲が出るかもしれない、アインは脳裏にそんな考えがはびこるのを止められなかった。

　もはや、本当にデュラハンの力に頼るほかないのかと、きつく唇を閉じた。

「もうこれしか方法は……」

　何もしないよりは、という想おもいだった。

　アインが半ば覚悟を決め、下にいるはずの触手を見下ろした時のことだ。

「……あれ？」

　触手は橋や車両に襲い掛かることなく、クラーケン自身の身体からだを守るように水中を蠢うごめいていた。

　戸惑ったアインにつづき、クリスもまた目を白黒させている。

「えっと、何か様子がおかしいですね」

「急にどうしたんだろう……」

　拍子抜けだが、理由はすぐに明らかになる。

　バサァッ──まるでイルカのように水面に飛び跳ねた影があった。

「キュルッ！」

　なんと聞き覚えのある声だろう。

　声だけじゃない。その姿形は王都にいるはずの双子に間違いなく、つづけてもう一頭が水面に飛び跳ねたのだ。

　もしかするとワイバーンが怯えていたのは双子なのか？

　双子がやってきた経緯よりもクラーケンの様子に気を取られる。

「もしかして、あの幼い双子に怯えてるの!?」

「ですね……海の暴君と呼ばれるクラーケンですが、唯一の天敵が海龍ですから」

「いやいやいや！　でもまだ小さい子供だって！」

　クリスの表情にはもはや余裕しかない。

「大丈夫です。あの子たちならクラーケン相手でも問題ありません。アイン様だってご覧になったことがありますよね？　遠足から帰るとき、クラーケンが何もできずに餌になってしまったのを」

「見たけど……でも」

　あれはあくまでも成体だったからだろう。

「キュッ！　キュウッ！」

「キュルル……！」

　車両の屋根に立つアインと双子の目が合った。

　久しぶりに会えた親に対し、歓喜のあまり水中でぐるぐると泳ぎ出す双子は可愛かわいらしい。その近くでクラーケンが怯えていることが何かの冗談に思えてならない。

　いつの間にか、クラーケンの触手の一本が伸びていた。

　双子に向けて伸びた触手だが、クラーケンは必死に抵抗しているように見える。

　何かもう力が抜けてしまい、アインは屋根に腰を下ろした。

「今、どうしたもんかなって迷ってる」

「様子を見ていましょうか。こちらに来るなら対処するまでですし」

　そう言って、クリスはアインの隣に腰を下ろした。

「キュウッ！」

　姉のエルが触手の周囲を勢いよく泳いだと思いきや、触手があっさりと切断される。

「ッ──!?」

　クラーケンが声にならぬ叫び声をあげる近くで、双子が切断したばかりの触手を勢いよく咀そ嚼しやくする。

「うわぁ」

　これはひどい。

　よく見るとクラーケンを中心に水が押し寄せていて、双子の近くから逃げられなくなっているようだ。

「あれが本家の海流か」

　水の流れを操作されているせいで逃げられないのだ。

「前に聞いたことがあるんですが、海龍が現れる時期はクラーケンの個体数が減るそうです。一説によると、海龍にとって何よりも好みの餌だとか」

「何が暴君だって感じだけどね……」

　気が付くと他の触手も切断され、すでに双子の腹に納まっていた。

　もう大丈夫そうだ、アインはそう考えて立ち上がる。

「犯人を捕まえに行こうか」

　彼がそう言うと、クリスが頷うなずいて走っていった。

「クローネが言った通りだった」

　港でデートした日、彼女は双子が助けに来てくれるかもと口にしていた。

　まるっきりその通りになったことでアインは笑う。

　遠い王都で帰りを待っているであろう彼女を想おもって、もうすぐ逢あえるな、と夜空を見上げた。
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　アインがクリスに追いついたとき、なだらかな丘陵に横たわる馬車に呆あつ気けにとられた。

　数人の従者と騎士はすでに意識を失い横たわっており、セージもまた、クリスにレイピアを向けられ少しの抵抗も許されていない。

　焚火は慌てたセージかクリスが攻撃したときに消えたのか、薄っすらと煙があがるだけ。

　セージは砂の多い芝生の上に腰をつき、冷たい目を向けるクリスから顔を逸らしていた。

「……さすが」

　瞬く間に制圧された様子を見れば笑いすらこみ上げる。

　ワイバーンの頭ず蓋がいを破壊した一撃を思い返し、クリスは本当にすごい騎士だと実感するばかり。

「セージ、俺たちはお前を牢ろう屋やに連れていく」

「子爵の私を？　牢屋に連れていく？　馬鹿も休み休み言うのだな」

「何一つ冗談なんかじゃない。このまま王都に連れていくよ」

「罪状はどうする？　貴族を罰するというのなら、それ相応の発言力が無ければな」

　風に芝生が揺れ土の香りが舞い上がる。

　不敵に笑い、この状況下にあって開き直るセージには恐れ入るばかりだ。

「そもそも貴様は何者だ？　顔も見せない小さな男よ」

　ローブを羽織っておらずとも、星の光に照らされない角度のせいか、アインの顔がセージの目には暗くて見えない。

　クリスはワイバーンとの闘いで返り血を浴び髪も乱れている。

　だから恐らく、クリスの素性も把握していないのだろう。

　なにせイストでも一瞬ほどしか彼女の顔を見ていない。

　アインが歩み寄ると角度が変わり、星の灯あかりに彼の顔が照らされる。

「お前は貴族だ。なら、私の顔にも覚えがあるだろう？」

　当然だ。

　王太子の顔を知らない貴族なんているはずがない。

　セージはあまりの事実に、魚のように口を開け閉めした。

「答えろ。私の顔に覚えがあるか否かを」

「……ございます」

「お前の罪状は山ほどある。そのすべてを王都で話してもらう」

　もはや諦あきらめるしかなかった。

　なぜこんなところに王太子が居るのか、その理解が追い付かなくとも、諦める場面なことだけは理解が追い付く。

　項うな垂だれた彼を見て、アインとクリスは騒動の終結を確信した。

「ところでお前に命令してた奴やつは、なんで人攫さらいなんてさせてたんだ？」

「──ソれが、あの方の望みだったからです」

「あの方の？」

「私がアの方の手となり人を攫う。ソの報酬ヲ……受け取っていた……」

　急にセージの声色がたどたどしく変へん貌ぼうする。

「私は、私ハわたシは私ハ……ぐ、ぅう……ッ」

　突如苦しそうに地面を転がりだすと、彼は息苦しそうに喉のどを搔かきむしる。

　一息の間に、顔色が濃い紫色に染まっていく。

「ウグァ……ァア……助け──」

　最期、彼はアインに向けて血の涙を流し助けを求める。

　だがアインが手を差し伸べる間もなく、セージは目を見開いたまま絶命したのだ。なんと凄せい惨さんな光景だろうか？　気が付くと、セージの従者たちもまた同じく絶命しているではないか。

「トカゲのしっぽ切り……ってところでしょうか」

　そう言うと、クリスはレイピアを鞘さやに納める。

「近くの町に連絡を取りましょう。この亡くなった者たちのことも併せて、また、崩壊した橋のこともありますから」

　彼女は茫ぼう然ぜんとしたアインの傍に近づいて優しく言う。

　衝撃を受けた彼を慰めるように、そっと手を取り距離を詰めた。

　大丈夫です。私が居ますから。

　言葉に出さずともそう言われているような気がして、アインは少しずつ落ち着いていく。

　すると。

「キューッ！」

「キュルルッ！」

　賑にぎやかな鳴き声がすぐ傍の川辺から響く。

「アイン様、お父さーん！　って呼んでるみたいですよ」

「だね。わざわざ助けに来てくれたみたいだし、お礼を言わないと」

「ふふっ、おかげさまで助かりましたから」

「でも一つ気になることがあってさ」

　二人で歩き、川辺に近寄りアインが双子の頭を撫なでる。

「お前たち来てくれたのは嬉うれしいんだけど。好みの餌のクラーケンが居たから来たの？　それとも純粋に俺の気配を感じてここまで来てくれたの？」

「キュー？」

「キュルルー！」

「おい、惚とぼけてないで答えろって！」

「ぷっ……アイン様、怒っちゃダメですよ？　きっとこの双子はお父様に似ているんですから」

「いやいやいや！　それって俺のことじゃん!?」

　理由はどうあれ双子が駆けつけてくれて助かったのだ。

「誰かから聞いたのかもしれませんね。アイン様がもうすぐ帰りますよーって」

「だとしても、それでここまで来てくれたのならすごい話だよ……」

　アインはそう言って水上に目を向ける。

　食べ残されたクラーケンを見て、一方的な戦いだったんだなーと再確認した。




　やがて騒動の決着を知り、列車からディルとカティマが駆け寄って来た。

　スッキリとしない終わり方だったが、崩れた橋を飛び越えられないカティマを見て、アインとクリスの二人は密ひそかに笑い声を漏らしたのだった。





◇　◇　◇






　同時刻。

　彼は真まっ赤かなワインが注つがれたグラスを片手に、テーブルに置いた赤狐の魔石を眺め悦に浸っていた。

「ああ──父よ。今日はなんていい日でしょう」

　彼はそう言ってぐいっと勢いよくワインを飲み干す。

「あの男は私の力を借りておきながら、下げ賤せんで粗末な真ま似ねをしたのです。私の研究のために使ってやっていたというのに、欲望に目がくらんだのです」

　彼はつづけて魔石に頰ずりをする。

「それに、あの薄汚い女め狐ぎつねの魔石を手放すことができました。ああ何という日だ。凛り々りしく美しい王太子も素晴らしい。父よ、まるで貴方のように美しい人なのです」

　すると彼は舌を出し魔石を舐なめる。

「興奮している……これはそう！　まるで貴方の隣に居た女狐を殺した時のように、その後に貴方の血を全身に浴びた時のように！　それほど嬉しいのですッッッ！」

　頰ずり、舌を伸ばし、時に魔石の香りを嗅かいだ。

「はぁ……はぁ……」

　火照った顔も心拍数も、そして下半身に集まった大量の血液も落ち着きを取り戻す。

「これは貴方が与えてくれた幸運なのですか？　愛いとしの父よッ！」

　芝居じみた態度で彼はつづける。

「ああぁッ！　こうしてはいられないッ！　この滾たぎりは抑えられないッ!?　我が知識欲をくすぐって止やまない王太子殿下ッ！　あの顔が歪ゆがむところが見たいッ!?　いや駄目だ！　あれほど美しい存在は愛めでなくては……歪んだ性愛を向けては冒ぼう瀆とくにも程があるッ！」

　彼はボトルに残っていたワインを一気に飲む。

　呼吸を荒くし髪の毛を搔きむしり、焦点の定まらない瞳ひとみで笑みを浮かべた。

　トン、トン。

　彼の部屋の扉がノックされる。

「入りなさい」

　別人に変わったように静かになった彼の声を聞き、扉が静かに開いた。

「失礼いたします。叡えい智ちノ塔の件について、騎士からいくらか話が聞けないかと相談がきておりましたが、いかがいたしましょうか？」

「明日にでも私が詰所に足を運ぶと返事をしてください。今すぐで結構ですよ」

　すると、足を運んだ者が頭を下げて言う。

「承知いたしました。では失礼いたします──オズ主任教授」

　と。








エピローグ









　ここ最近の生活リズムの崩れからか、あるいはセージの件からか。アインとクリスの二人は寝つくことができていなかった。

　線路が復旧されるまで時間がかかる。

　水列車に戻った二人は何より先にシャワーを浴びて身体からだを清めたのだ。

　二人は示し合わせたかのようにラウンジで再会した。

「クリスさんも寝られなかったんだ……って、その恰かつ好こう」

「あ、あのあのあの……違うんです！　他の服が着られる状況じゃなかったので、念のため持っていたこの服を着て──ッ！」

　クリスはよく手入れされた長い金髪を惜しげなく下ろし、いつもと違う魅力を晒さらす。

　キュッとしまった腰。上向いた小ぶりな臀でん部ぶ。大きくも形のいい胸元のすべてが強調された丈長の真紅のドレスを身に纏まとい、すらっと伸びた手足は匂におい立つようだ。

　いつもは清純で異性を知らなそうな彼女が、今ばかりは色香を感じさせ艶美だった。

　恥ずかしそうに身をよじると胸元が押し上げられる。その仕草を見ると、いつものクリスだとアインは安心させられる。

「似合ってると思うよ。別に恥ずかしがらなくていいってば」

　何も言わないのも失礼だろう。

　似合ってない、そう誤解させるのは何よりも避けたい。

「えっと、ありがとうございます……。な、何か飲みましょうか！　すぐに用意しますね！」

　例の如ごとくバーの一席に腰を下ろすと、すぐにクリスが飲み物を手に隣にやってくる。

「アイン様も寝られなかったんですか？」

「うん、なんか目が冴さえちゃって」

「ですよね、実は私もなんです」

　くすっと笑い小首を傾かしげたクリスが服装も相まってまるで女神のようだ。

「よかったら乾杯でもしませんか？　今回のイストでの調査が、なんだかんだやっと終わったっていうお祝いを込めて」

「いいね。じゃあ早速」

　キンッ、グラス同士が軽くこすれ合い鈴のように軽やかな音が鳴る。

　アインが一足先にグラスを置く。クリスはまだ口をつけている。細長いフルートグラス、そのステムに添えられた彼女の指先の動きに目を奪われる。グラスを下ろすときに底に指を添え音が鳴らぬよう気を遣う仕草、一連のマナーが絵画のようだ。

　乾杯の余韻に浸ってしばらく、先に口を開いたのはアインだ。

「オズ教授のおかげで、色々と助かったね」

「ほんとによかったです……。私もすっごく安心できましたから」

　今回のイストへの旅路で、貴重な情報が多く得られた。

　その中でも、オズという研究者との出会いは貴重な財産となった。

「次に調査をするのって、冒険者の町バルトかな」

「オズ教授にいただいた資料通りならば、私もそうなるかと思います」

「魔王城が近くにあるんだよね。どんなところなの？」

「うーん……廃はい墟きよですよ。半壊した城下町が広がっていて、最奥にそびえ立つ魔王城だけが何百年も経たった今でも変わらず、勇壮に構えているぐらいです」

「冒険者たちがいっぱい足を運んでそうだね」

「いえいえ、あの付近は立入禁止区域となっていますので、基本的には近づいたらいけないんです」

　主に危険性のためだという。

「はっきり言って、我々もどの程度危険か把握しきれていないんです。調査隊は何度も派遣されておりますが、あの付近は凶悪な魔物も多々おりますから」

「簡単にはいかないってことか」

「ですね。魔王城付近ですと何か封印があるようで、門を開くことすらできないんです」

　すると彼女は唐突にアインを真っすぐ見る。

　いつもと違う彼女に、思わずアインはドキッとさせられる。

「これだけ年月が経とうと作用する封印……そんなことができそうな魔物が、思えばアイン様に吸収されていたなーって思ったんですが」

「ああ、エルダーリッチのこと？」

「正解です。時を経ても作用する封印ですし、彼女ぐらいにしかできない気がしませんか？」

「言われてみれば確かに……心の中で聞いて──」

「聞かないでくださいね？　冗談でもやめてくださいね？　何かあったら危ないですから」

「……分かってるって」

　こほん、咳せき払ばらいをしたアインにクリスが微笑ほほえむ。

「他に魔王城付近で感じたことと言えば、何かに見張られているような気配ですね。ロイド様も同じ感想を抱いたそうですけど、気配だけで何もせず襲ってこなかったんです。ただ強者の気配に警戒するばかりでした。──あ、お飲み物のお代わりはいかがですか？」

「ありがと。貰もらおうかな」

　クリスは立ち上がる時に足を組みなおした。スリットから覗のぞく細く白い脚で優雅に歩くと、二人分の飲み物を新たに入れて席に戻る。

　彼女が腰を下ろしたとき、首元、あるいは髪の毛から嗅ぎ慣れない花の香りが漂った。

「この香りって」

「偶たまには……なんて思って香水を付けてみたのですが、匂い過ぎたでしょうか……」

　そう言って悲しそうな表情を浮かべるクリス。彼女は今のような服装や、香水を付けることにはあまり慣れていない。パーティに顔を出す機会があろうと、騎士服で事足りるものばかりだ。だというのに今の着こなしは社交界の令嬢を嫉しつ妬とさせてしまうだろう。

「クリスさんに似合ってていいと思うよ。なんならもっと嗅いでたいぐらいは好きかな」

「も、もっと嗅いでたいと言われると、さすがに私も恥ずかしいというか……うぅ……」

　やりすぎてしまったか……。

　言い過ぎだったかもしれないが噓うそではない。クリスが普段見せない、女性らしい一面を披露したことに後悔を感じさせなかっただけで十分だ。

　アインも照れくさそうに頰ほおを搔かくが、こんな恥じらいは安い物に違いない。

「ほ、本当に大丈夫ですか!?　気を遣ってたりしませんよね……!?」

　クリスがあと十センチほど近づいてくる。

　このぐらいの距離になると、もはやクリス本人のフェロモンのように甘い香りが脳を溶かしてくるのだが、やはり避けると傷を負わせてしまうのは必至。

　照れながらも必死に上目遣いで尋ねる彼女は外見に反して可か憐れんだ。気が付くと、アインの服の袖そでを摑つかんでいるのも計算ではない。普段、ポンコツと呼ばれている彼女が必死になった結果だ。

「大丈夫だってば！　落ち着ける香りだと思うよ!?」

「本当ですかっ!?　信じますからね!?」

「信じていいって……いや、というか疑われるのも心外だけど」

　するとクリスはアインの袖から手を放す。

「実は私の故郷の香水なんです」

「それって、エルフの里のこと？」

「はい。ご興味がありますか？」

「そりゃあね。行ってみたいけど閉鎖的な場所って聞いたことがあるよ」

　歓迎してくれなんて言わないが、歓迎されなすぎる場所に行くのも何か悪い気がする。だから自分が足を踏み入れるのも、そう簡単ではないだろうと予想していた。

「アイン様とオリビア様なら問題なく入れると思いますよ。何せお二人は、ドライアドの血を引いてますので」

　意味が分からずアインは戸惑った。

　嬉うれしそうに微ほほ笑えんで、クリスは声を躍らせて言う。

「マジョリカさんも言ってましたが、ドライアドの祖先は世界樹とされてます。そしてエルフは世界樹を信仰しているので、ドライアドにも良い印象を抱いてるんですよ」

「……な、なるほど。ならいつか行ってみようかな。クリスさんに案内してもらってもいいの？」

「もちろんですっ！　おまかせください！」

　クリスは目を輝かせ口角を上げた。

「あっ……し、失礼しました！　魔王城のことについて話してたのに……」

「気にしないでいいってば。時間はたくさんあるんだからゆっくり話そう。ね？」

　話しているうちに朝日が昇りだしたが、まだ水列車が進む気配はない。

　当然だ。陸へつづく橋が破壊されてしまったのだから、魔道具を使って直そうにも近くの町か都市から運ぶしかない。

「魔王城に行くのかは分からないけどさ、冒険者の町バルトには興味があるよ。確か初代陛下が討伐したっていう、大きな魔物の亡なき骸がらが飾られてるんだよね？」

「ふふっ、アイン様ってばやっぱりそれが気になるんですね」

　すると彼女は再度アインを真っすぐ見つめる。

「叡智ノ塔の騒動など、たくさんのことがありましたけど……アイン様は初代陛下のような方に近づけていると思いますよ」

「え、ほんとに？」

「ええ。凄すごく素敵で凛々しくて──カッコよかったですよ」

　クリスの感情のこもった言葉が、蒼玉サフアイアの双そう眸ぼうと共にアインの心にしみわたる。

　地平線の彼方かなたから昇る朝日に照らされた彼女はどこか神々しく、長い睫まつ毛げの一本一本まではっきりと分かる。

「や、そんな直接言われると照れるから止やめて……」

　いつもは逆の立場だった気がする。

　アインは不ふ貞て腐くされるようにそっぽを向くが内心は違い、クリスに頰を赤く染められたことを隠したかっただけだ。クリスはその感情に気が付いていたが言及せず、朝日が昇る光景を上機嫌に眺め鼻歌を歌い両足を遊ばせる。

「アイン様、アイン様」

　顔をそむけたままというのも失礼だ。アインは必死に心を落ち着かせ振り返ると、そこにあった太陽のように輝くクリスの笑顔に目を奪われる。




「また一緒に、旅をしましょうね」




　それはイストに向かう道中でアインが得られなかった答え。

　アインはすぐに頷うなずくと「そうだね」と短く返し、彼女ともう一度乾杯を交わしたのだった。
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あとがき









　著者の結ゆう城き涼りようです。この度は『魔石グルメ』三巻をご購入いただきありがとうございました。

　三巻は楽しんでいただけたでしょうか？

　つづく四巻ではついに冒険者の町バルト、そして旧魔王領のストーリーとなります。

　ＷＥＢ版で人気だったキャラたちも登場しますし、アインの身体からだに宿った魔石の持ち主たちも関係してくる、アインにとって大きな転換点を迎える物語になります。

　これからの展開にも、是非お付き合いいただけますと嬉しいです。




　そしてつい先日、遂にコミカライズもスタートしました。ドラドラしゃーぷ＃にて、作画：菅すが原わら健けん二じ先生で連載中です！　私も一読者として楽しませていただいております！

　アインたちが生き生きと、魅力的に動く姿を見たときは感動してしまいました。

　まだの方は是非、コミカライズ版もどうかよろしくお願いいたします！




　最後に改めてお礼を申し上げます。読者の皆様、そして、三巻でも引きつづきアインたちを描いてくださった成なる瀬せ先生、二人の担当編集様。皆様のおかげで、こうして三巻を出版することができました。これからもどうぞ、『魔石グルメ』をよろしくお願いします。



















魔ま石せきグルメ　３




魔ま物ものの力ちからを食たべたオレは最さい強きよう！








結ゆう城き涼りよう
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